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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　質問。福利厚生のしっかりしている企業としていない企業、入社するならどっちがいい？

　そう訊きかれて後者と答える人間はまずいないだろう。余程他ほかの条件が悪くない限り通常は前者を選ぶはずだ。社食、家賃補助、各種優ゆう待たい割引……選ばれし者のみが受け取れる特典のオンパレード。

　では質問を変えてみよう。飲み会や花見・スキーなど、各種イベント盛りだくさんな会社と皆無の会社。入るならどちらがいい？

　え？　同じ話だって？　仕事以外のレクリエーション、それもひっくるめて福利厚生だろう。ないよりはあったほうがいいんじゃないかって？

　うん、確たしかに自分──桜さくら坂ざか工こう兵へいも学生時代は同じことを思っていた。日々の業務を離はなれても社員同士が仲よくできるアットホームな職しよく場ば、願ねがわくばそんな会社で働いてみたい、と。

　甘かった。

　お盆にお供えする砂さ糖とう菓が子し並に甘かった。

　業務時間外の社員交流？　何が悲しくて定時後まで同僚と顔を合わせねばならないのか。こちとら疲れているのだ。土日や夜間くらいゆっくり休ませてほしい。だいたい飲み会にしろ行事にしろ上司同席の場で暢のん気きにくつろげるわけがないのだ。杯が空いてないか、食事は行き渡っているか。常時気を遣つかいまくり、説教が始まれば畏かしこまり、退屈な話題でも興きよう味み深ぶかそうにうなずかねばならない。疲れるっちゅーの。

　いや、そりゃ同期同士で気の置けない会なら楽しく騒さわげるだろう。ですが皆さん覚えていますか？　桜坂工兵、今年度スルガシステム新卒、同期ゼロです！　周り全員先せん輩ぱいです！　基本敬語以外使えません、いえーい！

　まぁ幸い室むろ見みは下げ戸こだし藤ふじ崎さきは外出しがち。他部署ともほとんど交流めいたものはない。たまの社長襲しゆう来らい（「おう、桜さくら街かい道どう君！　今から採用担当と食事に行くんだが君も来るか。うちはフラットな飲み会だから全員割り勘だがな。がっはっは！」）を除けば飲みニケーションは最小限に留とどまっているはずだった。はずだったのだが。

「社員旅行をやるぞ！」

　そう社長が言い出したのは十一月上じよう旬じゆん、丁ちよう度ど椰や子しの木き事じ件けんが収束したあとのことだった。何せ西にし新じん伊い織おりの猛攻で心身ともにボロボロとなっていた時期である。この状況で旅行？　勘弁してくれと思ったのは否めない。しかもよく訊けば日程は金から土、半ドンで宿に移動して泊まりがけだという。

　即「無理です、出られません」と回答した。作業も立てこんでるしとても遊んでいる余裕はありませんと。

　だが欠席連絡を入れた瞬しゆん間かん、藤崎が慌てた様よう子すで飛んできた。

「や、や、桜坂君。欠席はまずい、まずいよ」

　聞けばこの旅行、社長の肝いり企画で毎年かなり力を入れ実施されているらしい。原則全員参加、欠席が出た部署はマネージャーが呼び出され管理不行き届きで叱しつ責せきされるのだという。

「調ちよう子し悪ければ部へ屋やで寝ていてもいいからさ。とにかく参加だけはしてもらえないかな。ね、頼むよ。仕事はなるべく調ちよう整せいするからさ」

　などと泣きそうな表情で頼まれては体調云うん々ぬんとも言っていられない。仕方なく参加を表明しスケジューラの予定に書き加えた。藤ふじ崎さきは安あん堵どの息をつき、ひどくよい笑え顔がおで続けてきた。

「助かったよ。あ、ちなみに集金とか宿への連絡は新人タスクなんで。ちょっと日もないし大変だと思うけど頑張ってね。詳しいやり方は去年の新人……姪めい乃の浜はまさんが知ってるはずだから。よろしく！」

「………」

　やはり会社のイベントなどロクなものではない。




　あ、海だ。

　誰だれかが言った瞬しゆん間かん、車内の視し線せんが全すべて左手に吸い寄せられた。

　有料道路入り口のスロープを上りきるなり世界が移り替わっていた。無粋なコンクリート壁へきが姿を消し茫ぼう漠ばくたる海うな原ばらと空が視界を満たしている。陽ひの光が海面に反射し無数の煌きらめきを生み出していた。たなびく雲も心なし大きく見える。遮さえぎるもの一つない空間、非日常の光景。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいはスマートフォンを取り出し地図アプリを起動した。現在地は……神か奈な川がわ県けん二にの宮みやか。あともう少しで小お田だ原わら、ついで目的地の熱あた海みだ。

　十一月十三日金きん曜よう日び、午後三時、スルガシステム社員一同はチャーターバスの車中にいる。お茶の水みずを出発したのが一時だからかれこれ二時間ほど車に揺られている計算か。到着予定時刻は午後四時。現状で約三分の二まで来たということだ。

　鞄かばんからプリントを抜き出す。タイトルは「２０××年度　スルガシステム社員旅行の手引き」、どうも採用担当の手によるものらしい。紙面下におでん型のマスコットキャラクター（スルガ君と言うのだとか）が描かれている。

『みなさんお待ちかね、今こ年としも楽しい社員旅行の季節がやってまいりました！　日ひ頃ごろの苦労・ストレスをこの機き会かいに綺き麗れいさっぱり洗い流しましょう。洗い流す？　そう、この言葉にピンときたあなたは大正解。今年の旅行先は温泉です！　もちろん一ひと風ふ呂ろ浴びたあとの宴会も標準装備。ひょっとしたら普ふ段だん見られないスペシャルイベントもあるかも!?　乞こうご期待！』

　……温泉ねぇ。

　プリントを裏返す。

　小こ綺ぎ麗れいな旅りよ館かんの写真が地図とともに貼はりつけられていた。朱塗りのひさしに格子戸、背の高い笹ささが数本玄関脇わきに植わっている。

　熱海温泉旅館『常とこ春はるの湯ゆ』。

　旅行サイトで確認したところなかなか評判のよい宿らしい。わざわざ金曜半ドンで業務を切り上げさせたことといい「社長が気合いを入れている」というのは噓うそではないようだった。

（この熱ねつ意いの半分でも社員の負荷を減らすことに使ってくれればいいんだけど）

　溜ため息いき混じりに思った瞬しゆん間かん、隣となりで似たような溜息が響ひびいた。

　顔を向ける。小柄な少女が物もの憂うげに外を眺めていた。頰ほお杖づえを突き仏ぶつ頂ちよう面づらになっている。マスタード色のニットカーディガンにボーダーシャツ、丈たけの短いキュロットが可愛かわいらしい。外見はまんま女子中学生な上司、室むろ見み立りつ華かだった。

　彼女はもう一度大きく嘆息した。

「ありゃ、室見さんもご機き嫌げん斜めですか」

　恐る恐る声がけすると「まぁね」とつぶやかれた。唇を尖とがらせ鋭するどい視し線せんになっている。

　やっぱりか、さすが一年も師弟関係を続けていると感情の動きも似てくる。拳こぶしを握りしめうなずいてみせた。

「分かりますよ。ただでさえ仕事が立てこんでるのに社員旅行とか行ってる場合じゃないですよね。かわりに直近のタスクを減らしてくれるっていうなら話は別ですけど」

「はぁ？」

　室見は両目をしばたたいた。

「何言ってるのよ、社員旅行は大事よ。普ふ段だん話せない他部署の人達とも親しん睦ぼくを深められるし組そ織しきの一体感を高める上でも重要なことよ。正直これを毎年きちんとやってることだけは社長を評価してもいいわ」

「そ、そうですか……」

　ものすごい正せい論ろんが返ってきた。調ちよう子しが狂う。室見さんのことだからてっきり「このクソ忙しいのに温泉とか馬ば鹿かじゃないの？　死ねば？」くらい言うかと思ったのに。

「じゃあ何が嫌いやなんですか？　ぶっちゃけ会社の行事ってことが気にならないなら、かなりよいイベントだと思うんですけど。秋の温泉旅りよ館かん、泊まりがけ、宴会つきって」

「宿よ宿、目的地」

　室見は舌打ちしそうな表情で言った。

「っとにあれだけ止めたのにまたあそことか。全然懲こりてないんだから。折せつ角かくの旅行を台なしにする気かっていうの」

　宿？

　手元のプリントにもう一度視線を落とす。

「この……常とこ春はるの湯ゆって旅館のことですか？」

「そう」

「だめなんですか？」

「だめね」

「料理がまずいとか部へ屋やが不ふ潔けつとか……」

「そういうんじゃないわよ」

　室むろ見みは苛いら立だたしげに手を振った。腕組みして椅い子すにもたれかかる。

「この宿はね……呪のろわれてるのよ」

　……は？

「何、なんですって」

「呪いよ呪い。呪じゆ術じゆつの呪、英えい語ごで言うとカース」

「いや、意味は分かるんですが」

　呪われた旅りよ館かん？　何だそれ、お化けでも出るっていうのか。この科学万能の時代に？

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい何を言っているのか。首を捻ひねった瞬しゆん間かん、左隣の〈貞さだ子こ〉と目が合った。

　………。

　はいぃぃっ!?

　黒髪の女性がこちらを覗のぞき込んでいる。長い髪が胸元まで垂れ下がり顔の造ぞう作さくは見えない。片手がむんずと座席の背もたれをつかんでいた。

「ひっ、ひゃわぅ!?」

　悲鳴を上げ後じさると室見に背中を押し返された。

「何やってるのよカモメ、走行中に立ったら危ないわよ」

　へ？　か、カモメさん？

「あー、ごめんごめん、ちょっとよろけちゃって」

　貞子が髪を搔かき分ける。黒一色のカーテンが割れ広い額ひたいと涼しげな目元が露あらわになった。薄うす紅べに色いろの唇が笑っている。彼女は左手で支えるように体勢を立て直した。

「少し伸びすぎかなぁ、そろそろ切らないと」

　毛先をつまんでつぶやく。……いや、髪は切らないでほしいけど、そういう技を披ひ露ろうするのは宴会時にしてほしい。予告なしにやられるとかなり怖いんですが。何せ直前の話題が話題だったし。

「えっと……工こう兵へい君達、もうお腹なかいっぱい？」

　カモメが何事もなかったように訊たずねてくる。

「お腹……ですか？」

　椅子に座り直しつつ腹をさすってみる。食欲は……ある。何せ午前の業務が終わってすぐ出発したのだ。乗車前にコンビニでおにぎりを一個買い食いしたが、逆に言えばそれだけだ。朝も軽くだったし、このまま夕食までもたせるのはきつそうだった。

「いえ、結構すいてますね。室見さんもきちんと昼ご飯食べてませんよね？」

　こくりとうなずく室見。カモメは目に見えてほっとした表情になった。

「よかった。じゃあさ手て伝つだってくれない？　ちょっと作りすぎちゃって」

　言いながらプラスチックの弁当箱を差し出してくる。

　………！

　絶句した。

　弁当……カモメさんの手作り弁当だと!?

　頭が真っ白になる。脳内で天使の集団がラッパを吹き鳴らした。雲間から光が差しこみ花はな吹雪ふぶきが舞まう。おおお、神よ。ここがパライソか。救世、御国来たれりキングダムカム。

「あ、迷惑だった？　ごめん、じゃあ他ほかに回」

「ノォォオオオ！」

　感動のあまり固まってしまっていた。慌てて制止し弁当箱を受け取る。恐る恐る蓋ふたを開けると黄こ金がね色いろの煌きらめきが漏れ出した。プラスチックの箱に敷しき詰められたそれは果たして。

「……卵焼き？」

　意外とシンプルな料理だった。てっきりカモメさんのことだからおせち並のご馳ち走そうかと思ったのだが。

「少し失敗してるかも、口に合わなかったらごめんね」

　気恥ずかしそうなコメントに「いえ、そんな」とフォローする。

　ふむ、まぁカモメさんと言えどなんでも完かん璧ぺき超人ではないだろう。一つくらい苦手分野を持っている方が人間味豊かというものだ。

　割わり箸ばしを受け取り弁当箱に突き入れる。一切れつまみ何気なしに頰ほお張ばった、瞬しゆん間かん。

　………!?

「な、なんですかこれ。ふんわりマシュマロのように柔らかくて口に含んだだけで出だ汁しがあふれ出てくる。鰹かつおの香りと醬しよう油ゆ、塩味が混然一体となって。……すごいハーモニーだ。舌の上で食材がオーケストラを奏でてる！」

「誰だれよ……あんた」

　軽く突っこんで室むろ見みが箸を伸ばしてくる。卵焼きを一つ取り口に入れた。しばらく味わってから。

「うん……いつもながら見事な出汁巻き卵よね。カモメ、また腕を上げたんじゃない？」

「そう？　ならよかった。今回はちょっと出汁の量多くしてみたから。味がおかしくなってないか心配だったんだけど」

「全然平気、うーん、私的にはもうちょっと味つけ濃こくしてもＯＫかな」

「了解、次は調ちよう整せいしてみるね」

　出汁巻き卵……なるほど、確たしかに居酒屋で出てくるものによく似ている。だが味は段違いだ。風味が凄すさまじい。食べ終わったあとも舌の上に余よ韻いんが残っている。あと甘さがない。酒のつまみというよりきっちりしたおかずの味だった。

「すごいですね……ちょっと感動しました。出汁巻き卵ってこんなに美お味いしいものなんですね。カモメさん、何か料理の仕事でもされてたんですか？」

「仕事っていうかただのバイトだよ。和わ食しよく料理店で少し厨ちゆう房ぼうに入れてもらってただけ」

　ほぉ……和食料理店。

「さととか天てん狗ぐとかですか？」

「そういうチェーン店系じゃなくて、京きよう都との祇ぎ園おんのお店で」

　料亭じゃねぇか！

　バイトでちょっと厨房に入れるようなところなの!?　本当もうなんなのこの人！

　見れば室むろ見みは特段気にした風もなく料理をつまみ続けている。今のやりとりになんの疑問も抱いていないのか。首を傾かしげつつ食事に戻る。疑問にかまけて彼女にばかり料理を独占させるのももったいない。一切れでも多く味わっておきたかったのだが。

　ぞくり。

　背筋に冷たいものを感じる。

　たとえるなら背骨に匕あい首くちを突きつけられたかのような。あるいは氷の塊を押し当てられたかのような。

「随分美お味いしそうに食べてますねー」

　うらめしそうな声が降り注いでくる。振り向くとヘッドレストの上に丸顔の輪りん郭かくがあった。とろんと眠たげな眼まな差ざし、小ぶりな鼻と唇。そして特徴的な寝ね癖ぐせ頭あたま。

「こ、梢こずえさん？　……って、あれ酔ってます？」

　訊たずねるまでもなく彼女の目は泳いでいた。化粧気のない頰ほおにほのかな朱が差している。梢こずえはひっくと肩を震ふるわせ身を乗り出してきた。
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「酔ってませんよー。全然酔ってませんから」

　ぺしぺしぺしぺし。

「痛、痛い！　叩たたかないでください。何怒ってるんですか!?　僕なんか悪いことしました!?」

　平手の雨を防ぎつつ叫ぶ。梢は唇をへの字に曲げ頰を膨ふくらませた。

「浮気うわきです」

「はっ!?」

「私というパートナーがありながら他ほかの女性が作ったお弁当に心奪われるなんて。不ふ潔けつです、不純です、ふしだらです！」

「あらあらあら」

　カモメが楽しそうに笑う。

「確たしかに梢ちゃんの大事な人に手作り弁当とかだめだよねー。じゃ、これは立りつ華かちゃんの分ってことで」

　えええええ！

　愕がく然ぜんと目を見開くも弁当箱は無慈悲に持ち去られてしまった。室むろ見みは梢と絡みたくないのだろう、窓側に向き直り食事を続けている。

　あまりのことに絶句していると梢は「大丈夫ですよぉ」と声がけしてきた。

「桜さくら坂ざかさんの分はちゃんと私が作ってきましたから。遠えん慮りよせずどんどんいただいちゃってください」

　一いつ旦たん自席に引っこんだかと思うとすぐまた姿を現す。右手には白い包み。長く酒瓶のようなそれは。

「はい！　姪めい乃の浜はま家け謹きん製せい、スペシャルアルコールです！」

　密造酒だぁああああ！

　てか個人で作れるようなものなの!?

「いや、いやいやいや、それはまずいですよ。違法です、捕まっちゃいます」

「え？　なんでですか」

「なんでも何も……無免許でお酒を造るのってダメですよね？　日に本ほんの法律じゃ」

「はぁ」

　梢はきょとんとした様よう子すで瞬まばたきしていたが、ややあって首を傾かしげた。

「でもこれ梅酒ですよ？」

「はい？」

　反はん駁ばくの意味が理解できず固まっているとカモメが「ああ」とつぶやいた。

「確たしかに、梅酒なら個人で嗜たしなむ限り自作ＯＫだもんね。うちの実家でも梅つ雨ゆ時どきになると造ってたし」

「そう……なんですか？」

　狐きつねにつままれた思いで酒瓶を見つめる。知らなかった。梅酒って自家製ＯＫなのか。ふぅむ、まだまだ世の中知らないことがいっぱいだ。梢こずえは「ですです」とうなずき紙コップを差し出してきた。

「さぁ、さぁ飲んでください。私の酒が飲めないのか、うらー」

　酔っ払いすぎだろ……。どんだけ飲んでるんだよ、わずか一、二時間で。

　まぁ梅酒って漬け方によってはかなりアルコール度数上がるっていうしな。考えなしにがぶ飲みしていたらすぐ酩めい酊ていしてしまうのかも。

　気をつけなければと思いつつコップを受け取る。注つがれた液体にゆっくりと口づけした。

　……うん？

「梢さん、これなんか梅酒って割に全然甘くないんですけど」

「えー？　なんですかー？」

「てか普通に芋いもの香りとかするんですけど。……うわっ、強！　これただの焼しよう酎ちゆうじゃないですか!?　え？　自家製？　どういうこと？」

「梅酒でーす」

「いや、ない、ないですから。ほら見て下さいよ、梅の香りとか風味とか微み塵じんもありませんし」

「梅酒でーす」

　梢さーん！

　絞り出した声は悲鳴のようだった。

　泣く子と酔っ払いにまともなコミュニケーションなど望むべくもない。ほのかな犯罪の匂においを漂わせつつバスは西せい湘しようバイパスを南下。目的地熱あた海みに向けて近づきつつあった。

　そして気づけば──工こう兵へいは室むろ見みから「呪のろわれた宿」について訊きくことをすっかり忘れてしまっていた。




　午後四時。

　急きゆう勾こう配ばいの山道を抜け旅りよ館かんにたどりつく。土ど塀べい調ちようの壁かべに照明が薄うすオレンジ色の光を落としていた。丁ちよう度ど太陽を背にした立地のためか、建物の陰いん影えいと薄はく暮ぼの空が微妙なコントラストを織おりなしている。格子戸の前に「歓迎　スルガシステムご一行様」の看板が立てかけられていた。駐ちゆう車しや場じようから見るとまさしく案内プリントの写真通りだ。海からの風に笹ささの葉がそよそよと揺れている。

「はーい、みなさんお疲れ様でしたー。荷物出したら部へ屋や割わり表を受け取って中に入ってくださいねー。宴会は午後六時からなんで、温泉入るならそれまでにすませてくださーい」

　ロン毛のチャラ男おが手を叩たたき誘ゆう導どうしている。襟えり元もとに光る銀ぎん鎖ぐさり、歌か舞ぶ伎き町ちようあたりの客引きと言われても即座に信じられそうな風ふう貌ぼう。総務部、採用担当だった。

「ちなみに僕と社長の部へ屋やは露ろ天てん風ぶ呂ろつきなんで、そっちに入りたい方は言ってもらっていいですよー。あ、もちろん女子限定ね。大丈夫、のぞきませんから。今なら熱あた海み銘菓『ネコの舌』つきですよー。早い者勝ち！」

　セクハラそのものな言動に、だが社員達は反応しない。凝こり固まった身体からだをほぐしながら宿に入っていく。唯ただ一人ひとり、片かた桐ぎりはいり似のＯＳ部長だけが拳げん骨こつで採用担当の頭を小突いていった。

「はにゃ？　着きました？」

　梢こずえが片腕をカモメに支えられ歩いてくる。ジャケットの肩がずり落ち、なんとも情けない姿になっていた。

　室むろ見みが呆あきれ顔がおで「あーあー」とつぶやく。

「見てらんないわね。宴会始まる前からこんなにできあがってるとか、前代未聞よ。馬ば鹿かじゃないの」

　梢の歩みが止まる。酔顔のまま、目だけは鋭するどく永遠の喧けん嘩か相手を睨にらみつけた。

「酒の味も分からないお子ちゃまにとやかく言われたくないですぅ。だいたい室見さんだって去年は夕食前に湯あたりしてダウンしてたじゃないですか。自己管理できないのはどっちですか、バーカバーカ」

「ほっ……ほほぅ」

　室見の頰ほおが小刻みに震ふるえた。

「これ見よがしに人の失しつ敗ぱい談だんをむしかえすとか、いい神経してるじゃない。その手の暴ばく露ろ合戦なら自分の方が不利ってまだ気づいてないようね。いいわ、あんたが去年、那な須す湯ゆ本もとの町で何をしでかしたか懇こん切せつ丁てい寧ねいに思い出させてあげる」

「はっ、どちらがより多く赤恥をかくことになるか、尋常に勝負です！」

　一触即発の彼女達を、だがカモメは慣なれた様よう子すで引ひき離はなす。二人ふたりの肩をつかみながら肩越しに振り返ってきた。

「じゃ工こう兵へい君、あたし達同じ部屋みたいだから行くね。またあとで、宴会場でね」

　はいと答える間もない。旅行鞄かばんと室見達をひきずり宿に消えていく。相変わらず手際がよい。猛もう獣じゆう使つかいのような立たち振ふる舞まいだった。

　頭を搔かきつつプリントに視し線せんを落とす。

（ええっと……僕の部屋は）

　三階、松の間か。同室者は藤ふじ崎さきと……『平ひら尾お』？

　誰だれだ。

　所属部署を確かく認にんするとＯＳ部とある。ん……ん？　確たしかに他部署のメンバーはあまり面めん識しきがないが平尾なんて人いたっけ？

　記き憶おくを探るも思い当たる顔はない。ひょっとしたらミスプリントか。首を傾かしげつつ宿に入る。

　藤ふじ崎さきの姿はない。そういえばマネージャー陣は社長と一いつ緒しよに入っていっていたな。室むろ見み達と遊んでいる間にすっかり人ひと気けがなくなっていた。やばい、本当なら自分が率先して部へ屋やの誘ゆう導どうとかしなきゃいけないのに。

　フロントで確かく認にんすると鍵かぎはもう代表の方に渡してあるということだった。赤あか絨じゆう毯たんのロビーを抜けエレベーターホールに。三階で降り山側の廊下を進んでいった。

　梅の間、竹の間、鶴つるの間……ああ、あった。ここか。

　突き当たり角部屋の前で立ち止まる。引き戸の上に「松の間」のプレートが取りつけられていた。鍵は……開いている。

「お邪じや魔ましまーす」

　荷物を担ぎ直しながら声がけする。和わ室しつの奥で細いシルエットが振り返った。真ん中分けの髪、瘦こけた頰と無精ひげ。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男性がハンガーを持ち上げていた。

「ああ、桜さくら坂ざか君、来たね」

　藤崎だった。

　細ほそ面おもての上司が相そう好ごうを緩ゆるめ会釈してくる。

「ごめんね先行っちゃって。ちょっと社長の話に付き合ってたんで」

「いえいえ、僕もモタモタしてて。すみません、部屋の鍵開けていただいて」

　謝しや罪ざいしつつ部屋に入る。室内には……藤崎しかいない。もう一人ひとりはまだ到着していないのか。

「えーっと……平ひら尾おさんって方はまだですか？」

「ん？　いるよ」

　え……。

　もう一度目を凝こらす。だが何度見ても藤崎以外の人ひと影かげは見つからなかった。

「？　います？」

「丁ちよう度どさっき到着したところだよ。なんかまたバタバタしてたみたいで、とるものもとりあえずって感じだったけど」

　はて。

　さてはトイレか。入り口脇わきの浴室を覗のぞき込むも中は真っ暗だった。鏡かがみの向こうに怪け訝げんそうな自分の顔がある。再度室内を確かく認にん。玄関廊下、寝室、床の間、広ひろ縁えん。……いない、誰だれもいない。

「どうしたの？　桜坂君」

　藤崎が訝いぶかしげに声がけしてくる。どうしたのって……いや。

「や、やめてくださいよ薄うす気き味み悪わるい。この部へ屋やにいるのは僕と藤崎さん二人ふたりだけじゃないですか」

「え？」

「え、じゃないですよ。やだなぁ、ほらトイレにもいないし。どこにもいませんよね？　平尾さんなんて人」

　だいたいそんな名前の方、会社でも見たことありませんし。

　そう付け加えると藤ふじ崎さきは目を丸くした。やああって細い面おもてが強こわばっていく。

「桜さくら坂ざか君……まさか、知らないの」

「し、知らないって何がですか」

「平ひら尾おさんのこと」

「………」

「誰だれにも教えてもらってないの？」

　たたみかけるように問われる。

　何を、という言葉は湧わいてこなかった。瞬しゆん間かんどういうわけだか室むろ見みに言われた台詞せりふが蘇よみがえる。

　この宿は……呪のろわれている。

　まさか。

　引きつり笑いを浮かべていると藤崎は静かに首を振った。

「なんてことだ。……いやごめん、本当なら上じよう長ちようの僕がケアしなきゃいけなかったんだろうけど。室むろ見みさんが教えてると思ったんだよ。行きのバス、ずっと隣となり同士だったし。すまない、もう手遅れかもしれないけど」

「て、手遅れって」

「とにかく平尾さんはいるんだよ。桜坂君もそういう風に振ふる舞まってくれないと。でなきゃ」

　藤崎の言葉が途と切ぎれた。急によそよそしい顔になって荷物の片づけにかかる。

「あ、温泉入ってきたらどうだい？　荷物は僕が見てるからさ。宴会まであまり時間もないし」

「ちょ、ちょっと藤崎さん」

「あああ、荷物がいっぱいあって片づけるの大変だなぁ。急がないと」

　あからさまに不自然な感じで話を逸そらされる。それ以上一切平尾の話題を出すつもりはないらしい。瘦やせた背中に拒否の感情が滲にじんで見えた。

「じゃあ……行ってきます」

　一礼して浴衣ゆかたを取り上げる。藤崎は後頭部を向けたままひらひらと手を振ってきた。

　部へ屋やから出る。心しん臓ぞうがどくどくと脈打っていた。不自然極まりない状況に混乱を隠しきれない。見たこともない社員の名前。二人ふたりだけの室内で三人目が「いる」と主張する藤崎。そして「平尾がいるように振るまえ」という謎なぞの指示。

　どういうことだ。

　何か合理的な結けつ論ろんを出そうとするがうまくいかない。周囲の気温が一、二度下がったように思えた。折しも陽ひが落ちきってしまったせいか、薄うす暗ぐらい廊下が不安を誘う。

　ぶるり。

　身体からだを震ふるわせエレベーターホールに、案内表示に従って浴場へ向かった。

　温泉は地下一階の海側にあった。地下といっても山の中腹に宿が建っているため丁ちよう度ど熱あた海みの町を見下ろす眺望になっているらしい。湯船の種類は屋内大理石風ぶ呂ろ、ジャグジー、それに露ろ天てん。

　男湯ののれんをくぐり脱衣箱に向かう。竹かごを確かく保ほしながら周囲を見渡した。

　人は……いない。まだみんな荷物の片づけに手間取っているのか、流水の音だけが小さく響ひびいている。いそいそと服を脱ぎ浴場に入った。大理石の室内に橙だいだい色いろの光が満ちている。右手に洗い場、左手にサウナと露天風呂への入り口。正面に湯船と海側へ開いた窓がある。周囲を竹垣で囲まれているためあまり眺望はよくない。柱と樹じゆ木もくの間からわずかに町明かりが覗のぞいていた。

　とりあえず簡かん単たんにかけ湯をして浴よく槽そうに赴おもむく。折せつ角かくなので露天風呂に。肌寒い海風に縮ちぢこまりつつ湯船に入った。

　う……お。

　熱ねつのうねりが全身の毛穴から染み入ってくる。体内の冷気が霧む散さんし、なんとも言えない解放感が湧わき起こってきた。

　これは……気持ちいい。

　いやぁ、いいなぁ。やっぱり温泉は最高だ。

　岩肌にもたれかかり瞑めい目もくしていると段々藤ふじ崎さきとの話がどうでもよくなってきた。ていうか多た分ぶん大したことでないのでは？　員数合わせで仮の社員をでっちあげたとか。ほら、何十人以上で団体割引になるとか、そういうサービスあるよね？　だからこそ旅りよ館かんに対しては彼がいるように振ふる舞まわなきゃいけないとか。

　……うん、ありそうだ。

　ったく、ならそうだと言ってくれよ。別に盗とう聴ちよう器きがしかけられているわけでもあるまいし。あんなよそよそしい態度で。

　あとできっちり確かく認にんしてみるか。

　すっかり弛し緩かんしくつろいでいると竹垣の向こうで扉の開く音がした。

「おー、広ーい」

　柔らかな女性の声が響ひびいてくる。続けて「わぁ、露ろ天てん風ぶ呂ろですぅ」と鼻にかかった嬌きよう声せい。

　ん……？

　どこかで聞いたことがあるような。というか柵さくの向こうって女湯？

「すごいねー、貸し切り状態だねー」

「早く来てよかったですー。あ、賀か茂もさん、夜景見えますよ夜景」

「ああもう、梢こずえちゃんったら走らないの。危ないよー」

　なっ!?

　頭に血が上る。全身の体液が沸ふつ騰とうし体温が上昇した。

　カモメさんに梢さんだと!?　このぺらぺらな竹垣の向こうに生まれたままの姿のカモメさんが……!?

　驚きよう愕がくの事実に身が震ふるえる。カモメさんの白い肩、うなじ、背中、湯気に濡ぬれた髪が妖あやしく輝かがやき頰ほおはほんのりと紅こう潮ちようして……ふぉぉおおおおお！

　いかん、いかん落ち着け自分。何竹垣に取りつこうとしているのだ。板の割れ目を広げようとしているのだ。覗のぞきは犯罪だぞ。ステイ、ステーイ！

　深呼吸を数回、理性を総動員して柵から離はなれる。

　はぁ、はぁ。危ないところだった。少しでも我に返るのが遅れていたらリアルに壁かべを突破していた。桜さくら坂ざか工こう兵へい、人生終了のお知らせ。さらば娑しや婆ば、真っ当な人生よ。親に知られたら首でも吊つられかねない。

　とはいえ全すべての危き機きが去ったわけではない。隣となりの浴よく槽そうからはちゃぷちゃぷと水音が聞こえてきている。一体何がどこにあたり音を立てているのか、想像するだけでも鼻血が噴ふき出しそうだった。

　心頭滅却、心頭滅却。

　湯につかったまま半はん跏か趺ふ坐ざで心を鎮しずめる。精神集中、去れ煩ぼん悩のうよ。自分が欲しいのはカモメさんの心であって身体からだではない。欲望のまま隣を覗いたとしてあとには何が残るのか。ただ彼女の軽けい蔑べつが向けられるのみだろう？　想像してみろ、あの涼やかな目で蔑さげすむように見られたら。侮蔑も露あらわに見下されたら。

　………。

　へ、へへへ、それもいいなぁ、悪くないなぁ。カモメさんに蔑まれる自分。豚のように虐しいたげられる自分。靴のかかとで蹴けられ、詰なじられ、しまいには「この変態め！」と鞭むちでおしおきを。

　……はっ！

　いかん、何を考えてるんだ自分は。カモメさんの裸を見たいのみならず、その懲ちよう罰ばつまで期待するとは。なんたる倒とう錯さく、なんという爛ただれっぷりか。

　２、３、５、７、１１、１３、１７、１９……。

　必死で素数を数え精神集中していると不意に隣となりの空気が変わった。

「あれ？　そういえば立りつ華かちゃんは？」

　カモメの声が響ひびく。少し離れたところで水跳ねの音が答えた。

「なんかやり残した仕事あるから遅れて行くとか言ってましたよ。折せつ角かく声かけてあげたのに、嫌いやな感じでしたぁ」

「あらあら」とカモメが困ったようにつぶやく。

「あんまり時間ないから急ぐよう言ったのに、しょうがないなー。建物の中で迷ってないといいけど」

　おやおや。

　いつもながら手のかかる人だ。やり残した仕事って、パソコンでも持ってきてるのか？　社員旅行の目的は他部署と懇こん親しんを深めることだと言っておきながら、言行不一致すぎる。

　普ふ段だんなら自分もフォローするところだがさすがに入浴の面めん倒どうまでは見きれない。服を脱がして浴よく槽そうに入れ身体からだを洗ってって……捕まるちゅーの、色んな意味で。

　まぁ精せい々ぜいあとでドタバタやってればいいんじゃないっすかねー。くつろぐ僕らの横で。

　他ひ人と事ごとのように独白していると唐突に露ろ天てんの扉が開いた。空気の流れが変わり室内の熱ねつ気きが吹きつけてくる。

　おっと独占タイム終了か。居住まいを正し振り返る。湯煙の中、浮かび上がるシルエットは。

　室むろ見みだった。

「………」

「………」

「………」

　………。

「あら桜さくら坂ざか」

　ホワァアアアアアッツ!?

　恐慌に駆られ視し線せんを背ける。

　少女の白い華きや奢しやな肢体が目に焼きついていた。長い髪をアップにまとめ片手に手て拭ぬぐいをぶらさげている。一応申し訳程度にバスタオルを巻いているものの、なだらかなヒップラインやバストの膨ふくらみ、細い太ももは照明の下くっきりとさらされていた。

　な、な、な、な、なんで!?

「何、ひょっとしてここ混浴なの？　おかしいわね、男女別々って聞いてた気がするんだけど」

「お、おと、おと」

「おとおと？」

「こ！　お……おと、ゆ！」

「はぁ？　何言ってるのよ、あんた」

　ここは男湯です！　と告げようとするもうまく喋しやべれない。当の室見は裸身を見られていることなど気にもならないのか、至極冷静な様よう子すでたたずんでいた。

「え、立りつ華かちゃん？」

　竹垣の向こうからカモメの声が響ひびいてくる。続いて「はい？　室見さん？」と梢こずえ。

「あれ？　カモメ達そっちにいるの？　なんで？」

　室見が怪け訝げんそうに叫び返す。カモメは「なんでも何も……」と言葉を濁にごした。

「そっち男湯じゃないの？」

　………。

「え？」

「えじゃなくて」

「ん？」

「んでもなくて」

　しばしの沈ちん黙もく。ややあってぽんと手を叩たたく音が響ひびいた。

「あ、そっか。だから桜さくら坂ざかがいるのか」

　なんですってぇえええええ！

　つんざくような絶叫が響いた。続いて湯の飛び散る音。柵さくの奥で何かが衝しよう撃げきとともに風ふ呂ろ桶おけを蹴け散ちらす。

「わ、わ、私だってまだ桜坂さんと裸の付き合いはしてないのに！　キスも未遂なのに！　い、いきなり何しでかしてくれるですかこのアマは！　ちょっと待ってて下さい、私もすぐに行」

　ゴォンと鈍にぶい音が響いた。瞬しゆん間かん、女湯側から梢こずえの気け配はいが消える。ややあって何かを引きずるような震しん動どうが伝わってきた。

　………。

「立りつ華かちゃん、とにかくこっちおいで。あたし達はもう出ちゃうけど」

　工こう兵へい君も、とカモメは付け加えてきた。

「ムラムラ来るのは分かるけどＴＰＯは選んでね。そこで色々始めちゃうとあとから来た人がびっくりするから」

「びっくりですみませんし、そもそもムラムラ来てませんから！」

　どっちかというと劣情より衝撃の方が強い。カモメに対する艶つやめいた思いも綺き麗れいさっぱり吹き飛んでしまっていた。

　にしても自分以外男湯に客がいないのは幸いだった。仮にムラムラな人が同席していたら真ま面じ目めにどうなったか分からない。本当、よくこの人今まで無事に生きてきたな。神のご加か護ごってのは実在するのかもしれない。

　背後で扉の閉まる音が響く。ほっと一息、視し線せんを正面に戻していると。

「あ、そうだ。桜坂、女湯ってどこにあるの？」

「出てすぐ左手です！　ていうかバスタオルはだけながら戻ってこないでください！　心しん臓ぞうに悪いですから！」

　肺の中の空気を全すべて絞り出し叫ぶ。室むろ見みは「何よ騒そう々ぞうしいわね」と舌打ちし出ていった。

「ごめんねー工兵君」

　カモメが申し訳なさそうに謝あやまってくる。

「あの子、本当異性の視し線せんってのに無む頓とん着ちやくだから。特に工兵君が相手だと最低限の警けい戒かい心しんもなくなっちゃうみたいで、ちょっと……大目に見てあげてもらえると」

「いや、まぁ僕の気持ちはどうでもいいんですけど」

　疲れきった声音で答える。ずりおちた姿勢を直し。

「危ないですよ、あんな調ちよう子しであちこち歩き回ってたら。一応年とし頃ごろ？　の女の子なわけですし。一体全体どういう思考回路を経たらああも明けっ広げになっちゃうんですかね？」

「うーん」

　と唸うなられる。

「まぁあの子、ちょっと育ちが特殊だから、普通とは違う感覚になっちゃってるのよねぇ。世間ずれしていないというか、男性の生理がよく分かっていないというか」

「なんですかそれ。どこぞのお姫様だったりするんですか？」

「そういうのとはまた違うんだけど」

　よく分からない。結局何者なんだあの人は。年ねん齢れい不詳、出自不詳、経歴不詳。相変わらず全すべてが謎なぞに包まれた女、室むろ見み立りつ華か。

「じゃあたし、立華ちゃん迎えに行ってそのまま出ちゃうから。またあとでね」

「はい、お疲れ様です」

　何かを引きずるような音とともにカモメの気け配はいが消える。……うん、梢こずえさんがどういう状態になっているかあまり考えない方がよさそうだ。

　しばらくたち女湯側から引き戸の開く震しん動どうが伝わってきた。ちゃぽんと湯の揺れる音がする。

「室見さんですか？」

　一応声をかけてみる。返ってきたのは「桜さくら坂ざか？」という聞きき慣なれた声音だった。

「悪かったわねさっきは、なんか降りてくる階段間違えたみたいで。一番手前ののれんくぐったらそっちに出ちゃったみたい」

「……いえ」

　反応に困り口ごもる。まだ動どう悸きが収まっていない。目を閉じると浮かんでくる彼女の白い裸体。すらりと伸びた手足、凹おう凸とつの少ない身体からだは疵きず一つなく、あたかも陶器のように輝かがやいて──

　いかん、いかん忘れろ。こんな記き憶おくを持ったままじゃまともに仕事の話もできそうにない。打ち合わせ中によからぬ妄想をしてしまいそうだ。
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　数回大きく首を横に振る。

「室見さん、じゃ僕も先に出ますから」

　断ち切るように言った瞬しゆん間かん、柵さくの奥でものすごい水音が上がった。

「ど、どうしたんですか!?」

「お、落ち……ぶっ、げふっ、ぶぐっ!?」

　溺おぼれてらっしゃる!?

「落ち着いてください！　足が、足がつかないはずありませんから、まずは底を確かく認にんして、顔を上に上げて！」

　しばらく格かく闘とうと思おぼしき音が続いたあと荒い息づかいが聞こえた。水しぶきはやんでいるからどうやら無事体勢を立て直したらしい。ほっと胸をなで下ろす。

「どうしたんですか一体、立ちくらみでも起こしたんですか？」

「ううん」

　否定される。

「打たせ湯浴びようと思って。岩の上に立ったら滑って転んだ」

　打たせ湯……？

　周囲を見渡す。浴よく槽そうの壁かべに小さな岩山が設けられお湯が落ちてきていた。湯面に見えるのは幅の狭い、緩ゆるく傾斜した岩棚。

「あの……これ、どう見ても座ってお湯にあたる仕様だと思うんですが」

「ええ？　だって打たせ湯って言ったら普通直立不動で手を合わせるでしょ？」

　それは滝行だ。

「と、とにかくそこに立つと危ないですから、座って壁にもたれかかってお湯を浴びてください」

「あ、この柵、ちょっと外れかけてる。外に行けるのかしら」

　ぎゃー！

「普通に湯船入りましょうよ！　温泉なんですから、荒行したり隠し扉を探したりしなくていいです！」

　なんと手のかかる……今まで温泉とか入ったことないのか？　いや、ああ普ふ段だんならカモメさんがついているのか。そばにぴったりとくっつき危ないことをしないよう見ている。気を配っている。だが今、保ほ護ご者しやたる彼女の姿はない。結果あたかも手た綱づなの外れた暴あばれ馬うまのようになっているという。

　ああああああ、もう仕方ないな。

「室むろ見みさん、湯船入りました？　排水溝とかそういう変なところに近づかないでくださいよ。あとお風ふ呂ろから上がる時は僕に一声かけてください」

「はぁ？　なんでよ、子供じゃあるまいし」

「いいからお願ねがいします。僕、室見さんが出るまで待ってますから」

「………」

「ほら、折せつ角かく温泉来たのにお互い一人ひとりきりじゃ寂しいでしょう？　何か雑ざつ談だんしましょうよ、普ふ段だんできないような話とか。ね？」

　無む理り矢や理り食い下がると、やあやって低い溜ため息いきが聞こえてきた。面めん倒どうくさげに「まぁいいけど」と続けられる。

　ぱちゃりと湯の跳ねる音がした。

「……にしても相変わらず客少ないわねぇ、ここ。一昨年おととしも同じような感じだったけど。よく潰つぶれないもんだわ」

　一昨年……？

「そういえば室見さん、行きのバスで『またあそこ』とか言ってましたよね。前にも来たことあるんですか？」

「ええ、前々回の社員旅行でね」

　こともなげに答えられた。

「時期はもうちょっと遅めだったけど、まぁ日程は同じね。一泊二日、金きん曜よう出発の土曜帰り。チャーターバスで来たことも同じ」

「はぁ」

　設備も綺き麗れいだし客室もそこそこ広い。悪い宿ではないと思うのだが。なぜすいているのだろう？　ひょっとして曰いわくありげな話があったりとか。

　そこまで考えて固まる。藤ふじ崎さきとのやりとりが唐突に思い出された。平ひら尾おという社員の存在、「彼がいるように振るまえ」という不可解な指示。

「桜さくら坂ざか？」

　沈ちん黙もくが長かったせいか訝いぶかしげに声をかけられる。工こう兵へいはごくりと唾つばを飲んだ。

「あの……室見さん、ちょっといいですか？」

「何よ」

「変なこと訊きくようですけど」

　と前置きして説明する。

　参加者名めい簿ぼで見かけた平尾という名前、客室における藤崎の不ふ審しんな態度、発言。

「で、なんか来る途中に室むろ見みさん言ってたじゃないですか。この宿は呪のろわれてるとかなんとか、で少し気味悪くなっちゃって」

　馬ば鹿かな話だとは思うんですけど、と補足するも室見の返答はなかった。壁かべの向こうはひっそりと静まりかえっている。

「あ、あの？　室見さん？」

「そっか……」

　低い呻うめきが響ひびいてきた。

「あんた、平ひら尾おさんと同室だったんだ。ごめん、私も気づかなかったわ。ちゃんと注意しておけばよかった」

「え、あの、ちょっと」

　慌てて押しとどめる。

「よしてくださいよ室見さんまで、なんなんですかみんなでよってたかって。新あら手ての新人いびりですか？」

　冗じよう談だんめかして言うも反応はなかった。ややあって重々しい声が聞こえてくる。

「平尾さんはね、四年前うちにいた社員よ」

「うちに……いた？」

　過去形。

「辞めたんですか？」

「ううん、亡くなったの」

　意い識しきがフリーズする。室見は沈んだ口く調ちようで続けた。

「四年前のことよ。今こ年としと同じように社員旅行が企画されてね。行き先は常とこ春はるの湯ゆ、つまりここ。久しぶりの社員レクリエーションということでみんな盛り上がって平尾さんも随分楽しみにしてたみたい。持ってる仕事を前倒しで片づけて、徹てつ夜やもいとわず作業をスケジューリングして……ちょっと無理が過ぎたのね。普ふ段だんから忙しい人だったから、通勤途中にふっと意識がなくなって、そのまま」

「亡くなったんですか」

　返事はない。だが沈ちん黙もくは何より雄弁にこちらの言葉を肯定していた。

「一時は社員旅行自体やめようって話にもなったらしいけど、故人が楽しみにしていた行事だし慰い霊れいも兼ねて開催することになったの。名めい簿ぼに平尾さんの名前を残したまま、部へ屋やも一人ひとり分ぶん多く確かく保ほして。そしたら……ちょっと妙なことが起きたのよ」

「妙なこと」

「宴会や出発の時に人数確認するじゃない？　そしたらどう考えても一人多いのよ。特に出席者の追加もないのに何度数えても人数が増えてる。で、試しに男女別でカウントしてみたら多いのは男性の方だったのよ」

「それって……」

「分かるでしょ、平ひら尾おさんが参加してたのと同じ人数になっていたのよ」

　ぞっと怖おぞ気けが走る。風ふ呂ろに入ったままにもかかわらず体温が十度は下がったように思えた。

「冗じよう談だんだと思う？　そうよね、普通に考えれば当然。誰だれかが二回返事してるとか女性陣が悪戯いたずらで男性陣に紛れこんでるとか、そういう悪ふざけを疑うはず。当時幹事やってたＯＳ部の人も同じように思ってね、しまいに怒って強硬手段に出たの」

「強硬手段……ですか？」

「宴会席の座布団と料理を一個下げさせたの。今いる人数ならこれで足りるはずだって、そうしたら」

　周囲の音がやむ。笹ささの葉が、空気の流れが、一斉に動きを止めたように思えた。

「急に宴会場の照明が落下してきて幹事の人大おお怪け我が。なんとか一命は取り留めたけど腕に後こう遺い症しようが残ってね、結局まともに仕事ができなくなって退たい職しよくしちゃったの」

「まさか」

「本当よ」

　室むろ見みの声は冷ややかだった。

「それ以来常とこ春はるの湯ゆに行く時は必ず平尾さんがいるものとして扱うことになったの。部へ屋やも一人ひとり分ぶん多く予約してね。宴会料理も。もちろんみんな彼が参加してるって前提で振ふる舞まってるわ。でないと」

　幹事の人みたいになるから。

　死刑宣告のように言葉が突き刺さる。呼吸が苦しい。喉のどの筋肉が収しゆう縮しゆく、痙けい攣れんしていた。酸欠状態のごとく口をあけ閉めして、ようやく一言口に出す。

「ぼ、僕、どうなるんですか」

　既に自分は平尾の存在に疑問を呈している。そんな人いないと言ってしまっている。平尾の呪のろいが実在しているのであればターゲットになる資格は十二分だった。

　室見は少し間を置いてから「さぁ」と言った。

「何も起きないかもしれない。そもそも四年前の事故だって偶然起きただけかもしれないし。ほら、人数をもともと一人分余計にカウントしていたとか。だから気にしなければ？　と言いたいところだけど」

　だけど。

「私なら今からでも平尾さんがいるように振る舞うわね。たとえ手遅れだとしても何もしないよりはマシだから」

「………」

「上がるわね。あんたも早く出て宴会の準備したら」

　ざばりと水が落ちる。小さな足音が遠ざかり引き戸が閉められた。

　慌てて浴よく槽そうから出てあとを追う。周囲の静寂がどうしようもなく薄うす気き味み悪わるいものに思えた。とにかく一人ひとりになりたくない。誰だれでもいいから傍そばにいてほしい。恐慌にも似た思いに突き動かされ風ふ呂ろ場ばを走り抜けた。

　背後で、ごぉと風が吹き抜けたように思えた。




　午後六時、宴会場に移動する。

　八十畳ほどのスペースに座卓が二列並べられていた。各席におしぼりと箸はし、コップが置かれている。周囲を仲居さん達が忙せわしげに走り回っていた。

「はーい、みなさん着席してますかー？　そろそろビール配りますよー」

　採用担当が陽気に告げる。会場のそこかしこから「おう」「いつでもＯＫ」の声が聞こえてきた。

（ＯＫじゃないだろう……）

　暗い眼まな差ざしで正面を見つめる。そこには誰もいなかった。空っぽの椅い子すが黒塗りの背もたれをさらしている。ふっと席次表を確かく認にんすると当該席には「ＯＳ部平ひら尾お」の名前が記されていた。

　マジなのか。

　藤ふじ崎さきの態度、室むろ見みから聞いた話。

　正直今の今まで半信半疑だった。二人ふたりして適当な話をでっちあげ自分をからかってるんじゃないかと。だが現状ではもう信じざるを得ない。スルガシステムの社員達は全員眼がん前ぜんの空席などないように、自然に振ふる舞まっていた。

　自然、いや不自然か？

　いるはずのない人間をいるように装っている。まともな感覚からすればどうにも奇妙な光景だ。そう思ってうかがうと同僚達の表情はどことなくそらぞらしかった。あえて平尾の席に視し線せんが行かないよう顔を逸そらしている。

「桜さくら坂ざか君、ビール注つぐよ」

　右斜め前の藤崎が瓶を傾けてきた。慌ててコップを持ち上げる。藤崎の笑え顔がおは一見いつもと変わりないように見える。だが半年以上付き合ってきた身からするとどうにもおかしい。違和感がある。あたかも笑った形の仮面を張りつけているかのような。

「あ、あの、藤崎さん」

　たまりかね声を上げる。注がれるビールを視界の端に収めながら懸けん命めいに呼びかけた。

「僕の前の席、誰もいませんよね？　空席ですよね？　平尾さんが参加してるとかしてないとかは一いつ旦たんおいといて、今僕の正面には誰も座ってないですよね？　そこだけ、それだけでいいから確認させてほしいんですけど」

「え？　やだなぁ桜坂君、何当然のことを」

　屈託のない返しにほっとする。だよな、さすがに空っぽの席に誰かいるとまでは言いきれまい。安あん堵どの息を漏らすが。

　藤ふじ崎さきはビールを注つぎながら続けた。

「平ひら尾おさんならさっきからそこに座ってるじゃないか」

　………。

　え。

　まじまじと見返すも藤崎の表情は変わらない。眼鏡めがねの奥で小さな目が細まっていた。

「ああ、平尾さんにもお注ぎしますね。いやいや、お手を煩わずらわせるまでもありません。こちらでお酌しやくしますから。どうぞどうぞ」

　正面席のコップが黄こ金がね色いろの液体で満たされていく。白い泡が無数に浮かび上がっては消えていった。

　どのくらい呆ぼう然ぜんとしていただろう。気づくと傍かたわらの室むろ見みがこちらを見ていた。白い顔を強こわばらせ蒼そう白はくになっている。彼女は固い口く調ちようで告げた。

「あんた、また疑ったわね」

　違います、僕は、僕の確かく認にんしたかったのは目の前に人がいるかどうかだけで。

「もう手遅れよ。平尾さんは自分がいなかったことにされるのを絶対許さない。あんたは捕まったわ。彼の手に、視し線せんに」

　瞬しゆん間かん、視界の端にぼうと影かげが浮かび上がった。宴会場の入り口に一つのシルエットが現れている。黒ずくめの……男だった。長い髪がだらりと垂れ下がり顔の造ぞう作さくは見えない。首の回りに白いタオルのようなものが巻かれ、わずかに覗のぞいた顎に無精ひげが確認できた。男は両手を垂らしたまま一歩踏み出した。周囲の喧けん噪そうを気にする様よう子すもなく、ゆっくりとだが確実に歩んでくる。

　まっすぐ、自分のところに。

　……っ！

「ふ、藤崎さん、うしろ、うしろ！」

「え、何？」と振り向きながら、だが藤崎は首を傾かしげる。

「うしろになんか……ある？」

「黒ずくめの男が！　髪の長い男の人が、こっちに！」

「………？　何言ってるんだい、みんな普通に着席して飲んでるじゃないか」

「いやいやいや、今も普通にこっち来てますから！　ほら、向こうのテーブルを通過して」

　叫んでいる間に男はすぐ近くまでたどりついていた。巨体が照明を遮さえぎり長い影を作る。髪の間から落ちくぼんだ眼がん窩かが覗き、ハイライトのない瞳ひとみが痙けい攣れん気味に動いていた。

　ややあって視線が合う。深い、夜の沼のような目がまっすぐにこちらをとらえた。不ふ審しんそうな藤崎の横をすり抜けるようにして、男が、手を。

　ひぃぃいいいいいいっ！

「あー、なんとか間に合ったぁ」

　低い濁だみ声ごえが響ひびいた。どしんと床を震ふるわせて男が腰かける。両の肩を回し鬱うつ陶とうしそうに長髪を払いのけた。

「お疲れ様、平ひら尾おさん」

「お疲れ様です」

　室むろ見みと藤ふじ崎さきが同時に挨あい拶さつする。平尾と呼ばれた男は大義そうに「どもども」と頭を下げた。

「いやぁ今回ばかりはマジアウトかと思いましたよ。本当計ったようなタイミングで電話かかってくるんすもん。お客さんには今日きよう明日あした社員旅行って伝えてあったんすけどねー」

「まぁ平尾さん、もうあそこの客先ではキーマンだから。なんかあるとすぐ頼っちゃうんだろうね。休日夜間、自宅旅先を問わず」

「勘弁してほしいっすよー」

　悲鳴のような声に場が沸いた。

　って、えっとあの、どうなってるの？　みんな普通に話してるんだけど。……え？

　きょとんとしているのを見て取ったのだろう、藤崎が「ああ」と声を上げた。

「桜さくら坂ざか君は初めてだよね。ＯＳ部の平尾さん、今回相あい部べ屋やになった人」

　どうもーと平尾が気さくに挨拶してくる。

　頰ほお骨ぼねの張り出した、やや角張った輪りん郭かくの男性だった。長く伸びた髪と顎あごひげのせいもあり、あたかもロックミュージシャンかヘルズ・エンジェルスのようにも見える。だが目元は穏おだやかで圧迫感はない。むしろ愛あい嬌きようのある顔立ちだった。黒ずくめの正体もよく見ればくたびれたジャージだ。

「お、お化けじゃないんですか？　生きてる人間なんですか？」

「へ？」

　ぱちぱちと目を瞬またたかれる。

　瞬しゆん間かん、耐えかねたように笑いが弾はじけた。振り向くと傍かたわらで室見が腹を抱えている。うずくまるような姿勢で肩を震ふるわせていた。

　え、え、え？

　気づけば藤崎も口元を押えていた。爆ばく笑しようこそしないものの耳まで赤くして笑いをかみ殺している。

　そこまで来てようやく気づく。妙なのは自分でも他テーブルの同僚でも、ましてや平尾でもない。目に見える普通の景け色しきをおかしな解釈にねじ曲げたのは。

「だ、だましましたねー！　室見さん、藤崎さん！」

「ごめん、ごめんなさい」

　室見が目め尻じりを拭ぬぐう。まだ頰肉をひくつかせながら、それでも頭を下げてくる。

「あんたがあんまり怖がってるから。ついからかいたくなっちゃって。にしても『ひぃぃい』、『ひぃぃい』だって。そんな漫画みたいな悲鳴初めて聞いたわ。おっかしい」

　酸欠気味に声を震ふるわせ畳を叩たたいている。ひどい。人の醜しゆう態たいがそんなに面おも白しろいのか。憮ぶ然ぜんとしていると平ひら尾おが「ええっと」と声を上げた。

「すんません、なんかあったんすか？」

　怪け訝げんそうに視し線せんをさまよわせている。まぁ当然だろう。なんの脈絡もなしにお化け呼ばわりされ周囲が笑い転げているのだから。

　藤ふじ崎さきが「ごめんごめん」と手をかざす。深呼吸を一回、ややあらたまった表情で説明し出した。

「実はね」

　客室での一件、工こう兵へいの反応、そのあと温泉で室むろ見みが言った内容などを順序だてて話していく。全すべて語り終えると平尾は「ひでぇなぁ」と笑った。

「よりにもよって幽ゆう霊れい扱いとか、あんまりっすよ。そりゃ確たしかに社内にはほとんど戻ってこれないっすけど」

　屈託ない笑いに肩の緊きん張ちようが緩ゆるむ。思い切って「あの」と声がけしてみた。

「どこか別のところで仕事されてるんですか？」

「うん」

　平尾はうなずいた。

「幕まく張はりのお客さんデータセンターに常じよう駐ちゆうしててね。新システムの運用スタートアップを請うけ負ってるんだ。フローを整せい備びする端はしから新しいシステムが立ち上がるんで、もうかれこれ一年以上戻ってこれてないけど」

　だからか。

　四月に入社して一度も見かけていない理由。社内でほとんど彼の名前を聞かないわけ。

　ようやく得とく心しんして人ひと心地ごこちがつく。居住まいを正し一礼した。

「えっと……怖がったりしてすいませんでした、挨あい拶さつ遅れましたけど今こ年としの新人の桜さくら坂ざかです」

「新人、なるほどねー」と平尾が苦笑する。

「そりゃびっくりするよね、知らない人の名前が同室だったりしたら。ましてや身内の上じよう長ちようはありもしないこと言って脅おどかしてくるわけだし」

　ちらと藤崎を睨にらみつける。

「気をつけなよー、この人人畜無害な顔して意外にドＳだから。油断してると仕事でもぐさりとやられるよ」

「いやいや」

　藤崎が手を振る。

「よしてよ、そういうこと言うの。桜坂君にはちゃんと真っ当に仕事割り振ってるってば。うちの課かの貴重な戦力だしね。大事に大事に育ててるよ」

「本当ですかぁ？　残業百時間超、休出・月五回とかさせてるんじゃないですかー？」

「えー……それは」

「ほら、ドＳだ」

　あははと笑いが満ちる。

　一いつ緒しよになり微笑ほほえみかけて、だがふっと我に返る。いや待て、平ひら尾おの正体はともかくそれ以外のことは全然納得いってないぞ。

「藤ふじ崎さきさん！」

　座卓に手をつき身を乗り出す。眦まなじりに力をこめ眼鏡めがねの上司を睨にらみつけた。

「色々きちんと説明してください」

「せ、説明？」

「客室でのやりとりについてです。だいたい最初に藤崎さんが『平尾さんもいる』なんて言うから話がおかしくなったんじゃないですか。あの時室内に僕ら二人ふたりきりでしたよね？　どうして噓うそついたんですか」

「噓はついてないよ、別に」

「でも」

　事実いなかったじゃないかと言いかけた瞬しゆん間かん、平尾が「ああ」と声を上げた。納得気味な表情で手を叩たたいている。

「あの時ですかぁ、荷物を置いてすぐ、お客さんから電話がかかってきて」

「そうそう」

　藤崎が首肯する。

「最初室内で電話してたんだけど電波の入りがおかしくて、何度かぷつぷつ切れちゃってからかけ直したんだよね。そう」

　──ベランダに出て。

「え」と喘あえぎ声ごえが漏れた。予期せぬ単語に目が丸くなる。

「べ、ベランダですか？」

　藤崎は「そうそう」と微笑した。

「だからあの時、平尾さんは近くにいたんだよ。室内には見当たらなかったかもだけど」

「それならそうと──」

「説明してほしかったって？　だって桜さくら坂ざか君たらこっちが何も言わないうちにものすごい怖がりようで、しかも『平尾さんなんて人、社内で見たことない！』とか言うんだもの。室むろ見みさんじゃないけどからかいたくもなるでしょ？」

「じゃ、じゃあ」

　室見を顧かえりみる。

「室見さんと藤崎さん、二人して平尾さんを幽ゆう霊れいみたいに扱ってたわけは？　お二人ともずっと別行動でしたよね。お互い口裏を合わせる時間なんてなかったじゃないですか」

「単純な話よ。お風ふ呂ろに行く途中で藤ふじ崎さきさんと行き会ったの。先に宴会場向かってるところだったんですよね？　そこであんたの話したのよ。まぁ実際あんなに怖がってると思わなかったから最初はスルーするつもりだったんだけどね。そしたらあんたの方から話振ってくるし」

「……行きのバスで平ひら尾おさんを見かけなかったのは？　乗ってなかったですよね？」

「直前まで客先対応してたから別便でこっち向かってたのよ。熱あた海み駅えきから送迎バスでしたっけ、平尾さん」

「うん、意外と早く乗れたよ。貸し切り状態」

　呆あつ気けなく謎なぞが解けていく。分かってしまえば本当に大したことのない話だった。大おお騒さわぎした自分が馬ば鹿かのように思えてくる。

　へたりと腰を落とす。鼓動が収まっていくのを感じながら喘あえいだ。

「もー、勘弁してくださいよぉ。本気で怖かったんですから」

「ごめん、本当ごめん」と藤崎が手を合わせてくる。室むろ見みに一いち瞥べつ、彼女もバツ悪げにこめかみを搔かいた。

「まぁ……そうね、ちょっと悪のりが過ぎたかも。一人ひとりでからかうならともかく上じよう長ちよう二人ふたりがかりでってのは性た質ちが悪いかも。うん」

　視し線せんを逸そらしているのが彼女なりな罪悪感の表現なのだろう。納得いかないがまぁいつまでもこだわっていたところで仕方ない。むくれ顔のまま口元を緩ゆるめた。

「次やったら怒りますからね」

「ま、ま」と平尾が瓶を持ち上げる。

「宴会始まるし、この話は以上ってことで。ほら桜さくら坂ざか君だっけか、グラス減ってるよ。注つぎ足すから」

「あ、はい」

　先程の騒ぎで中身が少しこぼれていた。慌てて杯を持ち上げる。平尾は工こう兵へいのグラスと次いで藤崎のグラスを満たした。自分もウーロン茶のピッチャーを取り上げ室見に向き直る。

「注ぎます」

「ああ、ありがと」

　室見がコップを傾ける。ピッチャーの中身を注ぎながら、ふっと思い出し口を開く。

「あ、そういえば」

「何よ」

「そもそも最初に室見さんが言っていた『呪のろわれた宿』の話。あれも悪戯いたずらの伏ふく線せんだったんですか？」

　だったらかなり周到だと思ったのだが。

「あー、ううん、あれはね」

　室むろ見みが声を上げかけた瞬しゆん間かん、ふっと照明が落ちた。何事かと思う間もなく上かみ座ざの舞ぶ台たいがピンライトで抜かれる。

「はーい、みなさんお待たせしましたー！」

　元げん気き潑はつ剌らつなＭＣが会場に響ひびき渡る。ライトに照らされているのはタキシード姿の青年──採用担当だ。いつもの数倍増しでスジ盛りヘアを作り耳にはピアスを煌きらめかせている。一体サラリーマンとしてどこに進もうとしているのか、疑いたくなるくらい立派なホストスタイルだった。

　採用担当はマイクを握りしめた。

「毎年恒例、今こ年としもやってまいりましたスルガシステム社員旅行、大宴会！　料理に酒、余よ興きようにきれいどころ、全すべて取とり揃そろえ皆様をリフレッシュしていきたいと思います！　いつも障害だクレームだと気を張っているあなた、今日きようだけは仕事を忘れ存分に飲み食い楽しんでいってください。司会は前回に引き続き私、採用担当と」

「ＳＥ部アシスタント、カモメが担当します」

　拍手が巻き起こる。
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　ってカモメさん、姿を見ないと思ったらあんなところに。ギンギラギンな採用担当のルックスとは対照的に浴衣ゆかた・茶ちや羽ば織おりのスタンダードな温泉スタイルだ。白い首筋や胸元が色っぽい。思わず溜ため息いきをついてしまいそうだ。

「では早速我らがスルガシステム代表取とり締しまり役やく、六ろつ本ぽん松まつ社長に乾杯の音おん頭どを取っていただければと思います。社長、よろしくお願ねがいします！」

　上座席でのっそりと浴衣ゆかた姿が立ち上がる。赤しやく銅どう色いろの禿はげ頭あたまが照明の光を鈍にぶく照り返した。

「あー、あー」

　マイクテスト、六本松が軽く眉まゆをひそめスピーカーを指さす。少し小さいとでも言いたいのか、採用担当が即座にボリュームを上げる。

　六本松は大きく息を吸いこんだ。

「諸君、今年も一年ご苦労だった。低予算・短納期の案件が多い中トラブルもなくよくやってくれたと思う。今日きようはゆっくり楽しんで英気を養ってほしい。では」

　全員が一斉に杯を持ち上げる。だが社長は大きく咳せき払ばらいした。

「酒宴の前に上かみ半はん期きの振り返りをやりたいと思う。まずＳＤ部から開発案件の実じつ績せきについて」

　うへぇという雰囲気が満ちる。だが社長は周囲の様よう子すに頓とん着ちやくした風もなく淡々と仕事の話を続けていった。しばらくして言葉が途と切ぎれる。

「というわけで下しも半はん期きはより一層の奮ふん起きを期待したい。じゃあ」

　安あん堵どの溜息がそこかしこで漏れる。気を取り直したように杯が持ち上がった。

「……続いて各部署の下しも期き営業戦略について共有したいと思う。普ふ段だん諸君は他部署の目標設定など気にもしないだろうからよい機き会かいだ。そうだな、今度はＯＳ部から」

　呻うめき声ごえとともに杯が下がる。

「──以上、下しも期きの営業戦略について説明させてもらった。さて」

　杯が上がる。

「丁ちよう度どいいタイミングだからここらで会社の将来像を説明しておくべきだろう。みんなが視点を高く持てるように、いいな」

　下がる。

「──というわけで」

　上がる。

「おおそういえば」

　下がる。

　………。

　気づけば会場の空気はお通つ夜やのようになっていた。全員が倦うみ疲れた表情で舞ぶ台たいを眺めている。グラス内のビールはすっかり気が抜け泡の欠片かけらも見えなくなっていた。

　一方社長は絶ぜつ好こう調ちようでテンションを上げ続けていた。会社創業時の苦労話、当時の社会情勢、業界の見通しなどを上じよう機き嫌げんに喋しやべっていく。

　何人かがグラスを座卓に置く。そろそろ取り返しのつかない雰囲気になりかけた時だった。社長の後ろにカモメが寄り添った。

「社長」

　耳元で何事かを囁ささやく。瞬しゆん間かん、六ろつ本ぽん松まつの目がかっと見開かれた。

「ではスルガシステムの更なる繁はん栄えいを祈って、乾杯！」

　全員が慌てた様よう子すでグラスを打ち合わせる。澱よどんだ空気が吹き飛び喧けん噪そうが戻ってきた。若干テンションの切り替えが間に合っていない気もするが、皆一様に安あん堵どした表情となっている。

　……というかカモメさん何言ったんだ。あの社長を一声で動かすとか、得え体たいが知れなさすぎる。実はうちの会社の影かげのオーナー、カモメさんって落ちじゃないだろうな。

　ぞくりと身み震ぶるいしつつビールをあおる。すっかり温ぬるくなっていたが期待通りの苦みが口中に広がった。ようやく人ひと心地ごこちつく。合がつ掌しようし、お通しに箸はしをつけると徐々に気分が高まってきた。

　さぁて宴会、宴会、宴会だー！

　気合い一発、心を奮ふるい立たせる。残りのビールを一気に空けピッチャーを引き寄せた。まずは二、三杯飲み身体からだを温めようと思ったのだが。

「さーくらざかさぁああああん！」

　背後から柔らかいものがのしかかってきた。

　首に細い腕が巻きつく。振り返る間もなく頭の横からぬっと丸顔が突き出してきた。

「こ、梢こずえさん？」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが潤うるんでいる。彼女はぎゅっと両腕に力をこめた。

「大丈夫ですか？　私ったら気を失っちゃって桜さくら坂ざかさんの危き機きに駆けつけられなくって。ああもう本当心配だったんですよ。なんともないですか？　あの女に傷物にされたりしてません？」

　傷物って……。

「何もないですよ、あのあとすぐ室むろ見みさんも女湯に戻りましたし。ていうか梢さん顔が赤いんですけど、まさかもう酔っ払ってるんですか？」

「いえっす！」

　拳こぶしを振り上げ肯定された。癖くせ毛げを左右に揺らし叫ばれる。

「ハゲの話があんまりかったるいんで隠れて飲んじゃってましたぁ！」

　泥酔していらっしゃる！

　慌てて口元を押え周囲を見渡す。幸い周りもほどほどに盛り上がり始め、こちらに気づいた人はいない。社長もかなり向こうでＯＳ部長と談だん笑しようしていた。

　ほっと胸をなで下ろし梢に向き直る。

「と、とりあえず離はなれましょう。ほら、隣となりの席空いてますし」

「いやーですぅ。私の席はー桜坂さんの肩の上ー」

　やめてください。重いです。

「藤ふじ崎さきさぁん！　なんとかしてください！」

　おんぶおばけばりに絡みついてくる梢を押しとどめながら嘆願する。藤崎は「いやあ」と首を捻ひねった。

「人の恋こい路じを邪じや魔まする奴やつはって言うしね、社内恋愛は茨いばらの道だけど二人ふたりとも幸せになってくれればと思うよ」

「まぁ若いうちは過あやまちの一つや二つした方がいいっすよねー。俺おれも昔は」

　としかつめ顔で語り出す平ひら尾お。いや、二人とも何確かく定てい事項っぽくコメントしてるんですか。勘弁してください、まかり間違って社内に広まったらどうするんですか。自分、真ま面じ目めにカモメさん一筋なんですから。

「桜さくら坂ざかさーん、大おお阪さかでの夜はすごかったですよねー」

「いやいやいや」

「うちの両親も彼なら娘を安心して任せられるって言ってましたよ？」

「会ってませんし！」

「照れないでいいですよぅ、私と桜坂さんの仲はもう社内外ともに公認なんですから。あとはゴールに向けて突っ走るだけです。さ、誓いの言葉を交わしましょう。汝なんじ病める時も健すこやかなる時もこれを愛しなんたらかんたら！　指切りげんまん、噓うそついたらキス・ミー・プリ……ぎゃっ！」

　唐突に梢こずえが崩れ落ちる。背中を押え床にうずくまっていた。何事かと振り向けば室むろ見みが氷バサミを片手に立っている。

「あ、ごめん。間違ってあんたの背中に氷入れちゃったわ。平尾さんのコップに持ってくつもりだったけどなんか放りこみやすかったから」

「こ、こ、こ、この……」

　梢が低く唸うなり身体からだを起こす。浴衣ゆかたのうなじに手を突っこみ氷の塊を取り出した。

「背後から、しかも宴会中に不意打ちとかいい神経してますね。最低限のＴＰＯさえわきまえぬその振ふる舞まい、もはや先せん輩ぱいとしての扱いは無用と見なします！　正面から叩たたき伏せてやるので覚悟してください！」

　はっと室見が笑った。

「あんたのどこに先輩への遠えん慮りよや敬意があったのよ。正面勝負？　上等よ、なんの言い訳もきかない状況で完かん膚ぷなきまでにねじ伏せてやるわ。かかってきなさ」

　全すべて言いきる前に室見の顔に座布団が命中する。姪めい乃の浜はま梢二十二歳、出した言葉に噓うそ偽いつわりはないらしい。先手必勝、容赦なし。つくづく有言実行の女だった。

　直後始まるいつもの乱らん闘とう騒さわぎ。今度は止めてくれるカモメもいない。畳のほこりを巻き上げながら女性陣二人ふたりはくんずほぐれつの大格闘を繰くり広げていた。

　てか浴衣で暴あばれると色々見えそうで困るんですが。

「ふ、二人ともやめてください。食器とかありますし危ないですよ。ほら、ビールも落ちそうですし」

「心配いりません！　ちゃんとこぼした酒は責任もって消費しておきますから！」

「食器代の十万や二十万、今月の給料から支払ってやるわ！　それよりこの馬ば鹿かの息の根を止めておかないと！」

　互いに叫びつつ手と足を出し合っている。藤ふじ崎さき達はと見れば、いつものことで慣なれっこなのか特に気にした風もなく杯を交わしていた。

　まぁ……宴会の場だし多少のやんちゃは大目に見るべきか。

　嘆息して料理に箸はしをつける。

　視し線せんを転じるとそこかしこで笑いが弾はじけていた。梢こずえと同様、既に泥酔状態の社員もいれば淡々と杯を重ねている者もいる。

「でさぁ、俺おれも最近の若いエンジニアは甘やかされてると思うのよ」

　ＯＳ部席で数人の中堅社員が談だん笑しようしていた。若手と思おぼしき青年を取り囲み顔を赤くしている。

「おまえ、コンベンショナルメモリとか知らねーだろ。１Ｍ以上のメモリは使えて当然ってか、おめでてーよな」

「昔、通信速度のことボーって言ってた時代があるんだよ？　知らないだろ？　ん？」

「プログラムがいつも実行できるっていいよなぁ。俺達の時はジョブ登とう録ろくしてスケジューリングして、でようやく出てきた帳票がズレたりしてんだぜ？　やってらんないだろ」

　若手は神妙な様よう子すで「はい」「はい」「すごいですね」とうなずいている。あまり近寄りたくない雰囲気だ。ＩＴ系でも『最近の若い者は』的説教は健在ということか。いやだなぁ、自分もいつか同じこと言い出すのかしら。「昔はＡＤＳＬ回かい線せんってのがあったんだよ？」とか「タッチパネル操そう作さなんて軟弱だ」とか。

　その点うちの部門長……藤崎さんは大人おとなだよな。説教がましいことは言わないし、過去の障害履り歴れきを自慢したりもしない。見た感じＯＳ部の人ともうまくやってるようだし。どこかの幼女とは違って。

　ちらりと様子をうかがってみる。期待通りと言うべきか、藤崎と平ひら尾おはにこやかに歓かん談だんを続けていた。

「いや、平尾さんさ、今後もお互いうまいことやっていこうよ。ウィンウィンの関係でさ、構築と運用はシステムの両りよう輪りんなんだから」

「まったく仰おつしやる通りっすよ。一緒にうちの会社を盛り上げていきましょう、部署のミッションとか業務範はん囲いとかややこしい話はおいといて、全体最適を考えていく感じで」

　うんうんうん。

「さすが話が分かるねぇ。じゃあさ、今うちがやってるＡＤサーバの問い合わせ対応、そろそろ平尾さんところで引き取ってくれない？　あそこでかかってる運用工数、もう少しプリセールスの方に振り向けたいんだよね」

「あはは。藤崎さん冗談きついっすよ。あのＡＤは今から認証統合の要かなめになってくサーバじゃないですか。プリセールスのネタとして最適でしょう。しばらくはＳＥ部で見続けるのが適切じゃないですかねぇ」

　うん……うん？

「いやいや、プリセの優ゆう先せん順位はこちらで決めてくからさ。ＡＤはまだいいよ。運用的な側面から考えると現地サポートの範はん囲いに巻き取っていくのが全体最適じゃないかねぇ」

「おやおや、藤ふじ崎さきさんともあろう方が提案の重要度を見間違うとか。全体最適を考えるならここでＡＤを捨てるのはなしでしょう。是非認証部分でガッツリ稼かせいでください」

「うちの稼ぎは足りてるからさ、まずはＯＳ部の月げつ額がくを増やしてくれよ。うちはうちしかやれないことにリソースを割さくべきだと思うんだよね、全体最適的には」

「ははは、うちも現地でしかやれないことにリソース割きたいんで、全体最適的に」

「うちの方が稼か働どう状況逼ひつ迫ぱくしてるんだよね」

「いえ、うちの逼迫状況もかなりなもんですよ」

「ま、ま、飲みなよ、平ひら尾お君」

「藤崎さんこそ飲んでくださいよ。さっきから全然減ってないじゃないですか」

　………。

　仲よく……やれてないかもしれない。

　諸もろ々もろ見なかったことにして視線を逸そらす。

　いつの間にか舞ぶ台たい上じようで隠し芸が始まっていた。

　人文字とか女装などスタンダードな内容だ。三人でＳ・Ｒ・Ｇと作り「スルガシステム！」と叫んでいるのが哀愁を誘う。あと一応女性陣も揃そろっているのになぜ男性連中にメイド服を着せているのか。まったくもって理解できない。

　他ほかにも前ぜん職しよくの武勇伝を語る者がいたり、転職市場のよもやまを話す人もいたりで全般的にひどくカオスな雰囲気だった。だがまぁ宴会特有の喧けん噪そうは心ここ地ちよい。料理に舌鼓を打ちながらちびちびビールを舐なめていると、不意にマイクのハウリング音が響ひびいた。

「えー、皆様お楽しみの最中だと思いますが」

　採用担当が舞台に現れている。気づけばプロジェクタ用のスクリーンが壁かべ際ぎわに設置されていた。カモメがにこにこしながら脇わきに控えている。

　瞬しゆん間かん、場の空気が引きしまった。雑ざつ談だんがやみ視し線せんが舞台に集まる。中にはコップを置き姿勢を正している者までいた。

　藤崎が「お」とつぶやき座り直す。

「来たな」

「来たっすね」

　平尾もうきうきした様よう子すで顔を上げる。

　……え？　何？

　きょとんとしていると採用担当が大きく息を吸った。

「武ぶ道どう館かんへ行きたいかー！」

　おおおと雄お叫たけびが答える。

「東とう京きようドームはどうだー！」

　おおおお！

「どこでもいいからとにかく会社を休んで遊びに行きたいかー！」

　おおおおおおおお！

「ＯＫ！」と採用担当が拳こぶしを振り上げる。福ふく澤ざわアナばりのハイテンションで会場を見渡した。

「本宴会のメインイベント！　第五回有休奪だつ還かんカラオケ大会、今こ年としも開始しまーす！」

　割れんばかりの拍手。全員が目を爛らん々らんと輝かがやかせ手を叩たたいている。

　というか有休奪還？　カラオケ大会？　単語の組み合わせが意味不明すぎてさっぱり分からない。

　首を傾かしげているとカモメが採用担当の前に進み出た。

「毎年恒例ではありますがあらためてルールを説明しますねー。本イベントではみなさん持ち歌を一曲披ひ露ろう、審しん査さ員いんによる厳げん正せいな採点を行わせていただきます。一番点数の高い方は直近三ヶ月以内での強制有休取得権を獲かく得とくします。こちら社長直じき々じきに業務調ちよう整せいしますので『仕事も立てこんでるし休めるわけないだろ！』なんて方も安心です。ちなみに調整された仕事は点数の低い人に行くことが多いので歌に自信のない方も気合い入れて勝負に臨のぞんでくださいねー」

　………。

　な、なんて恐ろしいイベントだ。

　つまりあれか？　うちの会社は忙しすぎて有休がまともに消化できない。よって有休の強制取得権を与える。あぶれた仕事は低得点者に強制アサインね（はーと）ってことか。怖い、ブラックすぎて寒気がしてくる。だが会場のテンションは留とどまることなく高まっていた。意外とお祭り好きな人種が多いのか。中には「俺おれ、今日きようの勝負に勝ったら嫁をグアムに連れてくんだ……」と妙なフラグを立てている者までいる。

「よし、今こ年としは出られた！」

　平ひら尾おが拳こぶしを握りしめガッツポーズする。鼻息も荒く口角を歪ゆがめた。

「そんなに出たかったんですか」

　おずおずと訊たずねてみる。平尾は大きくうなずいた。

「何せ俺、客先勤務でしょ？　有休なんて普通に考えたら絶対取れないのよ。でも社長自ら調ちよう整せいして交代要員をアサインしてもらえればさっくりと休めるでしょ。一ヶ月くらい休暇取ってバイク旅行したいんだよねぇ。目的地決めずにぶらぶらとさ」

　なるほど……。

「あと俺、普通に歌うの好きだから。こんだけギャラリーがいたらいやが上にも燃もえてくるじゃん。一年練習した成果を見せてやろうって」

「一年!?　練習してたんですか!?」

「ん？　多た分ぶんみんなしてるよ。カラオケ屋通ってキーチェックやボリューム調ちよう整せいしたりして。基本マシン採点で九十点以上の戦いだから」

「………」

　思ったよりガチなイベントらしかった。

　気づけば藤ふじ崎さきが手でリズムを取り始めている。梢こずえが含み笑いしながら「一ヶ月……桜さくら坂ざかさんと一ヶ月ヨーロッパ新婚旅行」とつぶやいていた。

　というかこの面子メンツに準備ゼロの自分が飛びこんだらカモじゃね？　やる前から仕事調整役確かく定ていでは？

「というわけで第一曲目は……こちら！」

　カモメの声にあわせてプロジェクタ画面がフラッシュする。やたらに凝こったエフェクトとともに歌い手・曲名が映し出された。

『ＳＤ部Ｆ原　天てん体たい観かん測そく／BUMP OF CHICKEN』

　……いきなりかよ！

　定番曲のイントロと同時に瘦やせぎすの青年が舞ぶ台たいに躍おどり上がってくる。目が隠れるほど長い髪型はひょっとして課か題だい曲きよくのボーカルを意い識しきしているのか。エアギターを搔かき鳴らしながらＦ原氏はマイクに取りついた。

　うまい。声質が似ている曲を選んだのだろう。高音でもよれないし安心して聴いていられる。危なげなくファーストコーラスを終えた瞬しゆん間かん、キーンカーンと二音のチャイムが鳴った。

「はい、ありがとうございましたー。それでは早速採点を、審しん査さ員いんの方々いかがでしょう！」

　採用担当のよびかけに応じて社長やＯＳ部長が手元のＰＣを操そう作さする。ちなみに隣となりでタッチタイプしている人物は女将おかみ？　だろうか。並びで仲居さんっぽい人も座ってるし、審査員の人選基準がよく分からない。

　ややあってスクリーンに数字が表示された。点数は……７８。青年ががっくりと肩を落とす。

　平ひら尾おがうーんと首を捻ひねった。

「ちょっと音がずれましたねぇ」

「去年の方がよかったんじゃないかなぁ」

　マジっすか……。どんだけハイレベルな戦いなんだよ、うちの会社。ボイトレスクールか。

　続けてＯＳ部のメンバーによる『キセキ／GReeeeN』、総務部アシスタントによる一ひと青と窈ようが披ひ露ろうされる。どちらも玄人くろうとはだしな歌だが点数は８０前後と振るわない。

　一体どんな歌唱力なら評価されるのか訝いぶかしんでいると右側で「くくっ」と含み笑いが響ひびいた。

「分かってない、みんな全然分かってないな」

　平尾が不敵な笑えみを浮かべていた。長い髪の奥で双そう眸ぼうがぎらぎらと光っている。

「？　分かってないってどういうことですか」

「この勝負、ただ歌をうまく歌うだけじゃダメってことさ。ちゃんと戦略を立てて本番に臨のぞまないと」

「戦略……ですか」

　話の意図がつかめずきょとんとしていると平ひら尾おはあごをしゃくってみせた。

「見なよ、あの審査員席。社長は五十オーバー、ＯＳ部長もここだけの話四十超え、女将おかみさんだってそこそこの年だろう。あの年代の人達がGReeeeNだバンプだと言われて分かると思う？」

　あっと叫びそうになった。言われてみれば確たしかに、自分も大学四年の頃ころ、新入生とカラオケを一いつ緒しよしジェネレーションギャップを感じたことがある。まして十も二十も上の世代に最近の曲が通じるとは思えなかった。

　なるほど、どれだけ完かん璧ぺきに原曲を再現してもそもそものオリジナルを理解されてなければ意味がないと。

「じゃ、じゃあ昔の曲をやった方が受けるってことですか。ゴダイゴや北きた島じま三さぶ郎ろうとか」

「ちっちっち」

　平尾の人差し指が振られる。フィリップ・マーロウばりにダンディな横顔だった。

「それもまた短絡的だな。審査員が年寄りばかりなら確かに桜さくら坂ざか君の言う方法でも通用するだろう。でも見てみなよ、女将の隣となり」

　ちょこんと腰かける作さ務む衣え姿の女の子。仲居さんだ。年の頃ころは十代後半から二は十た歳ちといったところか。神妙な顔つきでキーボードを一本指タイプしている。

「若いだろ？　俺おれの事前調ちよう査さによれば彼女は嵐あらしの大ファンで普ふ段だん買うＣＤもカウントダウンＴＶとかを見て決めてるらしい。彼女にとってみたら七十年代・八十年代の曲なんてまったく興きよう味みが湧わかないだろう。だから高得点の獲かく得とくにはシニアからティーンまで幅広い層の趣しゆ味み・嗜し好こうを満たす必要がある」

「それは……一体」

　固かた唾ずを吞のんだ瞬しゆん間かん、カモメの声が上がった。

「さぁでは次のエントリー！　ＯＳ部平尾さんでアルフィー、星空のディスタンス！」

　………！

　なるほど、考えてきている。

　星空のディスタンスが発売されたのは八十年代前半、だがアルフィーの代表曲として現在でもテレビなどで度たび々たび演奏されている。六ろつ本ぽん松まつ達はもちろん、今の女子高生・大学生などにも十分認知されているはずだった。

　イントロにあわせＯＳ部長の目が煌きらめく。六本松の口ひげがぴくぴくと動いていた。

　平尾が颯さつ爽そうと立ち上がる。

「さぁ見てろよ、今こ年としこそ長期休暇ゲット！　北の大地にハーレーが疾しつ駆くするぜ！」

　舞ぶ台たいに飛び乗り首のタオルを翻ひるがえす。軽快なステップでマイクに向き直った瞬しゆん間かん。

　──唐突に携帯の着信音が響ひびいた。

　平ひら尾おの顔が凍りつく。周囲をきょろきょろと見回した後、ジャージのポケットに目をとめる。恐る恐る中に手を差し入れた。

「……はい、……はい平尾です」

　つぶやくような声。

「……はい、お世話になってます。……え、緊きん急きゆう打ち合わせ!?　今からですか。……いや私、出先でして。当座の対応内容については御おん社しやのＭ崎さんに引き継いだはずなんですが……え、急病？」

　サビのガイドメロディがもの悲しく鳴り響く。平尾の表情がみるみるうちに曇くもっていった。

「分かりました、じゃあ電話会かい議ぎとかは……だめ？　東とう陽よう町ちようまで戻るってことですか。十分か十五分くらい猶ゆう予よは……ない、至急タクシーで戻り？　……あああああ」

　泣き、叫び、募る思い──

　歌詞通りのリアクションをした末、平尾はうなだれた。何かを断ち切るように手を払い顔を上げる。

「すいません、ＯＳ部平尾、今年も途中退場します！」

　悲痛な叫びに拍手が答える。走り去る背中を同僚達が気の毒そうに見送っていた。

「……えー、非常に残念ではありますが、課か題だい曲きよくを規定量歌いきれなかったため採点は行われません。平尾さんにはまた次回以降頑張っていただければと思います。さて気を取り直して今度は……お、これは渋い」

　採用担当が驚おどろいたように目を見開く。刹せつ那な響ひびき始めるシャッフルビートのドラム、続けて入るベースライン。黙だまっていても身体からだが縦たてに揺さぶられてくる。

「ついに来たか……」

　藤ふじ崎さきが片手で眼鏡めがねを直す。温和な雰囲気が拭ぬぐい去られ荒々しい表情がのぞいていた。

「ふ、藤崎さん？」

　豹ひよう変へんした空気に思わず呼びかけてしまう。藤崎は野性的な笑えみを浮かべた。

「今でこそ無ぶ難なんにサラリーマンなんてやってるけど、学生時代は本気でミュージシャンを目指してたこともあってね。ギター一本でウッドストックを制せい覇はしてやる!　と息巻いてたものさ。……くっ、燃もえてくるな。このビート、このリフ。まさにソウル・オブ・ロック、ヘイ・司会者！　カモン・マイク！」

　ステージの段差を駆け上がりマイクを受け取る。絶ぜつ好こう調ちようの矢や沢ざわ永えい吉きちよろしく立ち姿を決め前髪を搔かき上げた。

「アイアンメイデェェェン！　ランニングフリー！」

　まさかの自分で曲名発表。だが意外と様になっている。刹せつ那な差しこまれるギターリフ、音の奔ほん流りゆうが会場を揺らし今まさに熱ねつ狂きようが弾はじけようとした時だった。




「すみませーん」




　フロント係の女性が襖ふすまを開け声がけしてきた。

「藤ふじ崎さきさんて方いらっしゃいますか？　Ｅ商事のＫ山様からお電話入ってますがー」

　藤崎はぎりっと歯ぎしりし、またマイクを握りしめた。そう、繫つながらなければ対応の義務もない。今ならまだカラオケに熱中して聞こえなかったという言い訳もできる。皆も空気を読んだのか「藤崎はあそこですよ」と指し示す者もいなかった。わずかなつまずきを乗り越えライブが再開されようとする、が。

「あのー、何かくりてぃかる？　なショーガイってことで、至急連絡を取りたい。一分一秒を争うってお話なんですが」

　………。

　なんとも言えない沈ちん黙もくが広がった。

　藤崎はぶるぶると腕を震ふるわせ瞑めい目もくした。荒い息を数回、奥歯をきつく嚙かみしめる。ややあって天てん井じようを仰あおぎ。

「僕は……僕は……」

　高くマイクを掲げ瞠どう目もく。

「サラリーマンなんだぁあああ！」

　叫ぶや否や部へ屋やを飛び出していく。何人かが感極まったように「藤崎さぁあああん！」と声を上げた。漫画なら荒波がザバーンと岩肌に当たっているシーンだ。なんとも不ふ憫びんな光景だった。

　そして……続く歌い手も多かれ少なかれ似た末路をたどった。一小節か二小節歌ったところで呼び出しが入る、コーラス寸前で中断させられる。人によっては既に引き上げ済みで不戦敗となるものもいた。

　一体何が起きているのか、目を白黒させていると室むろ見みが嘆息した。

「やっぱり……ここはだめね」

　だめ？

「どういうことですか」

「言ったでしょ、この旅りよ館かんは呪のろわれてるって」

　幼顔の上司は憂ゆう鬱うつそうにウーロン茶をあおった。

「前来た時もそうだったけどなんか呼び出しや障害が多発するのよね、ここの宿。他ほかの旅りよ館かんもゼロじゃないけど常とこ春はるの湯ゆほどひどくないわ。やっぱなんか確かく率りつ異常があるのよ。それを呪いと呼ぶか単に不運と呼ぶかは自由だけどね」

　なるほど……。

　バス内で室むろ見みの気にしていた内容はこれか。呪のろわれた旅館、参加者が次々に退場していくジンクス。なんでわざわざそんなところを選ぶのか、確たしかに彼女ならずとも疑いたくなる。

「くくっ……呪い、確率異常、結構じゃないですか」

　不敵な笑えみが響ひびく。見れば梢こずえが酔すい眼がんで舞ぶ台たいを睨にらみつけていた。顔が赤い、ミディアムボブの癖くせ毛げがいつもの数倍増しで乱れていた。先程より随分酔いが回っている感じだ。

　彼女は片かた膝ひざをつき立ち上がった。

「ライバルが少なくなれば勝利の可能性は倍増する。障害対応？　顧こ客きやく呼び出し？　そんなもの普ふ段だんからマメに案件ケアしていれば恐れることは何もありません。ゼロ％のトラブル確率は何倍したってゼロのまま。こういう時にいつもの仕事の質が問われてくるんです。つまり私こそこのイベントを制するに相応ふさわしい人間、すなわち有休取得者！」

　言いきるなり会場のそこかしこで着信音が響ひびいた。

　同報メールの受信なのか、ＯＳ部長が文面確認しすっくと腰を上げる。

「大規模障害発生！　全ＯＳ部員は担当案件にかかわらず至急対応にかかりな。ハリーアップ！」

　イエスマム！

　部員の声が唱和する。数人が泣き叫ぶ梢を肩にかつぎ去っていった。

　……えーと。

　気づけば室内は大分閑散としていた。ＯＳ部全員、ＳＥ部も自分と室見を残し撤てつ退たいしてしまったのだから当然といえば当然か。

　社長はひどく不ふ機き嫌げんな表情になっていた。頰ほお杖づえを突き人差し指で座卓を叩たたいている。傍かたわらで採用担当と女将おかみが必死にご機嫌取りをしていた。

「まずいわね」

　室見の声が固くなる。彼女は小さな鼻をひくつかせた。

「社長かなり気合い入れてこのイベントに臨のぞんでたから、これ以上盛り下がったら爆ばく発はつしかねないわ。おまえら何をやってるんだ。業務の調ちよう整せいくらいきっちりしてこれないのかって」

「そんなこと言われたって……」

　障害発生のタイミングなどこちらでコントロールできるものではなかろう。一度入電したアラートを「宴会中だから」と無視できるはずもない。いくら社長が怒ったところでどうしようもないと思ったのだが。

　室見は「甘いわね」と首を振った。

「あのハゲにそんな正せい論ろん通じるわけないでしょ。業務管理ができてないと思いこんだらそれが結論、前後の事情なんか無視して改善策を指示してくるわよ」

「改善策？」

　ゆっくりとうなずかれる。

「一昨年おととしは日報提出だったわね。各位抱えている仕事と進しん捗ちよく状況を日次で報告すること。進捗ベースラインを５％下回ったら対策を添えて社長報告」

「超めんどくせぇ！」

　驚きよう愕がくの八つ当たりだった。思い通りにならないから部下の仕事を増やすとか、わがままにもほどがある。子供か。

　だが呆あきれてばかりもいられない、このままいけば当時と同じ結末は必至だ。ただでさえ業務が立てこんでいる中、余計なタスクを増やされかねない。なんとか社長の機き嫌げんを上向かせねば。だがどうやって。

　必死で周囲を見渡しているとスクリーンにＮＥＸＴシンガーのリストが見えた。ＳＤ部の人間、ＯＳ部の人間、次いで……カモメ。

　な、なにぃぃいい!?

　カモメさんもエントリーしているのか。司会なのに、アシスタントなのに。だいたいあの人バイトだろう？　有休とかあるのか？

　だが考えようによればこれは朗報だ。何せあのカモメさんである。プロも真まっ青さおな歌唱力を持っているに違いない。しかも事じ務む職しよくという立場上、顧こ客きやくから呼び出しを食らう心配もない。きっと悪化しかけた空気を建て直してくれるはずだった。

　わくわくし見ていると不意にカモメが懐ふところより携帯を取り出した。液晶表示を一いち瞥べつ、電話に出る。

「あたしよ」

　つぶやくような声音。瞳ひとみが怜れい悧りな光を帯びる。

「そう……オ■マはどうやらあたし達とやる気みたいね」

　憂うれいを含んだ表情。

「えぇ、分かってる。彼らなりの考えね。イサナ・ミスヤオ・ネル・エ・カウモ」

　通話を切る。彼女は「それが世界の選択ね……」とつぶやきマイクを採用担当に渡した。そのまま軽く会釈し部へ屋やから出ていってしまう。

　ちょっとぉぉおおお!?

　まさかの司会退場だった。さすがに採用担当も社長と舞ぶ台たい、どちらを優ゆう先せんすべきか決められず固まっている。

　リカバリ不能、イベント完全崩ほう壊かいの気け配はい。

　瞬しゆん間かん、脳裏に鮮あざやかな未来予想図が描き出された。

　社長爆ばく発はつ、マネージャー招集、無む理り難なん題だいな改善策の指示。増えるレポート、あふれる仕事、阿あ鼻び叫きよう喚かん、酸さん鼻びを極めるＳＥ部のオフィス。

（じょ、冗じよう談だんじゃない！）

　気づけば身体からだが動いていた。その場に直立し挙手する。周囲の視し線せんを一身に集め叫んだ。

「はい、では続けてＳＥ部桜さくら坂ざか工こう兵へいが司会を務めさせていただきます！」

　周囲が静まりかえっていたせいだろう。地声にもかかわらず発言は大きく響ひびいた。採用担当は一いつ瞬しゆんぽかんとしていたが、すぐにこちらの覚悟を察したらしい、カモメのマイクを手近な若手に渡す。数回のリレーを経て手元に回ってきた。

「ちょ、ちょっとあんたどういうつもりよ」

　室むろ見みが顔色を変える。

「カモメもいなくなって人数も半減して、今更誰だれが司会やったってイベントの失敗は見えてるじゃない。こんな状況でわざわざ目立つ真ま似ねして、何考えてるのよ」

「失敗するかどうか、最後までやってみなきゃ分からないでしょう」

　押し殺した声で告げる。いや、正直成功確かく率りつどうこうという問題ではない。こんな下らないことで仕事を増やされてたまるかという思いだった。今並行しているプロジェクトはいくつだ？　五？　六？　この上日報などとても受け入れられない。

「なんとか場を盛り上げて繫つなぎます。なので室見さん、ラストに最高の歌を持ってきて社長をノックアウトしてやってください」

「は!?　私!?」

「室見さん、合唱のサークルに入ってるとか言ってたじゃないですか。今こそその実力を活いかす時です。とりあえず社長受けしそうな曲を探して入れといてください。リモコンは採用担当が持ってますから」

「あ、あんたね」

「お願ねがいします！」

　断ち切るように告げ走っていく。壇だん上じように上りくるりと振り向いた。

「では次の曲！　ＯＳ部Ｆ澤さんで氣き志し團だん／ワンナイトカーニバル！」

　………。

　返事はない。当たり前だ、ＯＳ部は全員先程の障害アラートで引き上げてしまっている。だがスピーカーは容赦なくイントロのドラムを響かせ始めていた。

　仕方なく導どう入にゆうの台詞せりふを囁ささやきパラパラを踊る。軽く上がった笑いに安あん堵どしつつ社長を確かく認にん。……うん、しかめっ面つらだがとりあえずこちらを見てくれている。いいぞ、次。

「えー、ＳＤ部Ｋ岡さん……はいないですか？　え、病欠？　仕方ないですね。じゃあこれも僕の方でいかせてもらいます」

　よりにもよって洋よう楽がく、しかも知らない曲だった。だが深呼吸を一回、マイクを握りしめ精一杯自信ありげに歌っていく。おおおと会場からどよめき。女将おかみさんが感心した様よう子すで手拍子している。そう、どうせ聴いてる側も分からないんだから、あとはこっちがどれだけ度胸をもってやりきれるかだ。視し線せんを転じると室むろ見みが丁ちよう度ど採用担当に自分の曲を指示しているところだった。向こうもどうやらキラーチューンを見つけてくれたらしい。よし、いいぞ、次！

「マライア・キャリー／エモーションズ！」

　七オクターブの歌姫キター！

「ナパーム・デス／ユー・サファー！」

　ウー！（１・３１６秒）

「ピンク・フロイド／クレイジー・ダイヤモンド！」

　歌始まらねぇよ！

　てかみんなネタ曲ばっかりで拾うの大変なんですが!?　唯一の救いは社長が眉み間けんの皺しわを緩ゆるめ始めていることか。あと室見さんまで何曲だ？　残りの予約曲数は……四。彼女の入力は最後だからあと三曲耐えればしのげる。

　ほっと一息つきかけた瞬しゆん間かん、だが不意に襖ふすまが開いた。

「すみませぇん、室見さんって方いらっしゃいますか。Ｄ興こう業ぎようのＹ崎様から至急おんさいと対応をお願いしたいってお電話入ってるんですが。おぺみす？　ねっとわーく全断？　とかいうことで、でーたせんたーに駆けつけ希望とうかがってるんですが」

　なっ……！

　息が詰まりそうになる。よりにもよってこのタイミングで現地オンサイト、駆けつけ対応だって？　Ｄ興こう業ぎようのデータセンターはどこだっけ。確たしか……西にし新しん宿じゆくか。片道二時間半、どんなに簡かん単たんなオペレーションでも最低六、七時間は拘こう束そくされる計算だ。

　室見はぎりっと歯ぎしりし拳こぶしを握りしめた。煩はん悶もんするように瞑めい目もくした後、部へ屋やを出ていく。

　………。

　仕方ないことだ。顧こ客きやく対応に勝まさる社内行事などない。どれだけこのイベントで室見の役割が大きかろうとお客さんにはまったく関係のないことだ。分かっている、分かってはいるのだが。

　どっと疲労が押し寄せてくる。歌い続けで喉のどがひどい痛みを訴えていた。あとどれだけ声がもつだろう。二曲？　一曲？　いや仮に歌いきれたとして社長の反応はどうか。いくらなんでも最後まで桜さくら坂ざかオンステージが通るとは思えない。盛り上げまくった分、逆に「オチなしかよ！」とキレられかねなかった。

　だが考えている間にも次の曲はやってくる。

　ヘビーメタルチューン。

　スキャット。

　スクリーモ。

　……喉を酷使する曲のオンパレード。ラストのオチを検討している余裕もない。いかに音程を外さないか、周囲のテンションをキープするか考えるだけで手一杯だ。

　そうこうしているうちにラス前の曲はあと三十秒、二十秒と残り時間を減らしていった。だめだ、何も思いつかない。とりあえず精一杯再現度を重視し歌うしかないか、そう考えて最後のサビを熱ねつ唱しようしかけた時だった。

　声が──よれる。

　ひゅーひゅーとかすれた音が唇から漏れた。慌てて曲を打ち切りマイクから離はなれる。が変へん調ちようは明らかだった。やばい、壊こわした。これ以上一音たりとも歌えそうにない。

　幸い会場内で気づいている者はいないようだった。が、もはや司会続行は不可能だ。一言でも喋しやべった瞬しゆん間かん、喉の異常に気づかれる。場の盛り下がりは必至だった。

　だめか……何もかも無む駄だな努力だったのか。

　絶望に打ちひしがれかけた瞬間だった。

「すいません、次私です！」

　がらりと襖ふすまが開く。聞きき慣なれた声とともに小柄なシルエットが走ってきた。翻ひるがえる長い髪、強い光を放つ鳶とび色いろの瞳ひとみ。そして浴衣ゆかたの裾すそから伸びる細い足。室むろ見みだった。

「室見さん!?」

　どうして戻ってこられたんだ。西新宿に行ったんじゃなかったのか。

　疑問に答えることなく室見がマイクを奪い取る。刹せつ那な、スクリーンの映像が切り替わり最後の曲が始まった。




　My Grandfather's Clock（大きな古ふる時ど計けい）




　童どう謡よう……？

　意外な選曲に首を傾かしげた瞬間、強烈なリードギターが切りこんでくる。ついでベース、ドラム。まさかのロックアレンジだった。

　！

　なるほど、ここまで有名な曲なら聴きき手ての世代などほとんど関係ない。そして場の雰囲気を保つため原曲ではなくノリのよいカバー。まさに絶妙なチョイスと言えた。

　審しん査さ員いん席せきをうかがう。

　おお、社長がのっている。肩を揺らしゴーゴーの構えだ。女将おかみもクラブのママよろしく手拍子している。そして仲居さんも……「わ、何これ、すごい」とばかりに画面を指さしていた。

　スポットライトが室見をピンで抜く。

　彼女はイントロに合わせてマイクを二回、高々と振りかざした。歓声。会場の熱ねつ気きを真正面から受け止めるようにして歌い出す。小さな身体からだのどこにこれだけのエネルギーが眠っていたのか。圧倒的な声量の歌声がほとばしる。アップテンポなドラムにピアノの伴奏がのった。

　うまい。キーは正せい確かくだし何より感情がこもっている。声のレンジもまったく違和感なかった。

　ＴｉｃＴｏｃＴｉｃＴｏｃ！

　サビにあわせホーンセクションが弾はじけた。硬質な室むろ見みの声は力強い曲きよく調ちようとよくマッチしている。正直原曲通りの歌い方ではなかったが、細かいことなど気にならないくらい彼女の歌は情熱に満ちていた。
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　続けてまさかのメドレーがスタート。グリーングリーンなど合唱の定番曲をこれまたパンキッシュにカバーしていく。

　アルプス一万尺。

　ピクニック。

　あの素す晴ばらしい愛をもう一度。

　バックコーラスを経て二番に。おおお、観かん客きやく席せきをあおっている。マイクを会場に向け唱和を促し……完かん璧ぺきなライブパフォーマンスだ。すげぇぞ室見さん。はい、次は二階席！　後ろの方のみんなも一いつ緒しよに、レイズ・ユア・ハンド！

　弾ける汗が照明の光に煌きらめく。既に会場のボルテージは最さい高こう潮ちように達していた。最後に一回、コーラスを合唱しマイクを下ろす。ギターソロのフェイドアウトと同時に万雷の拍手が押し寄せてきた。

　ブラボー！　ブラボー！

「みんな、ありがとー！」

　やった。やりきった。

　感動して駆け寄る。

「室むろ見みさん、すごい、すごいですよ！」

　かすれ声をふりしぼり称しよう賛さんする。室見はふらつきながらも微笑で応こたえた。

「ふっ、この程度OpenFlowやOpenStackのトラブルシュートに比べたら全然大したことないわ。朝飯前よ」

「……そのたとえはよく分かりませんがとにかくお見事でした。でも、なんで戻ってこられたんです？　Ｄ興こう業ぎようのデータセンターって西にし新しん宿じゆくですよね」

　確たしか呼び出し電話では操オ作ペミスによるネットワーク全断と言っていた。であればリモートのメンテナンスもできないはず。現地に駆けつけるしかないと思っていたが。

　室見はにぃと口角を歪ゆがめた。

「あのお客さん、なんだかんだと普ふ段だんからやらかしてくれるからね。こないだ現場の人と調ちよう整せいしてコンソールサーバを入れさせてもらったのよ。ま、今日きよう電話してきた担当者はその存在を知らなかったみたいだけど」

「コンソール……サーバ」

　記き憶おくを探るが思い出せない。えーっと、なんだっけそれ。

「シスコにＣＯＮＳＯＬＥとかＡＵＸってポートあるでしょ。まだネットワークの設定できてない時に管理用で繫つなぐインタフェース」

「ありますね」

　入荷したてでどこにも繫がらない機き械かいをローカル操そう作さするためのポートだ。専用のコンソールケーブルなどでＰＣと直接接続する。

「そのコンソールポートにＩＳＤＮやＶＰＮを繫ぎこむための装置よ。要はお客さんのメインネットワークが落ちても裏のメンテ回かい線せんさえ活いきていれば直接接続できる仕組み」

　………！

　リモートメンテ専用のインフラ。表のネットワークで何が起きていても対応できる方法。

「じゃ、じゃあ」

「ええ、裏線からめぼしいルータに入って障害対応、タイプミスと思おぼしき設定を削除してネットワーク復旧させたわ。低速回線経由だから思ったより時間かかっちゃったけどね。あんたには迷惑かけたわ。遅くなっちゃって」

「いえ、いいえ」

　必死でかぶりを振る。じわじわと感動が湧わき上がってきた。すごい、室見さんはやっぱりすごい。絶体絶命の状況を己おのれの技術と準備で覆くつがえすなんて。まさに魔ま法ほう使つかいだ。

　更に称賛しようとして押しとどめられる。

「私の話はいいでしょ。社長の様よう子すは？　イベントどうなってるの？」

　そうだった。今は室見にＯＪＴしてもらっている場合ではない。司会として今の盛り上がりを最大限に利用し綺き麗れいにイベントを畳む必要があった。社長に文句を言わせないために、余計なつっこみをうけないために。

　だが同時に心配はあるまいとも思っている。場を盛り上げるという意味で室むろ見みのパフォーマンスは最高だった。参加者が減りすぎているせいで単純比較はできないが間違いなく今日きようのナンバーワンプレイヤーだろう。この上なんの小細工を弄ろうする必要もない、社長もきっと満足してくれているはずだ。

　期待に満ちた眼まな差ざしで審しん査さ員いん席せきを見つめる。そこには上じよう機き嫌げんの社長が──

　………。

　いない？

　審査員席はもぬけのからになっていた。女将おかみも採用担当も一いつ緒しよに消きえ失うせている。からっぽのグラスと乱れた座布団だけが人の気け配はいを示していた。

　え、ちょっと、なんで。

　何かトラブルでもあったのか。唯一残って片づけをしている仲居さんに駆け寄る。

「あ、あの、すみません！」

　慌てて声がけすると仲居さんは「はい？」と振り向いてきた。

「えと、社長……ここにいた人達どうしたんです？　さっきまで座ってたと思うんですけど」

　全員揃そろってトイレでもあるまい。一体何が起きたのかと思ったが。

「ああ」

　仲居さんは小さく首を傾かしげた。

「皆様カラオケに行かれましたよ」

　……は？

「六ろつ本ぽん松まつ様……でしたっけ。なんか曲の途中で『盛り上がってきたな！』とか『私も歌うぞ！』とか仰おつしやって、他ほかの方連れて熱あた海みの町に繰くり出されました。どうも行きつけのバーかクラブがあるみたいで」

　ぱちぱちと瞬まばたきする。言われた内容が理解できない。何、なんだって？　審査員と司会が途中退場、イベント放棄？

　意味が分からない。分からないまま、だが続けて問わざるをえない。

「えーと……じゃあ採点は」

「してないですねー」

「順位は？　誰だれをトップにするとか特典をどうするとか」

「みんな違ってみんないい、だそうです」

　なんじゃそりゃぁああ！

　思わず叫び声を上げてしまう。だが幸い喉のどがかれていたおかげで周囲に不審がられることはなかった。宴会の喧けん噪そうがざわざわと戻ってくる。

「桜さくら坂ざか？　桜坂どうしたの」

　背後から室むろ見みの声が近づいてくる。「そろそろおひらきですのでー」と別の仲居さんが言って回っていた。

　工こう兵へいはぺたりとその場にへたりこんだ。
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　シートから車体の震しん動どうが伝わってくる。

　窓の景け色しきが飛ぶように流れ去っていった。右手に広がる海うな原ばらは昨日きのうと変わらず青く色いろ濃こい。ただ雲の量が多いせいか海面に映はえる光は心なし弱々しかった。カモメの群がゆったりと低空を滑っていく。

　宴会翌日の土ど曜よう日び、午後一時。スルガシステム一同は帰き京きようの途についている。

　行きと同じチャーターバス、だが車内には空席が目立っている。結局参加者三十人中十七名が先に引き上げてしまっていた。ＯＳ部の何人かはまだ旅りよ館かんに残り障害対応を続けているらしい。社内レクリエーションとしてはさんざんな結末だ。まだ休日出勤してオフィスで勤務していた方が疲れなかっただろう。実際バスに乗っている社員も全員ぐったりした顔になっている。

「だいたいこの業界で社員全員の泊まりがけイベントをやろうなんて方が無む謀ぼうなのよ」

　室見が疲れた口く調ちようで言う。結局あのあとも複数顧こ客きやくから問い合わせが来ていた。夜通しの対応や調査でほとんど眠れていないのだろう。半はん眼がんになりシートに沈みこんでいる。

「業務時間が九時五時でもシステムは年中無休、お客さんは朝晩構わず電話をかけてくる。ただでさえ運用部隊のシフトも回ってないのにそれを全部ひっぺがして宴会始めるとか、どういうことになるか分かりそうなもんでしょ？」

「……よく分かりました」

　かすれ声で答える。喉のどが痛い。今日きよう洗面所で確かく認にんしてみたら奥の方が真まっ赤かに腫はれ上がっていた。しばらくまともに喋しやべるのも難むずかしそうだ。

「おまけに社長は三次会だ四次会だと社員を呼び出してきますし……聞きました？　ＳＤ部のＮ原さん、五次会のあと締しめでラーメン連れてかれたらしいですよ。朝方食堂で倒れてました。でも明日あしたは普通に出勤とか言ってましたけど」

「大だい殺さつ界かいね……」

「大殺界です……」

　二人ふたりで溜ため息いきをつきあい押おし黙だまる。

　とはいえ最悪の事態は防げたはずだ。あとで採用担当から聞いたところ社長はカラオケ大会の内容にいたくご満悦だったらしい。途中で社員が抜けまくったこともあまり気にしていないようだ。タスク管理がなっていない→全員日にち次じで進しん捗ちよく状況をレポート！　なんて話にはならないはずだった。

　次は……一年後か。

　とりあえず常とこ春はるの湯ゆだけは避けてほしい、呪のろいの真偽はさておき、せめて別の宿でと思った時だった。

　ザザとスピーカーからノイズが流れ出した。「あー、あー」と聞き覚えのある濁だみ声ごえが車しや内ないに響ひびく。

　見ればいつ移動したのか社長が運転席脇わきに立っていた。手にハンディマイクを握っている。顔色は……いい。夜通し宴会したとは思えない肌はだ艶つやだ。普ふ段だん通どおりのエネルギーというか暑苦しさを無尽蔵に巻き散らしながら六ろつ本ぽん松まつは社員を見渡した。

「みんな、昨日きのうは楽しめたか。近年まれに見る盛り上がりで諸君らも十分にリフレッシュできたものと思う。来週からまたしっかりと業務に励むように。いいか、きちんと気持ちを切り替えて、いつまでも遊び気分でいたらいかんからな」

　そこかしこから怒りとも怨えん嗟さともつかぬ呻うめきが上がる。だが食ってかかる元気もないのか、全員死んだ魚のような目で沈ちん黙もくしていた。

「……といってもだ」

　社長の声色が変わる。頰ほお肉にくをわずかに緩ゆるめ微笑ほほえんだ。

「諸君らも一年後の社員旅行だけを糧かてに働くのはなかなか厳きびしかろう。よって今こ年としからもう一つ、全社レクリエーションを企画したいと思う」

　……は？

　予期せぬ単語に身を起こす。もう一つ全社レクリエーション？　一体何を言い出したこの禿はげ。

　六本松は大きく腕を振った。

「そう、今回一番盛り上がったイベント、カラオケ大会！　あれを単独行事として開催したい！　時期は……そうだなとりあえず再来月、年明けにでも。諸君らの家族にも参加してもらい大々的に執とり行いたいと思う。どうだ、楽しみだろう」

　じょ、冗じよう談だんじゃない！

　社員の家族含めてっておそらく百人規模だろう。そのメンバーが次から次に抜けていき、また自分が穴埋めさせられることになったら。

（死ぬ、間違いなく死ぬ）

　喉のどを押え震ふるえ上がる。見れば室むろ見みもまた愕がく然ぜんとした表情になっていた。あまりの暴ぼう虐ぎやくに二人ふたり揃そろって絶句していると不意に社長がこちらを見た。

「おう桜金町君」

　にぃと口ひげで覆おおわれた口元が歪ゆがむ。片目をとじ悪戯いたずらっぽくウィンクされた。

「次もまた期待しておるからな」

　意識が遠ざかった。
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　ＡＳＡＰ、それは悪あく魔まの言葉。

　その単語を囁ささやかれただけで既存業務のプライオリティは吹き飛び、順序を搔かき乱され、仕事量が激げき増ぞうする。

『桜さくら坂ざか君、これＡＳＡＰでやっといて！』『期限？　うーん、まぁＡＳＡＰかな？』『とりあえずＡＳＡＰで進めといてもらえればいいから！』

　………。

　最初は何を言われているか分からなかった。期限がアサップ？　どういうことだ？　明後日あさつての言い間違いじゃなく？

　だが周囲の同僚達は当然のように告げてきた。

『ＡＳＡＰだよＡＳＡＰ、え？　知らない？　As Soon As Possible（可及的速やかに）の略。とにかく早急に仕事をこなしてほしいってことさ。……いつまでに？　だからＡＳＡＰだってば』

　つまりは『とっととやれ』の婉えん曲きよく表現らしかった。いやまぁ仕事だし、ビジネスだし、四の五の言わず手を動かすべき時もあるだろう。まして自分は新卒一年目だし、諸もろ々もろ事情を理解する前に動いた方が早いことも分かる。とはいえ障害対応中にＡＳＡＰとか言われても困るのだ。客から「まだ復旧しないのか！　まだ！」と急せかされている最中「この件ＡＳＡＰでー」などと言われると発狂しそうになってくる。てか「可及的速やかに」ってことは「不可能」なら後回しでもいいはずじゃないのか？　なんで全タスク中トッププライオリティでって話になってるんだ。As Soon As Possible or NOT、『可否にかかわらず全速力で』ってか。オーマイ、勘弁してくれ。

　ともかくスルガシステムの新米ＳＥ──桜坂工こう兵へいにとって「ＡＳＡＰ」という言葉は鬼門だった。耳にしただけで蕁じん麻ま疹しんができ、胃が浮き上がり、鼓動が速まってくる。そのうち真ま面じ目めにアナフィラキシーショックでも起こすんじゃないか、そう怯おびえていたある日のことだった。

　社長がオフィスに現れこう言った。




「おう、ＳＥ部に頼みたい案件があるんだが！　ＡＳＡＰで」




　部署の空気が完かん璧ぺきに凍りついた。

　瞬しゆん間かんガタリと音がして社長の後ろを人ひと影かげが駆け抜けていった。一拍遅れ廊下に続く扉が閉まる、って……ちらりと見えた眼鏡めがねは間違いない、部門長の藤ふじ崎さきだった。うぉおお見捨てられた！　部門長に見捨てられた！

　愕がく然ぜんとする工兵に社長はゆっくりと歩み寄ってきた。

　分厚い唇を笑いの形に歪ゆがめ口ひげを持ち上げている。ぎょろついた双そう眸ぼうと扁へん平ぺいな鼻、禿はげ上がった頭が特徴的な男性。スルガシステム社長六ろつ本ぽん松まつだった。

「よぉ桜さくら佐さ町ちよう君、元気にしとるか。あと室むろ賀が峠とうげ君も」

　僕の名前は桜さくら坂ざかです。そんな愛あい知ち県けんの北側っぽい地名じゃありません。あとうちの部署に室賀峠なんて人もいないです。いるとすればその人は。

「私の名字は室むろ見みです。いい加減覚えてください社長」

　隣りん席せきからふてくされたような声が上がった。暗い眼まな差ざしの女の子がオフィスチェアを回す。彼女はキーボードから手を離はなし睨にらむような視し線せんになった。

「ついでに言うと私の名は室むろ蘭らんでも室むろ伏ふしでも諸もろ星ぼしでもありません。ていうか最後の呼び名に至っては一文字も被かぶってないんで、素で自分が呼ばれてると気づかなかったです。勘弁してください」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで抗こう議ぎしてみせる。手足が細い、ひどく小柄な女の子だった。服装は白のレースブラウスにキャメル色のティアードスカート、長い髪を黒のリボンカチューシャでまとめている。西せい洋よう人形のよう──とでも喩たとえればよいのか。透明な肌、つんと上向いた鼻、瑞みず々みずしい唇は桜の花びらのようで見ているだけでドキリとさせられる。天使が地上に降こう臨りんしたらまさにこんな感じだろう。そう思わせるくらい女の子は神秘的な魅み力りよくに満ちていた。

　とはいえ別にこの場は教会でも天てん国ごくでもない。彼女も別に天使というわけでなくスルガシステムの一社員だった。

　室見立りつ華か。工こう兵へいと同じＳＥ部のネットワークエンジニア。ついでに言うと直属の上司でＯＪＴ担当。……え？　いや冗じよう談だんではない。この外見年ねん齢れい十二、三歳、現役女子中学生めいた女の子が桜坂工兵の上じよう長ちようだった。

　彼女は眉み間けんに深い皺しわを刻んでいた。あからさまに機き嫌げんが悪い。無理もないか、工兵と彼女は今まさに顧こ客きやくファイアウォールの設定作業中だったのだ。ただでさえ神経を遣う中、ＡＳＡＰの仕事と言われて歓迎できるはずもない。

　だが社長は周囲の険悪な雰囲気に気づいた様よう子すもなく陽気に肩を揺らした。

「はっはっは、悪い悪い。この年になるとなかなか人の名前が覚えられなくてのう。以降気をつけるわい。で、室生寺君」

「………」

　室見は盛大な溜ため息いきを漏らした。ゴチャゴチャやりあっていても時間の無む駄だと考えたのだろう、表情を引きしめる。

「はい、新しい仕事ですか？」

「うむ、まぁ大した話じゃないんだが。これをちょっとサイジングしてほしくてな」

「サイジング……ですか」

　社長がプリントを一枚差し出してくる。工兵は紙面を覗のぞき込んだ。メールのプリントアウトらしい、Ａ４の用紙に引用符つきの文章がずらずら並んでいる。




『スルガシステム　六ろつ本ぽん松まつ様




　いつも大変お世話になっております、麻あざ布ぶ総そう研けんのＭ橋です。

　現在とあるお客様からシステム更改のＲＦＰを受領しています。かなりタイトな提案スケジュールでアプリやミドルウェア周りはなんとか見み積つもれそうですが、ネットワーク・ファシリティ部分は他社に協力いただかないと構成を作れなさそうな感じです。ただ締しめ切きりが急すぎるのと要件が広こう範はん囲いすぎるためどこのベンダーからも対応を断られている状況で……。申し訳ありませんが六本松様のところでざっくり費用弾はじけたりしないでしょうか？　機き器きに関しては機種名・台数さえもらえればこちらで見積もり取得します。貴社には作業工数と調ちよう達たつ品ひんリストだけ準備いただければさしあたり十分ですが……いかがでしょうか？　急な依頼ですみませんがご検討ください。よろしくお願ねがいいたします』




　添付ファイルに顧こ客きやく要件と思おぼしき事項が列記されている。

　見た限り単純な広域通信網ＷＡＮのリプレースらしい。拠点のＩＳＤＮルータを撤てつ去きよしブロードバンド回かい線せんのＶＰＮを敷ふ設せつする。トポロジはスター型、ＦＴＴＨを主系接続とし重要拠点はＡＤＳＬでバックアップ。センター回線は専用線インターネット接続。って。……ふむ？　よくある構成だし特段手間取りそうな見積もりでもない。いや、機器の機種と台数だけ弾けばよいってことは「見積もり」でさえないのか。想定通信量・拠点数から必要パフォーマンスを割り出し最適な装置を選定する。なるほど、これがサイジングというやつか。

　念のためネットでサイジングの定義を検索してみる。

『システム機器・インフラを性能要件に基づき見み繕つくろうこと。たとえば同時接続ユーザー数、ＣＰＵ使用率などからサーバスペックを確かく定てい、必要に応じ負荷分散装置を追加するなど。（類）＝サーバサイジング』

　ああやっぱり。

　………。

　簡かん単たんじゃね？

　工こう兵へいは首を傾かしげた。

　いや社長のリクエストっていつも無む茶ちや苦く茶ちやだから。今回もどんな無む茶ちや振ぶりされるのかと冷や冷やしていたがこれならなんとか。

　安あん堵どする工兵の前で室むろ見みはすんと鼻を鳴らした。

「で？　いつまでにやればいいんですか。見ての通り私達作業中でとりかかるにしてもそのあと──いえ、明日あしたの定例準備があるんでそこらへん全部片づいてからになると思うんですけど」

「うむ、だからＡＳＡＰだ」

「期限を決めて下さい」

　ぴしゃりと言う室むろ見みに社長は唸うなるような声を上げた。

　細かいことにこだわりおってと言わんばかりに携帯を取り出す。アドレス帳を探り発信、スピーカーに耳をつける。

「……ああ、Ｍ橋さんですか。六ろつ本ぽん松まつです。どうもこんにちは。……はい？　……ああ、ええ例のメール受け取ってますよ。大丈夫、問題なく対応可能です。……ははは、そんな恐きよう縮しゆくせんでも。私とＭ橋さんの仲じゃないですか。いつもたくさん案件いただいてますしこれくらいの恩返しはさせてくださいよ。……ええ、……はい、いやいや、あははは」

　室見が社長にアイコンタクトを送る。ＰＣの画面──ファイアウォールの設定コンソールを指さし露ろ骨こつに「早くしてくれ」とアピールした。

　社長はうるさそうに手を振った。

「……あー、でＭ橋さん。例のサイジングですがこれいつまででしょうな。……いえ別に期限があろうとなかろうとＡＳＡＰでやらせてもらうつもりですが、一応確かく認にんしておこうと思いまして。……ふむ、……ふむ。……ふむ？」

　社長の眉まゆ根ねがぴくりと持ち上がる。

「なるほど……そうだったんですか。……ああ、ああいえ全然問題ないですよ。男六本松建たけ造ぞう、一度できると言ったことに二言はありません。全力でやりとげてみせますから大船に乗ったつもりで待っていて下さい。……はい、……ははは、そんな大げさな。大した話じゃありませんからお気になさらず。……ではまた鎌かまヶが谷やのコースで。休日に、……はい。……はい。失礼します」

　六本松が電話を切る。工こう兵へいと室見は穴が空くほどしげしげ社長を見つめた。室見がごくりと喉のどを鳴らす。

「社長、あらかじめ言っておきますけど」

「うむ？」

「いくら単純なネットワークリプレースでもサイジングとなれば資料読みこみ、機き器き選定、それに工数見み積つもりで三日はかかりますよ。諸もろ々もろステップ省いて粗あら々あらで出すにしても二日は欲しいです。その上で訊ききますけど……締しめ切りはいつですって？」

「今日きようの午後八時だそうだ」

「ぎゃー！」

　二人ふたり仲よく絶叫してしまった。現時刻は午前十一時、タイムリミットまであと九時間弱しかない。他タスクが詰まりまくってる状況で更に業務追加!?　しかも問題なく対応可能とか言ってやがったぞこのおっさん！

「いやぁ」と六本松が頭を搔かく。少しバツ悪げに口角を歪ゆがめた。

「まぁざっくりでいいから、そんな手間暇かけずにぱぁっと対応してくれたまえ、粗々でいいから、な。頼んだぞ」

「ちょ！　しゃ、社長！」

　追いすがる室むろ見みを振り切るように社長はオフィスから出ていってしまった。あとにはなんとも言えない沈ちん黙もくが訪れる。

「あ、あの……室見さん？」

「………」

　おおお固まってる。完全に静止している。彼女は顔面を蒼そう白はくにして「はは」と笑った。

「八時、八時、ファイアウォールと明日あしたのミーティング資料作成とサイジング……ミーティングが八時で明日がウォールでサイジングがファイア……」

「む、室見さん、しっかりしてください。気を確たしかに！　なんか視し線せんが泳いでますよ!?」

　てかサイジングをファイアさせちゃだめだろう。

　慌てて彼女の細い肩を揺らす。室見ははっとしたように瞬まばたきした。拳こぶしを固く握りしめ視線を険しくする。

「いけない、いけない危うく意い識しきが飛ぶところだったわ。私としたことが……不覚。社長の無む茶ちや振ぶり程度で錯さく乱らんしそうになるなんて」

　彼女はぎりっと歯ぎしりし着席した。画面のロックを外しながらプリントを手渡してくる。

「ファイアウォール設定はこっちで引き取るわ。ミーティング資料作成も可能な限り進めておく。だからあんたの方でそのサイジングやっときなさい」

「僕が？　一人ひとりでですか」

　瞬きして訊たずね返す。いやさすがに無理だろう。おおまかな機き器き選定はできてもオプションをどうするか、細かな回線品目は何にするかなどとても判断できそうにない。だいいち工数見み積つもりはどうするんだ。プロジェクト全体の作業見積もりなどさすがに新人一人で対応できない。

　だが室見はぞんざいに言い放った。

「ブランチルータは最上位機種のフルオプションで選んどきなさい。回線も一番高いので。一拠点あたりの作業工数は五十万積んどけばいいでしょ。センタは一千万くらいで」

「そ、それ無む茶ちや苦く茶ちや高くなりませんか」

　確かに最さい高たか値ねの機器を選んでおけば間違いないだろうし、自分のようなルーキーでも機械的にサイジングできるだろうが。

「ブランチルータの最上位機種って……ＣＩＳＣＯの３９００クラスですか？　一台二百万以上しますよ。十拠点で二千万、百拠点で──」

　二億。ジャンボ宝くじの一等賞しよう金きん並だった。

　戦おののく工兵の前で室見はふんと鼻を鳴らした。

「ざっくりでいいと言われてるんだからとりあえずマックスで費用積んどけばいいのよ。向こうも無茶を承知で頼んできてるんだし、そんなきちんとしたサイジングは期待してないはず」

「ですかねぇ」

「当たり前でしょ。でなきゃこんな〆しめ切きり絶対こなせないわよ。社長も……まぁどうしようもない考えなしの人だけど、さすがにこの状況で見み積つもりの精度上げろとは言ってこないはず。重要なのはアウトプットを出すこと、中身は二の次よ」

「……だといいんですけど」

　半信半疑でＰＣに向き直る。ＥＸＣＥＬを起動しサイジングフォーマットを作ろうとした時だった。

　バタンと扉が開き六ろつ本ぽん松まつが顔を出した。

「おう、さっきの件、ざっくりと言ってもそれなりの精度は確かく保ほするんだぞ！　間違っても最上位機き種しゆを全拠点にばらまいたりなどしないように。大事なお客さんなんだからな、ちゃんと最低限の設計・サイジングはしてくれよ！」

　言いたいことだけ言って扉が閉まる。

　今度こそ完全に室むろ見みは静止した。ファイアウォールの管理画面を開あけたまま石のように硬直している。

「む、室見さん……」

　怖々呼びかけると彼女の肩が小刻みに震ふるえ始めた。唇の端がまくれ上がり鋭するどい犬歯が露あらわになる。

「ふ、ふふ、ふふふ」

　痙けい攣れん気ぎ味みの笑い声。頰ほお肉にくが引きつり歪いびつな笑えみを形作った。あ……やばい壊こわれた。

「ふざけんなぁあああ！」

　室見が猛然と立ち上がる。右手にラックマウント用のドライバーが握られていた。彼女は凶きよう暴ぼう極まりない目つきで扉を睨にらみつけた。

「人が大人おとなしくしてればいい気になって！　もういい、もう限界。殺すあのハゲ、今日きようこそ地獄に叩たたき落としてやる！」

「……っ!?」

　突とつ撃げきしかけた室見を慌てて羽は交がい締じめにする。だが勢いを殺しきれない、そのままずるずると引きずられた。っ！　なんつー力だ！　彼女は両手を振り回し暴あばれた。

「は、放はなせ桜さくら坂ざか！　止めるなっ、あの馬ば鹿かを殺させろ！」

「だ、だめです室見さん。社長なんかと自分の人生等価交換するつもりですか!?　落ち着いて、落ち着いて下さい！」

「あの外げ道どうに引いん導どう渡せるなら私の人生くらいいくらでもくれてやるわ！　放せ、放せぇえええええ！」

　………。




　十五分後。

　暴あばれる室むろ見みをなだめすかしなんとか席につかせた。とりあえずファイアウォールの作業だけ進めてもらい、自身はサイジング準備を進める。メール資料をコピー、窓際のミーティングスペースに臨りん時じの読み合わせ会場をセッティングした。ＰＣに筆記具、ホワイトボードを持ち寄り室見の参加を待つ。

　時と計けいの長針が半周ほどした頃ころ、憮ぶ然ぜんとした表情の室見が現れた。

「終わったわよ」

「お疲れ様です……」

「とりあえず新規のポリシー名、全部『shine_shacyou（死ね社長）』で設定してきた」

「!?」

「set policy id 4 name"shine_shacyou"from"Untrust" to "Trust" "Hage" "Boke" "Shine"permit log」

「何勝手にアドレスブックやサービスグループ作ってるんですか!?　え、ちょっとマジで!?」

　慌てて室見のデスクに駆け寄る。ファイアウォールの設定画面を確かく認にん、get configでポリシーを表示して……ほっ、大丈夫だ。ちゃんとまともな値が設定されている。

　肩越しに振り返る。室見がすねたように視し線せんを逸そらした。工こう兵へいはやや表情を厳きびしくした。

「室見さん、脅おどかさないでください。ただでさえ問題山やま積づみなのにこれ以上トラブル抱えたら真ま面じ目めに心しん臓ぞう発ほつ作さ起こしますよ」

「本当？　だったらもう一ひと悶もん着ちやく起こしてみようかしら。あんたが病院担ぎこまれたらさすがにサイジングどころじゃなくなるだろうし……」

「やめて！　冗じよう談だんでもそういうこと言うのやめて！」

　というか目が本気だし！　なんか舌なめずりしてるし！

　溜ため息いきを一回、ミーティングスペースに戻る。プリントを取り上げ室見に勧めた。彼女はひどく面めん倒どうそうにしながらそれでもコピー紙を受け取った。

「まずは顧こ客きやく要件を上から順に舐なめていく、そんな感じでいいですね？」

「いいわよ」

　工兵は視線を落とした。メールの内容を一行ずつ読み上げていく。

「えー、エンドユーザーはヒロオデンキ、家電量販店ですね。創業五十周年を期に業務システムを全面刷新、それに伴い各種情報インフラをリプレースするということです。僕らへの依頼は全国三百店てん舗ぽのネットワークリプレース、あと運用のサイジングですか」

「ちょっと待って、運用？」

「はい」

「構築後のサポート工数も必要ってこと？　初期工数だけじゃなくて？」

「そう書いてありますね……」

　室見は額ひたいを押えた。

「何よそれ、私達だけじゃ絶対見み積つもれないじゃないの。監かん視し・保守・運用定義、ＯＳ部の業務範はん囲いよ。寝ね癖ぐせ頭あたまにも情報もらわないと」

「梢こずえさんですか」

「寝癖頭ね」

　わざわざ言い直される。運用部門のメンバー、姪めい乃の浜はま梢のことだった。優ゆう秀しゆうなエンジニアなのだが何分絶望的に室むろ見みと仲が悪い。顔を突き合わせれば喧けん嘩かばかり、たまに比ひ喩ゆでなく本気でどつき合っている。お互い仕事に対して真しん摯しな分、一度揉もめ始めると収拾がつかなかった。先日も些さ細さいな業務スタンスの違いで殴り合いの騒さわぎになっていた。室見が渋じゆう面めんになるのも無理はない、が。

「ま、まぁ運用の話は一いつ旦たんおいときましょう。続けて構築要件をチェックしていきますよ」

　視し線せんを下にずらした。

「えー、システムセンターは横よこ浜はま戸と塚つか、各かく店てん舗ぽはハブアンドスポークのＶＰＮで接続してよいそうです。店舗回線は光ブロードバンドを想定、センターは冗長化された専用線インターネット接続を受け口として設けること。なおインターネット接続には付随してＭＴＡとＷｅｂプロキシによるゲートウェイ機き能のうを持たせ──」

「ストップ。桜さくら坂ざかストップ」

　室見が掌てのひらを突き出してくる。眉み間けんに深い皺しわが刻まれていた。

「何？　ＭＴＡとＷｅｂプロキシ？」

「はい」

　工こう兵へいの答えに室見は表情を険しくした。

「ＷＡＮじゃないわよ、それ」

「そうなんですか？」

　よく分からず読み進んでいたが、言われてみれば確たしかにＷｅｂと書かれている。ネットワーク案件ではまず出てこない単語だった。

　室見の口元が歪ゆがむ。

「ＭＴＡってのはMail Transfer Agent、送信用メールサーバのことよ。Ｗｅｂプロキシはそのものずばりホームページアクセスを代行プロキシする機械のこと。どっちもネットワークとは全然別世界の話、サーバ分野のインフラよ」

「……でも要件に入ってます」

「………」

　室見の顔が見る間に厳きびしくなっていく。今にも「ごめん、やっぱちょっと社長殺してくるわ」と言わんばかりの凶相だった。

　慌てて続きを読み上げる。え、えーと。




「店てん舗ぽ側は来店者用の無む線せんＬＡＮ環かん境きようもあわせて整せい備びすること」

「無線!?」




「特定店舗向けのストリーミング配信システム（ＲＴＭＰ／ＲＴＳＰ）を準備する」

「ストリーミング!?」




「ＰＣサポート教室を実施するため、ビデオ会かい議ぎシステムは必ひつ須すとする」

「ビデオ会議システムですって!?」




「なお海外店舗については──」

「わきゃー！」




　室むろ見みが奇声を上げて立ち上がる。彼女は首を振りながら後じさった。両手を突き出し工こう兵へいを遠ざけるようにする。

「Sorry, I don't speak Japanese」

「なぜいきなり英えい語ご!?」

「I only know how to read simple sentences like ツナカンサイコー and ネグセアタマハハラヲキッテシヌベシ.I'm sorry,I can't help you.Good luck!」

「グッドラックじゃねぇよ！　てかそんなに話せるなら海外店舗くらいどうにかしてください。ほら、着席！　ただでさえ時間ないんですから！」

　逃げ腰の室見を無む理り矢や理り引き戻し座らせる。彼女はしばしむくれていたが、ややあって上うわ目め遣づかいにこちらを見上げた。

「……って、どうすんのよこれ。まだ半分しか読んでないのに早くも心が折れそうよ。ビデオ会議とか何をどう見み積つもればいいの？　ストリーミングなんて配信事業者引っ張ってくる以外やり方思いつかないんだけど」

「うーん……」

　唸うなりつつプリントを取り上げる。

　続く要件もまた悩ましいものばかりだった。

　外部ドメイン用のＤＮＳを準備する（マスター・スレイブとも）。ＤＣ内ＬＡＮ配線を施工する、更には店舗間の内線をＶｏＩＰでリプレースする。……

　渋じゆう面めんでプリントをめくり工兵は眉まゆを寄せた。




『要件３─４─２　店舗からのインターネット接続はＤＣを経由せず直接ブロードバンド回線で行われること。なおその際、アンチウィルス・マルウェア検出は事業者の網もう内ないでクラウド的に実施されるものとする』




　………。

　いやクラウドってなんだよ。事業者の網もう内ないで──ってうちはプロバイダでも電話会社でもないんですけど？　今回の案件用にＩＳＰ事業始めろってか？

（むむむ……）

　工こう兵へいは瞑めい目もくした。

　非現実的にもほどがある。どうしたらよいか。……必死で考えこむも妙案は浮かんでこない。しばらくして首を傾けた。

「調しらべながらやりますか」

　嘆息しつつ言うと室むろ見みが怪け訝げんな視し線せんを向けてきた。

「調べるって？」

「グーグル先生に訊きいて」

　はん、と鼻を鳴らされた。

「あと八時間で？　ビデオ会かい議ぎや海外拠点の構築方法を調ちよう査さ、サイジングできるレベルまでもっていくの？　無理でしょ、どう考えても。だいいち他ほかにも構成検討必要なコンポーネントいっぱいあるのよ。それ全部調べながらやっていくつもり？」

「………」

　正せい論ろんだった。

　だがではどうすればいいのか。このまま沈ちん黙もくしていても埒らちが明かない。何か手を打たなければあっという間に時間切れだった。

　気詰まりな沈黙が場を満たす。どのくらいそうしていただろう。やっぱり調べながらやっていきません？　と半ば思考停止気味に提案しかけた時だった。

　唐突に室見が立ち上がった。

　鼻び腔こうを広げ鬼おに瓦がわらのような表情になっている。彼女はカッと踵きびすを返した。

「む、室見さん!?　どこ行くつもりですか！」

　まさか本気で投げ出すつもりじゃ──ぎょっとして問いかけたが。

「すぐ戻る！」

　断ち切るように言って部へ屋やを出ていってしまった。

　………。

　えーと。

　社長刺しに行ったわけじゃないよね？

　今にも野太い断だん末まつ魔まが聞こえてくるのでは。どきどきしながら待っていると不意に廊下で悲鳴が響ひびいた。

「ちょ、ちょっとなんですかいきなり！　私まだ作業中で……ちょ、室むろ見みさん！」

「いいから来なさい。社長案件よ。BINDの脆ぜい弱じやく性せい対応なんて他ほかの人間でもできるでしょ」

　かしましい声が二つ近づいてくる。

　やりとりを聞いただけで誰だれかすぐ分かった。やや鼻にかかった甘ったるい声音、攻こう撃げき的てきだがどこかはんなりした口く調ちよう。間違いない、ＯＳ部の姪めい乃の浜はま梢こずえだった。

　案の定扉が開きジャンパースカートの女の子が連行されてくる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ、つんと上向いた鼻と小さな唇、小動物を思わせる丸顔。ミディアムボブの髪が寝ね癖ぐせのようにぴんぴん跳ねている。梢だ。彼女は室見の手を振り払った。

「あーもぅ！　馬ば鹿か力ぢからで引っ張り回さないで下さい。服が伸びるでしょ！　これ買ったばかりなんですから！」

「服ぅ？」

　室見が冷笑するように唇を歪ゆがめた。

「どうせユ○クロやしま○らで三千円程度の服でしょ。破れようが何しようが知ったこっちゃないわ。ていうかあんた格好なんて気にしてたの？　いつも適当極まりないコーデしてるくせに？　そっちの方が驚おどろきだわ」

「……っ！　む、室見さんこそアウターはともかくインナーはグンゼじゃないですか。知ってますよ、アマゾンでショーツまとめ買いしてたの。しかもジュニア用じゃなかったですか？　あれ」

「なっ……！」室見の表情が凍りつく。予想外の切り返しだったのだろう、「なんでそれを」と言わんばかりの顔で固まる。

　梢は顎あごをもたげた。口元に暗い笑えみが浮かんでいる。

[image: ]

「忘れたんですかぁ？　うちのプロキシ見てるの私ですよぅ。ログ閲えつ覧らんして社員の行動は全部把握済みですー。室見さんが『ちゃお』の発売日調しらべてたのも知ってますよ？　あとは──」

「記き憶おくを失えぇ！」

　叫び声とともに室見のドライバーが振り下ろされる。梢は間一髪飛びのき表情を厳きびしくした。

「はっ、あいかわらず頭に血が上りやすい女ですぅ。でもこっちも仕事邪じや魔まされてたいがいムカついてるんで、どつき合いなら受けて立ちますよ？」

「上等だ！　今日きようこそ社内の上下関係、その電波頭に叩たたきこんでやるわ。あとで泣いて謝あやまっても知らないんだから！」

「それはこっちの台詞せりふです、室見さんこそ負けそうになったからって学校の先生に泣きつかないでくださいねー。ここは中学校じゃないんでぇ」

「っ！」

「……っ！」

　ごほん。

　工こう兵へいの咳せき払ばらいで女子二人ふたりが固まる。

　梢こずえは瞬まばたきを一回、ぎこちない動きで視し線せんを巡らせた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが工兵をとらえる。やっとこちらの存在に気づいてくれたのか、「しまった」と言わんばかりに小さな唇を引きつらせる。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「きゃあ！」

　唐突に梢が崩れ落ちた。

　スカートの裾すそを広げへたりこむ。呆あつ気けにとられる室むろ見みの前で彼女は細い肩を震ふるわせた。

「あぅぅ、怖いですぅ。室見さんが無抵抗の私を蹂じゆう躙りんしようとしてますぅ」

「はぁっ!?　あんた今の今までやる気満々だったじゃない。無抵抗とかどの口でぬかすのよ！」

「言いがかりはやめてほしいですー。私はいつも室見さんに虐しいたげられる立場。抵抗なんてしたことないですぅ」

「………」

　凍りつく空気の中、梢がちらと顔を向けてきた。工兵に視し線せんを止めわざとらしく目を丸くする。

「あ、工兵さん！　いたんですか。見ましたこの女の暴ぼう虐ぎやく非道？　本当ありえないですよね、乱暴を通り越して野蛮、性格破は綻たん者しやですよ。まったく類人猿並の凶暴さですよね、あ、でもチンチクリンだから猿は猿でもピグミーマーモセットかな？　あはははは」

　ガスッ。

　室むろ見みの足が梢こずえの後頭部に突き刺さっていた。

　梢は頭を押え沈黙していた。が、ややあって涙目で振り返った。

「痛いつたいですね！　何するんですか！　この暴力女！」

「何するんですかじゃないわよ！　どさくさ紛れに人を猿呼ばわりして、おまけにピグミーマーモセットですって!?　ぶっとばすわよ！」

「それはこっちの台詞せりふです！　乙女おとめの頭を足あし蹴げにして。ありえない、ありえない、三十倍返しにしてやるから覚悟してください！」

「おぅ上等だ！　かかってこいや！」

「言われなくても！」

　梢が観かん葉よう植物を、室見が丸テーブルを持ち上げる。って、おい、それ投げるつもりか!?　慌てて二人ふたりの間に割って入る。

「ストップ！　ストォォップ！　ちょ二人とも何してるんですか!?　オフィス破は壊かいするつもりですか！」

　必死で押しとどめ距きよ離りを取らせる。睨にらみ合う彼女達を説き伏せなんとか得え物ものを置かせた。つか観葉植物重っ！　数十キロはあるんじゃないのか？　丸テーブルだって、あれ六人がけだぞ。一人ひとりで持ち上がる重さじゃないだろ……。

　女性陣の膂りよ力りよくに戦せん慄りつしつつ散乱したプリント・文房具を片づける。窓際のテーブルに移動、むくれる彼女達を着席させた。

　こほんと咳せき払ばらいする。

「えー」

　状況を説明しようとして、だが工こう兵へいは固まった。そもそも室見さんなんで梢さんを連れてきたんだ？　ビデオ会かい議ぎをどうやってサイジングするかという話だったよな。まさか梢さんに構築経けい験けんがあるとか？

　ちらと室見を見つめる。

　彼女は不ふ機き嫌げん顔がおで沈ちん黙もくしていた。が、ややあって向けられた視し線せんを無視できなくなったのだろう。喉のどの奥から唸うなるような声を上げる。

　すっとメールのプリントを取り上げた。梢に突きつけ、一言。

「これ、サイジングしといて」

　丸投げしやがったぁああ！

「え？　いや、ちょっとそれはだめでしょう室見さん。梢さんもわけが分からないですよ。ちゃんと事情を説明してあげないと」

「だーいじょうぶよ。ＯＳ部は他社構築のシステムもいっぱい運用してるんだから。ビデオ会かい議ぎはもちろん、このくらいの木こっ端ぱインフラ余裕でサイジングできるはずよ。いやもう本当簡かん単たんだから、あとはよろしくね」

「だめです！　そんな振り方、社長と一いつ緒しよじゃないですか。一応ＳＥ部に来た案件なんですからこっちでちゃんと交通整せい理りしましょうよ！」

　室むろ見みが耳をふさいでいやいやをする。あーもうこのお子様は！

　必死で言い聞かせようとする工こう兵へいの前で、だが梢こずえは首を捻ひねった。プリントに視し線せんを落としたまましかつめ顔になる。

「つまり……ＳＥ部で構築実じつ績せきのないシステムをサイジングしろって言われてるんですか？　しかもＡＳＡＰで」

　工兵は目を丸くした。

「よく分かりますね」

　何も説明してないのに。

　梢は嘆息し「まぁ……よくあることですし」とつぶやいた。眉まゆをひそめたままプリントをめくる。

「ビデオ会議システムに……海外拠点、ストリーミング？　こんなの内製でサイジングできるわけないじゃないですか。さっさとベンダーに照会すればいいでしょう。何自分達で抱えこんでるんですか」

「……それが許されるならとっくにやってるわよ」

　室見が唸うなり声ごえを上げる。鳶とび色いろの眼まなこをすぼめ睨にらむような表情になった。

　梢は「どういうことですか？」と瞬まばたきした。

「えーとですね」

　言葉を選びつつことのあらましを説明していく。依頼主が社長のお得意様であること。上客のよしみで〆しめ切きり寸前のサイジングを押しつけられたこと。あまりに急なスケジュールのためどこのベンダーからも協力を断られていたらしいこと。

　工兵は嘆息した。

「だから投げ先は端はなから全滅してるんですよ。無理でもなんでも僕らで構成を決めてかないと」

　だが梢はまだ納得いかない様よう子すだった。傾かしげた首の角度をいっそう大きくする。

「んん……よく分かりませんけど、それって全体丸っとサイジングできる業者がいなかったってことですよね？　各パーツ単位なら普通にどこのベンダーも相そう談だんのってくれるんじゃないですか？」

「へ？」

　きょとんとする工兵に梢は言葉を重ねた。

「たとえばビデオ会議なら扶ふ桑そう通つう建けん、ストリーミングならＪＴ＆ＷブライトキャストＢＣでいくらでも提案事例あるはずですよ。海外接続なんかはインヘリタンスでサービスメニュー持ってるんじゃないですか？　あそこもともとシンガポールの会社ですし」

　あ……。

　言われてみれば確たしかに。メールには「どこのベンダーからも対応を断られた」とあったが、個別のサービス照会まで拒否されたとは書かれていない。パーツパーツでサイジング結果を取り寄せそれにスルガシステムの担当範はん囲いをマージすれば。

（……いける……かも？）

　室むろ見みを顧かえりみる。彼女も同じ思いこみにはまっていたのだろう。はっとした表情でうなずいてくる。工こう兵へいは席を立ちホワイトボードに向き直った。

「じゃあ要件をパーツに分割してみますね。とりあえず分かる範囲で書き出してみるんで、不足あったら指摘してください」

　プリントを引き寄せ内容を転記していく。まずはＶＰＮルータ、ブロードバンド回かい線せん、コンセントレータ。次いでＭＴＡ、Ｗｅｂプロキシ、無線。問題のビデオ会かい議ぎシステムにストリーミング……

　各項目の傍かたわらにサイジング担当の欄らんを追加、ミーティングテーブルに振り返った。

「このうち僕らでサイジングできそうなのはどれですか？」

「ＶＰＮ周り、ＭＴＡとプロキシもアプライアンス前提ならいけるわ」

　室見が即答する。

　アプライアンスというのは特定機き能のうに特化したコンピュータのことだ。汎はん用よう性せいに乏とぼしい反面、導どう入にゆう・保守しやすいというメリットがある。メールサーバ、プロキシサーバを一からサイジングするのは難むずかしくても専用装置ならなんとかなるということだろう。

　室見は梢こずえを顧かえりみた。

「プロキシはBlueCoat、ＭＴＡはIronport前提で考えるわよ。運用実じつ績せきは大丈夫よね？」

「問題ありません。ちなみにＶＰＮのコンセントレータは？　ＩＳＲでいきますか？」

「ううん、トラフィックが読めないからＡＳＲを使う。店てん舗ぽ側は８９２で。Ｌ２は一律４８ポートの物をばらまく」

「ＤＣ側構成は？」

「業なり平ひら案件の構成を流用するわ。基本的な運用スペックも踏とう襲しゆうで。それなら大分手間を省けるでしょ」

「賛さん成せいです」

　……おおお話が早い。さすが構築・運用両部隊のエース。やる気にさえなればどんどん課か題だいを片づけていってくれる。

　感心し見ていると室見が席から立ち上がった。工こう兵へいからマーカーを受け取り合意した内容をホワイトボードに書きこんでいく。一通り転記し終えて彼女は首を捻ひねった。

「……あとは外部ベンダーに依頼する部分ね。ストリーミングはブライトキャストＢＣで確かく定ていとして……他ほかは？　実績のあることはもちろんだけど、それなりにレスポンスよく対応してくれる会社じゃなきゃ頼めないわよ」

「あ、僕、扶ふ桑そうに訊きいてみます。ビデオ会かい議ぎと無む線せんのサーベイ部分お願ねがいできないか」

　立ち上がる工こう兵へいに室むろ見みはうなずいてみせた。

「そうね……四の五の考えててもしょうがないからとりあえず問い合わせてみるか。寝ね癖ぐせ頭あたま、あんたインヘリタンスにパスあるの？」

「営業担当は知ってます」

「だったら海外拠点の対応可否確認して。私は店舗のセキュリティゲートウェイ──ＳａａＳをどこに投げられるか確認してみる」

「了解」

　タスク分担完了、各自調ちよう査さに取りかかる。

　工兵は自席に赴おもむきＰＣを立ち上げた。過去メールから扶桑通建の連絡先を確認、受話器を取り上げる。

　コール。

　幸い電話はすぐ繫つながった。馴な染じみの担当者に要件を告げ快かい諾だくしてもらう。今すぐは無理だが夕方までにはサイジング結果をもらえるということだった。

　よし。

　ガッツポーズして電話を切る。

　いける、いけそうじゃないか。室見達の調ちよう整せいがどうなるかまだ不透明だが、今の調子でベンダーを当たっていけば遠からずサイジングデータが揃そろうはずだ。あとは一時間ほどかけてスルガのフォーマットにまとめればいい。

　ほっと肩の力を抜いた瞬しゆん間かん、通知領域に新着メールのアイコンが出現した。

　何気なしにメーラーを表示する。




『スルガシステム　桜さくら坂ざか様




　お世話になります、麻あざ布ぶ総そう研けんのＭ橋と申します。

　突然申し訳ありません。貴社六ろつ本ぽん松まつ様からヒロオデンキのサイジングを桜坂様でやられているとうかがいメールいたしました。

　急な依頼で重ね重ね申し訳ないのですが追加の要件がお客様から出てきました（他ベンダーと条件を揃えるためとのことです）。こちらもあわせてサイジングお願ねがいできますでしょうか？　お忙しいところ申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします』




　………。

　追……加？

　頰ほお肉にくを引きつらせ添付ファイルをクリックする。

　ドキュメントタイトル、要件補足──




・店てん舗ぽにＩＰ電話を導どう入にゆう

・シンクライアント（タブレット端末での利用を想定、タブレットについては保守部材も含めベンダー側で一定数の在庫をもつこと）

・ビッグデータに対応可能な高可用性ストレージ




「室むろ見みさぁあああん！」

　悲鳴のような声で叫ぶ。「ド○えもーん！」と泣きつくの○太たの心境はかくのごときか。メールをプリントアウトしミーティングテーブルに持っていった。

　室見がひったくるようにプリントを受け取る。眉まゆ根ねを寄せ内容を読み進んでいったが、ややあってぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

「ＩＰ電話は扶ふ桑そう、ストレージは私の方で選定するわ。シンクライアントは……ＤａａＳでググればなんかサービス引っかかるでしょ。とりあえずそれを乗せておく感じで」

「だーす……ですか？」

「Desktop as a Service。仮想デスクトップのクラウドサービスよ。細かい話はいいわ、とりあえず調しらべてみて」

「は、はい」

　自席に戻りブラウザを開きかける。

　瞬しゆん間かん、室見が「あ」と呼びかけてきた。

「ストレージ、必要なボリュームとローテートのタイミングを訊きいといて。あと接続方式をどうするか、ＮＡＳなのかｉＳＣＳＩなのか、ＦＣ─ＳＡＮなのか」

「？　は、はい……」

　知らない単語ばかりだが聞き返している余裕はない。とりあえず言われた通り確かく認にんしてみるか。メーラーのメニューから「新規メールを作成」。宛あて先さき、麻あざ布ぶ総そう研けんＭ橋様──と。

　要件をしたため内容チェック。いちいち返信をプリントアウトするのもまどろっこしいのでＣｃに室見と梢こずえを入れて……。送信。

　………。

　数分と待たずレスが返ってきた。




『とりあえず全パターンで構成出してみて下さい　Ｍ橋』




「っざけんなああああ！」

　ミーティングスペースで怒声が上がった。

　室むろ見みが机に足をかけていた。眦まなじりを吊つり上げ般はん若にやのような形ぎよう相そうになっている。彼女は白い歯を剝むき出だしにした。

「全パターン!?　言うにことかいて全パターンですって!?　一構成サイジングするのにどれだけ時間かかると思うのよ！　このクソガキャ、ネットにメアドさらしてスパムまみれにしてやろうか！」

　Ｃｃに入れちゃだめだった……。

　激げつ昂こうする室見の前で梢こずえが眉まゆをひそめる。

「ぎゃーぎゃー怒ど鳴ならないでもらえます？　鬱うつ陶とうしい。要件が詰まってないからとりあえず全パターン見み積つもりってよくある話じゃないですか。ルーキーじゃあるまいし、いちいちカッカしないでくださいよ」

「あんたは他ひ人と事ごとだからそんなこと言ってられるのよ！　同じ勢いで運用全パターン見積もれとか言われたらどうするのよ!?　絶対怒るでしょ！」

　梢は「まさかぁ」と手を振った。

「私は大人おとなですから、無む茶ちや振ぶりの一つや二つ軽く流して見せますよ。というか先方も好きで見積もりパターン増やしてるわけじゃないんですし。多少は協力してあげないと──」

　ポォンとメールの着信音が響ひびいた。




『すみません、以下の全パターンでインフラ運用見積もってもらえますか？　細かい部分は貴社で前提条件切って、ざっくり数字弾はじいていただけると助かります。　Ｍ橋』




「何寝ぼけたことぬかしとんねん！　ドタマかち割って南なん港こうに沈めたろかボケがァ！」

　梢が机を殴りつける。空気中の酸素が一いつ瞬しゆんで燃もえ上がったようだった。怒りのあまり握にぎり拳こぶしが小刻みに震ふるえている。

「前提条件含めてお任せとか丸投げにしてもひどすぎるでしょう！　なんなんですかこの人？　Ｍ橋って名前からしてむかつくんですけど。今すぐ心しん臓ぞう麻ま痺ひで死なないかな、死なないかな、死なないかな」

　全否定だった。

　室見がすっと目を細める。ドライバーを梢にかざし。

「殺やる？」

「殺りますか」

　えー麻あざ布ぶ総そう研けんの住所は……と真顔で相そう談だんし始める。工こう兵へいは慌てて制止した。

「ちょっと！　ちょっと何話し合ってるんですか!?　殴りこみ!?」

「客先訪問よ」

「そうそう、ちょっとしたカチコ……ご挨あい拶さつの相談ですぅ」

　怖こぇえよ！

　………。

　激げつ昂こうする彼女達をなだめすかし作業続行。ベンダーからのメールをとりまとめ場合によっては追加の依頼を投げていく。

　最初はとても終わりそうにないと思っていたが、夕刻近くになるとさすがに目め鼻はながついてきた。全体概要図と調ちよう達たつ品ひんリスト、それに前提条件を提出物フォルダにまとめる。あとは構築工数さえ決まれば依頼内容は一通りこなせるだろう。

（なんか……ドタバタで作ったにしてはよい出来じゃないか？）

　パワーポイントの資料をスクロールしていく。プロトコルフローや監かん視しルート、運用体制図が丁てい寧ねいに記載されていた。さすが室むろ見みさん梢こずえさん、文句言いながらもいい仕事をする。ちなみにＶＰＮのページは自分の担当だ。ちょっと自慢。

（どうしようかなぁ、受注しちゃったら）

　海外店てん舗ぽの展開とか、出張できちゃったりするのかな？　秋の香港ホンコンなんか気候もよくて楽しそう。春の上海シヤンハイ、あと冬のシンガポールも。

　………。

　浮き浮きしながら考えてふっと我に返る。

　って……そもそもこれプロジェクト時期いつなんだ。

　技術的な部分に注ちゆう力りよくするあまり大事なことを考こう慮りよし忘れていた。

　他案件の稼か働どうもあるのだ。時期が被かぶるならメンバーの追加も相そう談だんしないとならない。あるいは自分の仕事を誰だれかに引き取ってもらうとか。

　まぁこれだけの大プロジェクトだ。検討に時間もかかるだろうしおそらく来年いっぱいかけてやる感じだろうが。

　何気なしにメールの文面を追いかけていき、だが工こう兵へいは凍りついた。




　・選考結果通知：来週月げつ曜よう日び

　・プロジェクトキックオフ：来週水曜日

　・切り替え完了日：再来月末




　来週……月曜？

　瞬まばたきしてプリントを凝ぎよう視しする。見間違いかと思ったのだ。だが何度確かく認にんしても内容は変わらなかった。

　え？　いや……無理でしょ。

　うちら今構築中の案件をダース単位で抱えてるんだよ。それに加えてこの大規模リプレース？　死ぬ、間違いなく破は綻たんする。

　しかも切り替えまでの時間が一月半とか、色々おかしいだろ。機き器きや回かい線せんの納期はどう考えてるんだ。設計・検証の期間は？

　よく見ていくと他ほかにも不ふ穏おんな文もん言ごんがあった。

『ネットワーク切り替え後、翌営業日は店てん舗ぽにて現地待機すること（一日三十店舗目安）』

『プロジェクト期間中、構築チームは２４時間３６５日の即応窓口をもうける』

『ＤＮＳレコード、ファイアウォールのポリシーはベンダーにて現状を調ちよう査さし移植すること（弊へい社しやからの情報提供は実施しない）』




　ぶるりと怖おぞ気けが走る。

　いかん、これは絶対に取っちゃいけない系の案件だ。デスマーチまっしぐら、チーム崩ほう壊かい必至のブラックプロジェクト。

「どうしたの桜さくら坂ざか、顔色悪いわよ」

　背後から室むろ見みの声が響ひびいてきた。飲み物を買いに行っていたのか、片手に午後ティーを持っている。傍かたわらに梢こずえが並んでいた。

　工こう兵へいはぎこちなく振り向きプリントをつついた。室見が眉まゆ根ねを寄せ覗のぞき込んでくる。読み進むうち彼女の表情が固まった。

「来週……ですって？」

　なんの話ですか？　と梢が訊たずねてくる。室見の肩越しにプリントを眺めて、同様に顔色を変えた。

「……ど、どうしましょう、これ。もし取れちゃったら」

　工兵の質問に室見は唇をきつく嚙かみしめた。

「大丈夫、どうせ取れないわよ──と言いたいところだけど」

　唸うなるような声で言って舌打ちする。

「どのベンダーもお手上げした挙げ句うちに回ってきた仕事なのよね。コンペがゼロとは思わないけど、きちんとサイジングして出したら高こう確かく率りつで受注しちゃうはず。客も麻あざ布ぶ総そう研けんがフロントなら信用して任せてくるだろうし……」

「まずいじゃないですか」

「無む茶ちや苦く茶ちやまずいわね」

　室見が押おし黙だまる。重苦しい沈ちん黙もくが場を満たした。

　梢がおずおずと片手を上げる。

「あの……取りたくないならサイジング出で鱈たら目めにすればいいんじゃないですか？　最高スペックの機き械かいを山のように投入して」

「それが……できないんですよ」

　工こう兵へいは嘆息し「社長の指示」を繰くり返した。間違っても最上位機き種しゆを全拠点にばらまくな。大事な顧こ客きやくだからちゃんと高精度の設計・サイジングをするように──

　梢こずえが天てん井じようを仰あおぐ。喘あえぐように息継ぎし首を振った。

　どうしよう。

　機器費用自体は麻あざ布ぶ総そう研けんで見み積つもるから利益率の調ちよう整せいもできない。回かい線せんも同上、データセンターファシリティは……客の資産をそのまま流用するのか。だめだ、設備・サービス系ではどこにも余分な費用を混ぜこめそうにない。

　スルガシステム側でコントロールできそうなところと言えば工数──人の費用だけだが。

「まさか三人分の仕事に十人分の費用積むわけにいきませんしね……」

　長息した瞬しゆん間かん、室見が顔を上げた。

「何、今なんて言った？　桜さくら坂ざか」

　双そう眸ぼうが刺すような光を放っている。慌てて手を振った。

「あ、いやなんでもないです。ちょっと思いつきを喋しやべっちゃっただけで」

「いいからもう一度言ってみなさい。人の費用がなんですって？」

　仕方なく発言を繰り返す。自じ暴ぼう自じ棄きな態度を咎とがめられるのか、いくら余裕がないからってカッカしすぎだろうと思ったが。

「……それよ」

　室むろ見みがつぶやく。工兵は「はい？」と顔を上げた。

　室見の目に生気が戻っている。彼女は口角をもたげた。

「人の費用を増やせばいいのよ。なんだ簡かん単たんな話じゃない、どうして気づかなかったのかしら」

「え、増やすって……で、でも」

　現地設置０・５人にん日にちの作業を３人日で見み積つもったりするのか？　さすがに怪しまれるだろう。

　ちなみに人日とは「人数×期間」で計算される仕事量の単位だ。０・５人日なら一人ひとりが半日かけてやる仕事になる。それを三日と言ったらどんな客も怒り出すはずだ。

　だが室見は不敵な笑えみを浮かべた。

「そりゃ単純に期間を延ばせば怒られるわよ。でも人日が同じだってトータルの費用を上げる手はある」

「どういうことですか」

「まだ分からないの？　料タ金リ表フを変えるのよ。人の単価自体を上げてしまう」

「あ」と喘あえぎ声ごえが漏れた。

　唐突に室見の手が理解できたのだ。

　スルガシステムを初めＳＩｅｒのエンジニアにはそれぞれ単価が設定されている。工兵なら一ヶ月五十万円、人日単価で二万五千といったところだ。室見は人にん月げつ八十万、部門長の藤ふじ崎さきなら百万近いだろう。この値づけ自体を変更してしまう。たとえば工こう兵へいの人月単価を百万にすれば０・５人日の作業でも倍ばい額がく請せい求きゆうできる。費用根拠となる時間・人数は変更なしだから見み積つもり上の不ふ整せい合ごうもない。

「だ、だけど社長にはバレるんじゃないですか？　僕らの単価変えちゃったら」

「あ、それは大丈夫。心配ないです」

　あっけらかんと答えたのは梢こずえだった。細い肩をすくめ苦笑してくる。

「あの人、私達の単価なんて知りませんから」

「し、知らない？」

「いつも見積もり額がくはトータルでしか見てないですし細かな内訳なんて全然気にしてないはずですよ。そりゃあ人日一千万とかにしたらバレるでしょうけど、五十万が百万になってたってまったく気づかないと思います」

「マジですか……」

　なんとも気き鬱うつな話だった。値段さえ把握されないままあちこちの案件に売り飛ばされているとは。大だい航こう海かい時じ代だいの奴ど隷れいよりたちが悪い。

　だが今回ばかりは社長のいい加減さが救いだった。顧こ客きやくと社内、両方を騙だまし通すにはトップの無関心を利用する他ほかない。

「方向性は決まったようね」

　室むろ見みが口く調ちようをあらためる。

　彼女は鋭するどい眼まな差ざしで工兵達を見渡した。

「全員の単価を１・８倍にして工数見み積つもり直すわよ。寝ね癖ぐせ頭あたまは運用・ヘルプデスク、桜さくら坂ざかは展開、私は設計・構築部分を弾はじく。ＯＫ？」

「はい」

「了解です」

　室見は満足そうにうなずき壁かべ時ど計けいを仰あおいだ。現時刻は……午後六時。

「残り二時間！　四十分で片づけて最終チェックにかかるわよ。速攻！」

　指示されるままＰＣに向き直る。ほどなくミーティングスペースからも打だ鍵けん音おんが聞こえてきた。一いつ旦たん進むべき道が決まればあとは早い。全員一丸となり作業を進めていった。

　──二時間後、社長の承認を経て麻あざ布ぶ総そう研けんにメールする。

　トータル初期工数一億八百万。うち利益三千百三十万。

　苦情はどこからも返ってこなかった。
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　翌週の月げつ曜よう日び。

　工こう兵へい達はいつものように慌ただしく仕事をこなしていた。

　計画作業にミーティング資料作成、検証環かん境きようの構築とトラブルシュート、息つく間もなくタスクが降り注いでくる。量だけなら四人分、いや五人分はこなしてるんじゃなかろうか。にもかかわらず給料は一人ひとり分ぶん、まったく割に合わないこと甚はなはだしい。だが愚ぐ痴ちをこぼす間もなく室見の指示は次々と飛んでくる。

「桜さくら坂ざか、議ぎ事じ録ろく赤入れしといたから、修正して顧こ客きやくに提出して」

「はい！」

「あと要件定義書のマルチホーム部分、違ってたからもう一度私のメール確かく認にんして、書き直し」

「はい！」

「課か題だい管理表の更新が遅い。とっとと議事結果反映する」

「了解です！」

「ついでに駅前のファミマ行ってツナ缶買ってきて」

「はい、ただいまぁ！　……ってパシリ!?」

　室むろ見みは肩をすくめた。

「冗じよう談だんよ。ていうかＥスポーツのVlan追加、まだ終わってないの？　午後の引き渡しに間に合わないんだけど」

「い、急ぎます」

　デスクトップとノートＰＣを同時に操そう作さし指示をこなしていく。リアルに目が回りそうだった。ていうか本当に視界がぐるぐるしてるぞ。やばい、眼精疲労か。瞑めい目もくしかぶりを振る。引き出しから目薬を取り出し点眼した。

「……そういえば、例の件音おと沙さ汰たないですねぇ」

　息抜きがてら声をかける。

　室むろ見みは訝いぶかしげに「例の件？」と訊たずね返してきた。うなずきつつ答える。

「ほら、あの麻あざ布ぶなんだかって会社の仕事。確たしか今日きよう結果発表じゃなかったでしたっけ？」

「ああ……」

　あからさまに気のない返事だった。室見はひらひらと片手を振った。

「ロストよロスト。結局四社くらい競きよう合ごうがいたって話だし。あんだけ工数積つめばどっかが費用くぐってくれるでしょ。期間と要員は真っ当に見積もってるから麻布側も調ちよう整せいのしようがないだろうし」

「ですかねぇ」

「当たり前でしょ。あれだけの大型案件どこもそれなりに利益削ってくるはずよ。大量にマージンのせたうちが勝てるわけないって。というかあれで勝てたら普ふ段だんのコンペは何？　って話よ、いちいち工数調整してるこっちが馬ば鹿かみたい」

「なるほど……」

　得とく心しんして目薬のキャップをしめる。

　つまり自分達はうまくやったということだろう。誰だれの面子メンツも潰つぶさず、スルガシステムの評判も落とさず（というかむしろ上げられただろう、あれだけの急な依頼をこなしたのだから）ブラック案件を回かい避ひすることに成功した。

　これぞ社会人の知恵、処世術というやつか。

　ふーむ勉強になる。

　感心していると卓上の電でん話わ機きが鳴った。

「はい、スルガシステムです」

　反射的に受話器を取る。電話メモとペンを引き寄せていると耳元でくぐもった声が響ひびいた。

『もしもし、……桜さくら坂ざか君？』

「はい。……って、あ、藤ふじ崎さきさんですか？」

　やや遠えん慮りよがちな口く調ちようは間違えようもない、藤崎だった。先週の社長襲しゆう撃げき以来行方ゆくえ知しれずになっていたが……頃ころ合あいよしと見て連絡してきたのか。思わず口元を歪ゆがめる。

「ひどいじゃないですか藤崎さん。僕ら置き去りにして一人ひとりだけ逃げちゃうなんて。大変だったんですよあのあと」

　藤崎は「あー」と呻うめいた。申し訳なさそうにもごもご口ごもる。

『ごめんごめん、週末どうしても外せない作業が入ってて、あそこで捕まるわけにいかなかったんだ。おかげで無事システムを立ち上げられたよ。ありがとう』

　心底すまなさそうに感かん謝しやされる。そう言われてはこちらも強く出られない。藤崎さんが忙しいのは重々承知してるし修しゆ羅ら場ばの時は守ってもらってもいる。お互い持ちつ持たれつ、助け合いの関係だ。嘆息し受話器を持ち直す。

「まぁ……この件はいいですよ、もう。それより、どうかしました？　ちょっと今バタバタしてるんで長めの話なら室むろ見みさんに時間もらってきますけど」

『ああ、いや少し知らせておこうと思っただけだから。例のさ、ヒロオデンキの件』

「はい？」

　意外な名前に瞬まばたきする。なぜ藤崎の口からその社名が、と思ったが。

『あそこの情シス担当、実は僕が昔いた会社の同僚でね。今回のコンペについて色々情報やりとりしてたんだ。で、結けつ論ろんだけ先に言っちゃうと落選したみたいだよ、うちの提案』

「え、本当ですか!?」

　思わず声を大きくする。藤崎はおかしそうに『うん』とうなずいた。

『他社に比べて工数費用が段違いに高かったらしくて、一次選考で落ちちゃったみたい。スルガシステムの単価ってこんなに高かったっけと訊きかれたから「うん、そうだよ」って答えておいたけど、これでいいんだよね？』

「ええ……ええ」

　おおお、なんという的てき確かくな援えん護ご射しや撃げき。さすが藤ふじ崎さきさん、欲しい時に欲しいフォローをくれる。惚ほれちゃいそうだ。

「ありがとうございます、助かりました」

　頭を下げる工こう兵へいに藤崎は『いやいや』と返してきた。

『工兵君達が機き転てんをきかせてくれたおかげだよ。僕はちょっと後押ししただけさ。まぁ、社長にはバレないようにしないとだけど、お互いの平和のためにもね』

　工兵は「ですね」と心の底からうなずいた。

『じゃあ今日きようは夕方過ぎに帰社するから。細かいことはその時にでも情報共有させて。室むろ見みさんも交えて』

「はい、了解です」

　作業お疲れ様でしたと告げ電話を切る。

　ほっと肩の力を抜く。一いつ瞬しゆんおき全身からゆるゆると緊きん張ちようが抜け落ちていった。

　いやぁよかったよかった。大丈夫とは思っていたけど、はっきりロストと聞かされるとやはり気が楽になる。まったく三百拠点の立ち上げを一月半でやれとかブラック案件にもほどがある。おまけに現地待機だの２４時間の即応窓口だの、考えるだけでも恐ろしい。一次選考で落ちてよかった。本当に助かった。

　一応室見にも伝えておくか。立ち上がりかけた瞬間、だが再度着信音が鳴なり響ひびいた。

　振り返り液晶を見る。発信者表示は──社長？

（あー……）

　露ろ骨こつに顔をしかめる。

　要件はだいたい想像がついた。十中八九ヒロオデンキの件だろう。ロストについて愚ぐ痴ちるつもりなのか。ったく面めん倒どうくさいなぁ。嘆息しつつ電話に出る。「はい桜さくら坂ざかです」と言った刹せつ那な。




『おう桜さくら橋ばし君か！　喜べ、例の件受注したぞ！』




　………。

　はい？

　瞬まばたきを一回、受話器を握り直す。

「え、あの……すみません。なんですって？　……取れた？」

『うむ！』

　社長は元気よく言った。

『いやぁＭ橋さんも感かん謝しやしてたぞ、あの限られた時間でしっかりしたサイジングありがとうございましたと。他社はかなり上位機き種しゆを持ってきたらしくてな。機器費用だけで倍近い差があったそうだ』

「そ、そうなんですか」

　卒倒しそうになりつつ相づちを打つ。脳内を混乱と恐怖が満たしていた。え？　ちょっと待って、どういうこと？　ついさっき藤ふじ崎さきから失注って聞かされたばかりだぞ。なんで十秒や二十秒で結けつ論ろんが百八十度ひっくりかえるんだ。わけが分からない。

　噓うそだ。噓だ。これは何かの間違いだ。

　藁わらにもすがる思いで問いかける。

「あ、あの社長。機き器き費用は分かりましたけど工数はどうだったんですか、他社の費用って僕らより高かったんですか？」

　高いわけがない。何せ人月単価八割増しなのだ。根拠皆無、完全ぼったくりの工数見み積つもり。実際そこがネックとなり先方の一次選考で落とされたはずだが──

　しかし社長は『ああ？　工数？』と意外そうに訊たずね返してから。




『あんなもん、適当に半はん額がくで出し直しといたわ』




　こともなげに言い放った。

　………。

　は、はいぃぃぃぃ!?

　社長の胴どう間ま声ごえが耳元で響ひびく。

『社内の原価なんて気にしても仕方ないからな。仕事が取れなくても人件費はかかるわけだし、だったら多少ディスカウントしてでも案件を受注するべきだろう。ほら、賃貸マンションと同じだ。空あき部べ屋やにしておくくらいなら多少家賃を下げてでも人に貸した方がマシってな』

「いや……マンションに喩たとえるなら僕ら既に満室、完売御おん礼れい状態なんですけど」

『ん？　よく聞こえんぞ、何か言ったか？』

　わざとらしいな、おい！

　憤ふん激げきし抗こう議ぎしかけた瞬しゆん間かん、社長は声を大きくした。

『とにかくそういうわけなんでＭ橋さんに連絡とってキックオフ準備進めてくれ。客先への挨あい拶さつは明後日あさつてらしいから、きちんとスケジュール意い識しきして諸もろ々もろ調ちよう整せいするように。頼んだぞ』

　ガチャリと電話を切られた。

　しばし呆ぼう然ぜんと固まる。意識が現実に追いついていかない。受注、受注……一億円分の作業を受注。

「さくら……ざか？」

　背後で囁ささやくような声が上がった。振り向くと室むろ見みが青白い顔でたたずんでいる。柔らかそうな頰ほおが歪いびつに引きつっていた。

「気のせいかしら、なんか受注って言葉が聞こえたように思ったんだけど。そんなわけないわよね？　あれだけ工数のっけてどこのベンダーもくぐれなかったとか」

「値引いたそうです」

「何？」

「社長の一存で……半はん額がくに」

　不十分極まりない説明。だが室むろ見みは一いつ瞬しゆんで事情を察したようだった。整ととのった顔から徐々に表情が失うせていく。しばらくの間彼女は無言で立ち尽くしていたが、ややあって踵きびすを返した。自席の下にしゃがみこみごそごそと荷物を漁あさり始める。

「あ、あの室見さん……？　何やってるんですか？」

　不ふ穏おんな雰囲気に声がけする。だが室見の返事はなかった。黙もく々もくと手を動かすこと数分、おもむろに何かを取り上げる。照明の下に現れたのは──巨大なのこぎりパイプソーと電設用鋏モールカツター。

　………!?

「ごめん、ちょっと社長殺してくるわ。十分程度で戻るから」

　奇妙に明るい声で言って歩き出す。瞳ひとみから完全に理性の光が消えていた。慌てて追いすがり引き留める。

「ちょ、ちょっと待ってください！　落ち着いて、冷静に対応策を考えましょう。殺人はだめです、だめですってば！」

「あはは、桜さくら坂ざかおっかしい。何言ってるの？　あれは人じゃない、悪あく魔まよ。悪魔を殺すのに人間の法は適用されないわ」

「何勝手な判例作ってるんですか！　と、とにかく座ってください。凶器を置いて、一いつ緒しよに話し合いましょう」

　必死の形ぎよう相そうで説得する。とにもかくにも彼女の足を止めなければ。できれば藤ふじ崎さきさんかカモメさんか室見を説得できる人が帰ってくるまで。でないと今回ばかりは本当に血の雨が降りかねない。比ひ喩ゆではなく、リアルに。

　黒光りする凶器から視し線せんを逸そらしカニ歩きする。息を潜ひそめ、室見の前に回りこもうとした時だった。

　ものすごい勢いで扉がこじ開けられた。

「ちょっと室見さん！　ヒロオデンキの件、運用工数原価割れで出したってどういうことですか！」

　梢こずえが戸口に立っていた。双そう眸ぼうを吊つり上げ両の肩を怒らせている。ミディアムボブの髪は嵐あらしの中を走ってきたように激はげしく乱れていた。片手には長大なマウントレールが握られている。彼女は狂気に満ちた表情で室内を睨ねめ回した。

「十秒で事情を説明してください。さもないと暴あばれます。事情を聞いて納得いかなかったらやっぱり暴れます」

「どっちにしろ暴れるんだ!?」

　絶叫は無慈悲に黙もく殺さつされた。

　背後で鋏はさみの刃やいばが打ち鳴らされている。前方では梢こずえが据わった目でカウントダウンを続けていた。まさに前門の虎とら、後門の狼おおかみ状態。このまま時が過ぎれば間違いなく彼女達は正面衝しよう突とつするだろう。かといって大人おとなしく事情を話せば鉄砲玉が二人ふたりに増えるだけ。社長の生存確かく率りつは限りなくゼロに近づく。

「桜さくら坂ざか、そこ立ってると危ないんだけど」

「じゅーう……はーち、なーな……ごー──」

　梢の秒読みが呪じゆ詛そのように響ひびいてくる。

　室むろ見みがガチャリと得え物ものを正せい眼がんに構えた。

　工こう兵へいは天てん井じようを仰あおいだ。

　今日きようは長い一日になりそうだった。
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　新卒就活情報サイト『フレッシャー・ナビ』　連載企画書




【タイトル】新入社員一年生の横顔

【ターゲット】就しゆう職しよく活動中の学生（学部・院生含む）

【企画趣しゆ旨し】新卒一年目の社員達が具体的にどんなことで悩み苦労しているかを伝える。赤せき裸ら々らな社会人生活の実態を知らせることで面接対策に深みを加えてもらう。

【内容】各業界の新入社員一年目に密着し一日の流れを取材する。配信形式は動画（ストリーミング）を予定。ドキュメンタリーのイメージ。新人が挫ざ折せつしたり失敗したりするシーンもカットせず採用したい（※やらせ厳げん禁きん）。社会人といっても自分達就活生と同じように悩み苦しんでいるんだと感じてもらえるようにする。周囲の人間のコメントも適てき宜ぎ挟み入れる。ライブ感重視。

【第一回取材先】アルマダ・イニシアティブ合同会社　次じ郎ろう丸まる縁ゆかり様（※ＩＴ戦略部Ｋ坂部長経由で紹介していただきました。つかみはまず女性ということで（笑）　ルックスもなかなかですし華はなのある記事になると思います）
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【ＮＡ（ナレーション）】

　次郎丸縁の朝は早い。

　午前五時、ランニングウェアに身を包み家から出る。京けい王おう多た摩まセンター駅えき徒歩圏の閑静な住宅街だ。外はまだ暗く人通りは少ない。家人もまだ寝静まっている模様だ。




　──ジョギングですか？

「はい、ちょっと多た摩ま川がわまで走ってこようと思って」

（言いながら靴くつ紐ひもを結ぶ）

　──た、多摩川？　片道十キロくらいありませんか。今日きよう普通に出勤ですよね？

「まぁ一時間ちょっとあれば行って帰ってこられますし。朝走ると気分いいですよね！　一いつ緒しよにいかがですか？」
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　──そ、そうですね。じゃあ密着しながら取材させていただくということで。

（カメラ移動、瞬しゆん間かん次郎丸ダッシュする。一気に遠ざかる。「おい、速い速い！」「置いてかれる！」と悲鳴。「だめだ！　誰だれかタクシーつかまえてこい！」という台詞せりふを最後に画面途と切ぎれる）




【ＮＡ】

　軽いジョギングを終え朝食に取りかかる。

　社会人になって九ヶ月、大分出勤前の慌ただしさにも慣なれてきたが朝の準備はまだまだ落ち着かない。理想を言えばゆっくり新聞を読んだり身だしなみに気を遣つかったりしたいところだ。だが新卒一年目の社員にプライベートの余裕などあるわけもない。時間を気にしつつ手早く栄養補給する。

　メニューはシリアルとバナナにプレーンヨーグルト。カップのミルクを温めながらテレビをつけた。




　──英えい語ごのニュース番組ですか？

「こっちの方が頭に入りやすいんですよ。私、もともと海外生まれなんで」

　──そうなんですか、アメリカとか英語圏に？

「出身はシンガポールですね。ただ父が外交官だったんで色々な国に行きましたよ。フランス、イギリス、ロシア……あと南みなみアフリカにも住みましたね」

　──ま、まさに国際人ですね。それは英語も堪たん能のうなはずです。

「英語は……実を言うとあまり得意じゃないんですよ。どっちかといえばイタリア語の方が慣なれてますね。あとアフリカーンスは個人的に話しやすいです」

　──……何カ国くらい話せるんでしょう？

「話すだけならイタリア語、英語、ロシア語、アフリカーンス……五カ国語ですね。ネイティブの方に比べたら全然お話にならないレベルでしょうけど」

（ポーンとチャイムが鳴る。卓上のタブレット端末に「着信」の表示。次じ郎ろう丸まる、「あ、すみません」と謝しや罪ざいして端末をタップする）

「Hier Yukari」

（画面に白人女性が映っている。チャットソフトらしい。親しげに話して通話終了する）

　──今のドイツ語ですよね？

「すみません、フランクフルト時代の友人なんですけど今仕事が終わったらしくて。時差の関係で朝しかまともに話せないんですよ。今日きようはただ、事情を説明してあらためてもらいました」

（スタッフから「六カ国語じゃねーか」と小声でツッコミ。次郎丸、食事を終え洗い物に取りかかる。皿を一枚ずつゆっくりと丁てい寧ねいに。しまいにスタッフがざわめき出す。一人ひとりがおずおずと訊たずねる）

　──あの、時間大丈夫なんですか？

「はい？」

　──だから時間、始業が九時ならもうそろそろ出た方がいいですよね？

「あ、うちの会社フレックスなんで。オフピークで通勤します。あと……一時間くらい余裕ありますね」

　──じゃあこんなに早く起きなくてもよかったんじゃないですか。

「このあと軽く筋トレしたかったんで」

　──………。




【ＮＡ】

　午前九時五十分、港みなと区く愛あた宕ごのオフィスに到着する。

　デスクについてまずやることはメールチェックだ。大量に届く連絡のどれをすぐ読み、どれを後回しにするか迅じん速そくな判断が必要となる。無む論ろん新入社員にそれらを判別するのは難むずかしい。ついつい目先の対応に追われメール処理が間に合わなくなる。次々と届く情報の奔ほん流りゆうに押し流されそうになる。

　だがそれは決して恥ずかしいことではない。度たび重かさなる失敗と挫ざ折せつの果てに企業人としての情報処理能力、センスが磨かれていくのだから。




　──あれ？　メール少ないですね。

（ノートＰＣの画面にフォーカス、新着メールは四件しかない）

「移動中タブレットでチェックしてますから。即レスできるものはなるべくその場で処理するようにしています。緊きん急きゆう性せいの高い連絡はページャーでやりとりしてますし」

　──ページャー？

「チャットソフトですね。スカイプとかYahoo!メッセンジャーみたいな。ただ企業ユースなのでインターネットからのアクセスはできない感じです。DirectAccessで社内ネットに繫つながってないと」

　──DirectAccess？

「マイクロソフトの……あ、すみません。ちょっと電話出ますので」

（「おい、単語調しらべろ」と指示。カメラ、スタッフのスマホ画面を映し出す。DirectAccessは接続環かん境きように応じ自動でＶＰＮを張る仕組みとのこと。「おお、便利ですね」「馬ば鹿か、俺おれ達が知らないでどうするんだよ」と言い合い）

「あの……すみません」

　──はい？

（次じ郎ろう丸まる、電話を保留状態にしてこちらを見ている）

「お客様からの電話なので少し声を控えめにしていただけると。……ごめんなさい」

　──あ、申し訳ないです！　えっと……じゃあ少し離はなれていますので、対応終わったら教えてください。

「はい、分かりました」

（慌てて次郎丸から遠ざかるカメラ。「おまえが声大きいから」「おまえが余計なこと訊きくからだろ」と言い合い。壁かべ際ぎわに待たい避ひしてしばらく待つも電話の終わる気け配はいはない。時と計けいを気にするスタッフ。誰だれかが「先に周りの人のインタビューやっちゃいます？」と言う。「そうだな、時間もったいないし」と回答）




【ＮＡ】

　慣なれない環かん境きように悩み、苦しむ新人。

　では果たしてそういう新人達を先せん輩ぱい社員はどう見ているのだろう？　手際の悪さに苛いら立だっているのか、あるいは社会人一年生ならではの失敗を微笑ほほえましく思っているのか。彼らの本音を追ってみた。




【テロップ】ＩＴアウトソーシング　シニア・アソシエート　Ｔ＝Ｍ（男・３２才）

「縁ゆかりかい？　彼女はファンタスティックだね！　彼女が一人ひとり入っただけでプロジェクトチームがぱーっと明るくなるんだ。もう縁のいないプロジェクトなんて想像もできないよ。まだ彼女と仕事したことがないなら是非一度体たい験けんしてみるべきだね。絶対に後悔はしないはずだから」




【テロップ】ビジネスプロセスアウトソーシング　アソシエート　Ｙ＝Ｏ（女・２７才）

「正直腹が立つわね。私達が必死で試し行こう錯さく誤ごしてきたこととか悩んできたこととか、あの子が入るだけで簡かん単たんに片づいちゃったりするんだから。今まで自分達は何をやってきたんだろうって気分になるわ。でもね、やっぱり彼女を一度使うと手放せないのよ。悔しいけど今じゃ毎日縁と働いてるわ。人生が薔ば薇ら色いろになった感じよ」




【テロップ】プリンシパル　Ｋ＝Ｂ（男・４２才）

「信じられないよ！　彼女と一いつ緒しよに働いただけで持病の肩こりが治ったんだ。家族との関係も良好になって気づいたら出世までしてたんだよ。もう幸せの絶頂ってやつさ！」




　──………。

「すみません、お待たせしました！　……あれ、どうされたんですかみなさん疲れた顔して」

　──いえ、なんでもありません。大丈夫です。

「はぁ……」

（不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる次じ郎ろう丸まる）

　──一つ確かく認にんなんですが、こちら通販の会社じゃないですよね？

「はい？　違いますけど。なんでですか」

　──ちょっと取材先間違えたかなと思ったんで。すみません、続けましょう。




【ＮＡ】

　昼食を挟み外出準備に取りかかる。

　午後一で顧こ客きやくアポが入っているのだ。既に何度か経けい験けんしているもののまだ緊きん張ちようは抜けない。果たして自分が会社の看板を背負うに相応ふさわしいのか、何百・何千万という商しよう談だんをこなしていけるのか、疑問と不安の連続だ。

　今まではただ一消費者として企業のサービス・サポートにコメントしていればよかった。だが今は他ほかならぬ自分自身が評価や選別の対象となる、クレームの矛ほこ先さきとなる。意い識しきの切り替えが難むずかしい。だがそこを乗り越えない限りビジネスパーソンとしての成長はありえないのだ。

　次郎丸縁ゆかりは同行する先せん輩ぱい社員の背中を見つめる。果たして彼がどのように振ふる舞まうのか、何を語るのか、一挙手一投足を見落とさないように。




　──すみません、あの、すみません次郎丸さん。

「はい？」

　──あの、次郎丸さんお一人ひとりですか。他の方は？

（肩掛け鞄かばんを揺らしながら振り返る次郎丸。「えーと」と不思議そうにつぶやく）

「このお客さん、私が担当ですから。他の者はいませんよ」

　──担当？

「はい？」

　──お一人ひとりで？

「です」

　──………。

「あの……ごめんなさい。私何か勘違いしてました？　てっきり私の取材だから私だけいればいいかと思ってたんですけど。他ほかに撮とりたかった人がいたとか」

　──いや、そういうわけじゃないです。ないんですけど……あの、御おん社しやは新入社員に一人で客先行かせたりするんですか。

「どうなんでしょう。別に新入社員とかどうとか関係なく一人でできる仕事は一人でやるべきじゃないですか？　私達の単価ってけっして安くないですから、少人数でできる仕事は少人数でやった方がお客さんにも優やさしいと思います」

　──それはそうですが。

（ぼそぼそとスタッフ間の会話、内容はよく聞き取れないが弱っている様よう子す。しばらくしてインタビュアーと別のスタッフが「すみません」と声がけする）

　──新人一人で動くことに不安とか不満はないんですか？　先輩社員の動き方をせめて今こ年とし一年くらいはつきっきりで見せてほしいとか。

「一年……つきっきりですか」

　──中途採用じゃないんですから、会社にはきちんと新卒社員に向けた教育をしてほしいって思いません？

「ううん、どうなんでしょう。うちの会社、別に新卒採用とかしてないので」

　──え？

「通年採用で、新卒とか中途とかって枠はないんです。スキルや経けい験けんに応じた待遇の差はありますけど」

（ざわざわと動揺が走る）

　──そ、そうなんですか？

「私の場合、学生時代に他の外資系企業でインターンをしてて、そこのマネージャーに推すい薦せんいただいた感じです。……ああ、そういう意味だとインターン先で最初にお客様訪問した時は緊きん張ちようしましたね。自分なんかが会社の看板背負って出て行っていいものかって。何百・何千万という商しよう談だんをこなして大丈夫なのかって、すごく悩んでた気がします。今から考えると懐なつかしいですね」

　──………。




（画面切り替わり薄うす暗ぐらい路地。スタッフが顔を寄せ合っている。「おい、大分話が違うぞ」「誰だれだよ、先にナレーション録とっちまったの」「人のせいにすんなボケ」「誰がボケだこのタコ」と険悪な様子。次じ郎ろう丸まるの姿はない、客先に入って打ち合わせ中なのか。少ししてスタッフの一人が「で、どうしましょう」と訊たずねる。「このまま続けると何かどんどん企画の趣しゆ旨しと離はなれていきそうなんですけど」言わずもがなのコメントに気まずい沈ちん黙もくが落ちる。ややあって誰だれかが「ハプニング起こしますか」とつぶやく。「ハプニング？」「なんか事件起こして彼女の反応を見るんです」「それやらせじゃない？」「やらせは『これこれこういうアクションしてください』って頼みこむことでしょう。今回は自然な反応を見るわけだから違いますよ。あくまでアクシデントです」うーんと唸うなり声ごえ。しばらく押おし黙だまった後スタッフ陣の顔が引きしまる。全員うなずき合い視し線せんを鋭するどくする）




（二時間後）

「お待たせしました！　すみません遅くなってしまって。ここのお客さん、結構話好きで」

　──大丈夫です、我々も少し休きゆう憩けいしてましたから。で、ですね。このあと二、三十分くらい時間あります？

「はい？　えーと……（スケジューラを確かく認にんする）はい、次のアポが一時間後なので大丈夫ですけど。何かありました？」

　──実はサイト掲載用の写真を撮とっておきたくて。軽いインタビューも兼ねてどこか喫茶店にでも入りませんか。勘定はこちらで持ちますから。

「え、そんなお気き遣づかいなく。自分の分は自分でもちますよ」

　──いえいえ、我々経費で落としますからご心配なく。あ、じゃああそこのお店でどうでしょう？




（シティホテル一階のカフェに入る。時間帯のせいか客の姿は少ない。二つの机を繫つなげて着席する。次じ郎ろう丸まる背筋を伸ばし緊きん張ちようした面おも持もち）




「それでインタビューというのは」

　──はい？

「だからインタビュー」

　──ええっと。

（どうもきちんと考えていなかったらしい。挙きよ動どう不ふ審しんなインタビュアーを遮さえぎりスタッフが一人ひとり、進み出る）

　──ま、とりあえず注文しちゃいましょう。次郎丸さんもお客さん先で喋しやべり続けて喉のどが渇いたでしょうし。

「はぁ……」

（メニューを手渡され覗のぞき込む次郎丸。その間にスタッフ、インタビュアーにプリントを手渡す。ちらりとカメラに写りこむ記述内容。どうやら即席のインタビューシートらしい）

「じゃあ私、アイスティーで」

　──あ、はい。

（注文をすまし仕切り直す。写真撮さつ影えいをしながら質疑応答。しばらくして次じ郎ろう丸まる「ちょっと……離り席せきしてもいいですか？　すぐ戻りますから」とコメント。化粧セットを持っている。どうやら手洗いに行くつもりらしい）

　──どうぞ。

「すみません」

（何度も頭を下げて出ていく。彼女の姿が見えなくなった瞬しゆん間かんスタッフが緊きん張ちようする。店員を呼び「ここ、荷物、クロークとかで預かってもらえます？」と訊たずねる。応おう諾だくされるとスタッフの持ち物をいくつか、次いで次郎丸の鞄かばんを手渡した。ややあって次郎丸が戻ってくる。会釈して着席しかけ瞬まばたきする）

「あれ……私の荷物、ここにありませんでした？」

　──はい？

「荷物です。これくらいの大きさの黒の肩掛け鞄」

　──さぁ、すみません。ちょっと僕らこちらの席で打ち合わせをしてて……分からないですね。

（見る間に次郎丸の顔が強こわばる。スタッフの一人がおずおずと訊ねる）

　──あの、何か大事なものが入っていたとか？

「会社のＰＣです。今日きようお客さん先でプレゼンするのに使ってたやつですが」

（コートをどけたり後ろの席を確かく認にんしたりする。口元をぎゅっと結び険しい目つき）




【ＮＡ（即席っぽいつぶやき声）】

　情報産業へ携わる者にとってもっとも恐ろしいこと、それはセキュリティ事故だ。顧こ客きやく情報の入ったＰＣや携帯、書類が行方ゆくえ不ふ明めいになる。内容が流出する。会社の信用に与えるダメージは甚じん大だいだ。そしてこういう時に新人の陥りやすい罠わなが『自分でなんとかしようとする』である。上司への連絡を怠おこたり一人ひとりで紛失物を捜そうとする。どこかに忘れていないか思い出そうとする。確たしかに、うまく見つけられればトラブルをなかったことにできるだろう。だが時間を無む駄だにすればするほどセキュリティ事故の影えい響きようは大きくなっていく。たとえばとある企業が顧客情報を流失させたとしよう。だが色々現場で試し行こう錯さく誤ごしていたためニュースリリース・顧客への連絡が一日後になってしまった。周囲はどう思うだろう？　『都合の悪い事実を隠そうとした』『危き機きの発生から対応までのスピードが遅い』そう考えるのではないだろうか。しかしこういう一般的なところまで普通新人は頭が回らない。フリーズし、延々と同じところを捜し続ける。果たして次郎丸縁ゆかりは適切な対応を取ることができるのだろうか──




　──って、あの、次じ郎ろう丸まるさん、何されてるんですか？

（次郎丸、スマートホンを手早く操そう作さしながら）

「リモートワイプと端末ロックのコマンドを発行しました。ＰＣ内の全データを消去します」

　──え。

「メールアカウント、ドメインアカウントを無効化。無む線せんＬＡＮの証明書も無効にして」

　──あ、あの。

「すみません、少し電話かけますので。（席を外しながら発信）……もしもし次郎丸ですが、マネージャーいますか。……はい、セキュリティ事故発生です。紛失資産はノートＰＣとモバイルカード、至急リモートアクセス・ＲＳＡの全ＩＤを停止してください。……はい、ワイプは実施済みです。影えい響きよう顧客のリストをメールしますのですぐにアナウンスを──」

　──あ、次郎丸さん！　待ってください。荷物あったみたいです。僕らの荷物に混ざってクロークに預けてたみたいで、ちょっと待ってくださーい！




　　　　[image: 区切り文字]




（カフェの外で平身低頭のスタッフ達、さすがに仕込みとは言えなかったのか「間違えて僕らの荷物とまとめて預けちゃって」ともごもご言い訳している。次郎丸「あ、いえいえ」と手を振る）




「勘違いですんでよかったです。いくらＰＣの中身を消去しても情報資産紛失の事実は消せませんから。お客様には心配をかけますし、うちの会社の信用問題にもなりますので。だから何事もなくてほっとしました」

　──……はい。

（神妙な様よう子すのスタッフ。一人ひとりがおずおずと手をあげる）

　──すみません、インタビューの続きというわけでないんですが一つコメントをいただきたくて。どうすれば次郎丸さんのように優ゆう秀しゆうなビジネスパーソンになれるのでしょう？

「え、私全然優秀じゃないですよ」

　──いえいえ、今日きようご一いつ緒しよさせていただいてよく分かりました。次郎丸さんは素す晴ばらしいですよ。まだ若いのに知ち識しきも責任感もベテラン級で、トラブルが起きた時の対処も迅じん速そくでしたし。

「そんなこと……」

　──これから社会に入る学生達に是非指針となるコメントをいただきたいんです。お願ねがいします。

（「お願いします」と次々頭を下げるスタッフ陣。次郎丸戸惑っているが、ややあって肩の力を抜く。「分かりました」と答えてカメラ目め線せんに。表情を引きしめる）

「人間、一度自分の限界を決めてしまうとなかなかそこから踏み出せないと思うんですよ」

（静かに、だが力強く語り始める）

「自分は海外で働けるわけないとか、個人で会社を設立するなんて無む茶ちやだとか。よく言いますよね。でも人の可能性って自分で考えてるよりずっとずっと大きいと思うんです。だからまず偏見を捨ててあえて大きな目標を狙ねらってみる。誇大妄想・実現不可能って言われるくらいのターゲットを目指してみる。で、そこにたどりつくにはどうしたらいいかって考え始めると色々アイディアが出てくると思うんですよ。今までの常じよう識しきでは思いつかなかったアプローチとか手段が。あとはそれらを失敗してもいいから一つ一つ試していくことですね。全部が全部実を結ばなくても、日々の頑張りはきっと自分の血になり肉となっていくはずですから」

（喋しやべり終わるなり拍手が上がる。最初は一つ、誘われるように二つ、三つ、四つと。スタッフ皆感動した面おも持もちで手を叩たたき続けている。次じ郎ろう丸まる赤面して「あ、えと、やめてください。恥ずかしいんで。路上ですし、あの」と慌てた様よう子す。行き交う人々が何事かと言った様子で足を止めている）




【ＮＡ】

　そう、諦あきらめない限り人はいくらでも成長できる。己おのれの可能性を伸ばしていけるのだ。アルマダ・イニシアティブ次郎丸縁ゆかり、彼女は我々に大切なことを教えてくれた。自分の限界を決めるな、常じよう識しきの殻を壊こわし一歩外に踏み出せと。

　この先行き不透明な現代、つい人は安全を求めリスクを避けがちになる。だがこういう時代だからこそあえてチャレンジし続け、成功の果実をつかみ取っていくことも必要でないだろうか。少なくとも我々取材陣はそう思わされた。そして明日あした以降、新たな可能性に向かっていこうと決意させられた。

　ありがとう次郎丸縁、そしてまた素す晴ばらしい活かつ躍やくを我々に見せてほしい。スタッフ一同、成長したあなたの姿を楽しみにしている。

（スタッフロール）




　　　　[image: 区切り文字]




　数日後、新企画『新入社員一年生の横顔』は正式に没となった。理由は非公開。ただ当とう該がい編へん集しゆう部ぶのデスクが「こんな新人いねぇよ！」と企画書を突き返した逸話がまことしやかに伝わっている。
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　桜さくら坂ざか誉ほまれには失しつ踪そう癖へきがある。

　こう言うと大抵の人は「何を大げさな」と笑う。中学三年生の女の子だろう、失踪なんてオーバーな。せいぜい連絡なしで門限破りしたり友人宅に無断外泊したりする程度だろう？

　違う。

　彼女の放浪は最低でも二日、下へ手たすると一週間に及ぶ。その間一切連絡はつかず滞在場所も分からない。クラスメイトに訊たずねても心当たりなしと言われる。警けい察さつ・鉄道の迷子まいご情報も皆無、目もく撃げき証言の一つさえ集まらない。紛うことなき行方ゆくえ不ふ明めいだった。とはいえ学校をサボるつもりはないらしく休日が終わるとあっさり戻ってきたりする。大してお金の持ち合わせもないだろうに、一体どこで何をしていたのか問い詰めると。

『ん？　富ふ士じ山さん登ってきた』

　あっけらかんと答えられたりする。

　意味が分からない。

『なんかテレビ見てたら来週……？　くらいから混雑期に入るかもーって言ってて。すいてるうちに登るなら今かなぁと。そう思ったらさ、いてもたってもいられなくなっちゃって』

　御ご殿てん場ば行きの高速バスに乗りこんだらしい。

　馬ば鹿かである。

　理性の働きが微み塵じんも感じられない。近所の野良犬・猫だってもう少し辛しん抱ぼうという言葉を知っているだろう。獣けもの以下、昆虫並の脊せき髄ずい反射っぷりだった。

　無む論ろん両親にはこっぴどく叱しかられた。当時彼女はもう中学に入っていたはずだが、ズボンとパンツを下ろされ腫はれ上がるくらい激はげしく尻しりを叩たたかれていた。

　さすがにこの時の記き憶おくは強烈だったのか、しばらく彼女は富士──と聞く度たび怯おびえた目をしていた。だが性根の部分ではさほど反省していなかったのだろう、数ヶ月もたたぬうちにまたふらりと姿を消した。以来ほば半年周期、年二、三回の頻ひん度どで意味不明な失踪劇げきを繰くり返している。

　一体何を考えているのか。不ふ審しんに思い訊たずねたことがある。

　別におまえ、旅行好きってわけでもないだろう？　小学校の遠足とか林間学校もめんどくさがってたし友達にディズニーランド誘われた時も断ってたよな？　なんでまたあちこちほっつき歩いてるんだ？　反抗期か。

『お兄にいちゃんは分かってないなー』

　誉は椅い子すに座ったまま足をぶらぶらさせた。

『私はね、たまに自分の生きる力を試してないと不安になっちゃうんだよ』

　しかつめらしい口く調ちようで言われた。

　生きる力？

『ほら、私達子供って普ふ段だん色んなものに守られてるじゃん。親とか学校とか、あとチイキシャカイ？　ってやつに』

　だろうな、子供だし。

『でもさ、守られてるってことは反面生き死にの権利を相手に委ゆだねてるってことだよね。たとえば……ないと思うけどさ、パパやママが「ごめん、おまえうちの子じゃなかった。出てって」って言ったら私ソッコー飢うえ死じにしちゃうよね。あと学校の先生に嫌いやな奴やつがいて何か適当な事件でっちあげて退学させられたら？　居場所がなくなっちゃうのはもちろん、進学とか就しゆう職しよくとかそのあとのジンセーセッケーが大幅に狂ってきちゃうよね。危ないと思わない？　そういうの。自分の人生が他人の善意・責任感次第っていうの』

　はぁ。

『だから練習しときたいんだよ、家や親・収入がなくても一人ひとりで生きていけるか、知らない場所で暮らしていけるか』

　なるほど……。

　非ひ常じよう識しき極まりない理屈だが一応筋は通っている。だからか、地元を離はなれ、日常から外れて。言えば止められると分かっているから黙だまって出かけて……失しつ踪そうか。

　彼女は腕組みしうなずいた。

『ちなみに最終目標は無人島で一人暮らしできること』

　ロビンソン・クルーソーかよ！

　一体どこに進もうとしているんだこの愚ぐ妹まいは。将来自じ衛えい隊たいのレンジャー資格でも取るつもりか？

　とにかく桜さくら坂ざか誉ほまれはそういう奇き癖へきを持っていた。まぁ彼女も今こ年としで十五歳、あと五年たてば成人だ。子供なら問題視されていた遠出も大人おとなならただの旅好き・アウトドア好きと解釈される。だから学業に影えい響きようない限り、少々のやんちゃは大目に見てやればと思っていたのだが。




『誉がいなくなったのよ』




　十二月も中ちゆう旬じゆんの木もく曜よう日び、母親が電話してきたのは午前十時──バリバリのビジネスタイムだった。一体何度着信があっただろう。最初は出ないつもりだったが十回二十回と続けざまに連絡され、挙げ句に留守電まで残されつい出てしまった。

　電話向こうの声は切迫していた。彼女はもう一度慌ただしく『誉がいなくなったのよ』と繰くり返した。

「またぁ？」

　離り席せきしながら声を潜ひそめる。前回奴が失踪したのはいつだったか、そう前のことじゃなかったように思う。確たしか……先々月だっけか。『今福ふく井い！　東とう尋じん坊ぼうマジ半端ない！』と断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの写メが送られてきた。半端ないのはおまえの行動力だと突っこんだ覚えがある。二ヶ月間隔での放浪、確たしかにちょっと頻ひん繁ぱんだ。とはいえ今更である。わざわざ就業時間中に電話してくる理由にはならない。

　知らず知らずのうち声音が固くなった。

「心配しないでもすぐ帰ってくるだろ。あいつ年末年始は塾じゆくの冬休み講こう習しゆうって言ってたし、年明けには受じゆ験けんも控えているんだから、そうぶらぶらもしていられないだろ」

『そうなの、そう思うんだけどねぇ』

　母親の声はすぐれなかった。

「……何かあったの？」

　少し真ま面じ目めに訊たずね返すと母親は嘆息した。

『ちょっと……ね、昨日きのうあの子の観みてたテレビ番組が気になってて』

「テレビ？」

『ドキドキアニマルランドって番組なんだけど』

　動物アニマル──ときたか。

　さっきも言ったように誉ほまれは些さ細さいなきっかけで家を飛び出してしまう。富ふ士じ山さんがすいていると聞けば御ご殿てん場ばに赴おもむき断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきがすごいと言われれば福ふく井いに旅立っていく。最終的な目標が己おのれのサバイバビリティを確かく認にんすることだから名目は本当になんでもいいのだろう。今回もおそらく珍しい動物を見たくなったとか、そんな単純極まりない動どう機きに違いない。

「で？　何か当たりはついてるの？　その番組に出てた土地とか、動物とか」

『キーウィ』

「は？」

『キーウィよキーウィ、鳥の。誉あれがすごく気に入っちゃったみたいでずっと食い入るようにテレビ観てたのよ。「いいなぁキーウィ、かわいいなぁ、頭なでたいなぁ」って』

「はぁ」

　拍子抜けした気分だった。

　なんだ……鳥か、であれば大した話でもあるまい。近場の動物園に行けば見られるのではと思ったが。

　母親は声を低くした。

『違うのよ、何かねすごく珍しい動物らしいの。絶滅寸前らしくって、飼育してる場所もほとんどないみたいで』

　ふむ？

「……ちなみにその番組どこを映してたの？」

『ニュージーランド』




　ぶっ！




　両目を剝むき携帯を握り直す。

「にゅ、ニュージーランド!?」

「ええ……まぁパスポートも持ってないし大丈夫だとは思うんだけど……ほら、あの子、何するか分からないでしょ、一いつ旦たんその気になると」

　……確たしかに。

　出国自体は無理だろうが、どこか空港のゲートを突破しようとして捕ほ縛ばくされかねない。あるいは貨物船に密航したり単身ボートで太たい平へい洋ようにこぎ出したり……。

　ぶるりと怖おぞ気けが走る。ようやく母親の危き機き感かんが共有できた。

『とにかく、あの子から連絡来たらどこにいるか訊きいておいて。できれば今いる場所から動かないよう言って、私達もすぐ迎えに行くから』

「りょ、了解」

　──本当にねぇ、誰だれに似たんだか。

　疲れたつぶやきを残し回かい線せんは切れた。

（……僕じゃないぞ）

　仏ぶつ頂ちよう面づらで電話をしまう。あんな女子中学生版スナフキンと一いつ緒しよにされてたまるか。こちとら真っ当に中高大と進みサラリーマンをやっているのだ。同列に語られては困る。

　嘆息を一回、観かん葉よう植物から離はなれデスクに戻る。椅い子すを引いた瞬しゆん間かん、隣となりのパーティションから小さな頭がぴょこんと飛び出してきた。

「何？　トラブル？」

　睨にらみ上げるようにして言われる。

　吊つり気味の眼まなこ、細い眉まゆ、マシュマロのように柔らかな頰ほお、長く艶つややかな髪が照明を浴びきらきら輝かがやいている。外見年ねん齢れい十三、四歳の上司──室むろ見み立りつ華かだった。

　頭を下げつつ答える。

「いえ、仕事の電話じゃないです。……すみません、実家からで」

「ご実家？」

「ええ、……ああそうか室見さんは会ったことありますよね、うちの妹の……誉ほまれっていたじゃないですか」

　以前実家近くで作業があった時、ひょんなことから引き合わせたのだ。室見の外見が外見なだけに上司と分かってもらうまでえらく時間がかかった。

　室見は記き憶おくを探るように瞳ひとみを寄せた。

「……あの、声が大きい？」

「一晩一緒に過ごして出てくる印象がまずそれってのは兄として至極残念ですが……そうです。あの騒そう々ぞうしいガキんちょがですね、どうも行方ゆくえ不ふ明めいになったらしくて」

「行方ゆくえ不ふ明めい？」

　室むろ見みの表情が険しくなる。立ち上がりかけた彼女を慌てて押しとどめた。

「いえ、いえ大丈夫です。あいつがふらりとどこかに行っちゃうのはいつものことなんで大した問題じゃないです。多た分ぶんすぐ帰ってきますし」

「でも行き先分からないんでしょ」

「まぁ……」

　それはそうなのだが。

「昨日きのうの今日きようですしそんな遠くには行ってないはずですよ。お金の持ち合わせもないでしょうし。まぁ、もしあいつから連絡あったら居場所を訊きいておけと頼まれた感じです。……ったく、本当に人ひと騒さわがせなんだから、あの馬ば鹿か妹いもうと」

「誰だれに似たのかしらね」

「なんで僕を見るんですか」

「あんたのご両親、二人ふたりとも落ち着いた感じだったじゃない」

「僕だって落ち着いてますよ。桜さくら坂ざか家けの中でもあいつだけが特殊なんです」

　真ま面じ目めに橋の下から拾ってきたんじゃないかと思う。血の繫つながっていない妹……ううん、ロマンティックな響ひびきなのにこれほど心こころ躍おどらないのはなぜだろう。

　長息し口く調ちようをあらためる。

「そんなわけでちょっと何回か離り席せきして電話かけるかもしれませんけど。すみません」

「いいわよわざわざ断らなくて。事情が事情だし」

　おお？　優やさしい、こういう時きちんと配はい慮りよしてくれるのはよい上司だよなぁ。感動し礼を告げようとした瞬しゆん間かん。

「ちゃんと勤きん怠たい表ひようからサボり時間で控こう除じよしておくから」

「全然優しくなかった！　てかよりにもよってサボり扱いかよ!?　ひでぇ！」

　室見はひらひらと手を振り「冗じよう談だんよ冗談」と言った。パーティションの内側に引っこみキーボードを叩たたく。

「それはそれとして、あんた今日のタスク消化できてるの？　Ｔ交通のＩＮＳルータ、コンフィグチェックしてパラメータシートに転記するよう指示してたわよね」

「あ、はい。大丈夫です、ちゃんと覚えてますよ。午前中には片づける予定です」

「急いでよ。あんた夕方からＭスポーツの拠点立ち上げも控えてたでしょ？　一つ一つ片づけていかないとわやくちゃになるわよ」

「……ですよね」

　確たしかに今日夕方からの作業は重めだった。顧こ客きやくの地方拠点にネットワーク機き器きを一式導どう入にゆうし立ち上げるのだ。現地作業は協力会社のＣＥ任せだが疎通確かく認にん・チューニングなどはこちらで遠隔対応しなければならない。特に心配なのはＡＣＬ（アクセス制御リスト）──セキュリティ設定周りだった。何せお客さんも通信要件をきちんと把握していないらしく、最後の最後まで確かく実じつな設定ができなかったのだ。おそらく「あのアプリが繫つながらない」「この通信ができない」という問い合わせが多発するに違いない。できるだけ他案件の作業は片づけておきたかった。

　ちなみに顧こ客きやく拠点の所在地は青あお森もり。何かあったら……うん、駆けつけは無理だよな、やっぱり。

　とにかく万全を期さなければ。気持ちを引きしめ仕事に戻ろうとした時だった。

「工こう兵へい君、ちょっといい？」

　背後から柔らかな声が響ひびいてきた。振り向くと黒髪白はく皙せきの女性が手を上げている。エプロン姿のアシスタント……カモメだった。片手に内ない線せんの受話器を握っている。卓上の電でん話わ機きに保留中のランプが点ともっていた。

「はい？」

「オリヴィエさんから荷物届いてるみたいなんだけど、工兵君宛あてに。心当たりある？」

　オリヴィエ……？

　以前サーバ更改を担当したお客さんだった。実家近くに拠点があったのでよく覚えている。が……荷物？　さっぱり心当たりがない。なんだろう、現地に私物でも置き忘れたのか。

　首を傾かしげ訊たずねる。

「受付に来てるんですか？　今」

「うん、ＫＴ急便さん」

「じゃあ取りに行った方が早いですね。すぐ行くと伝えてください」

「はぁい」

　携帯をしまいパーティションから出る。入り口扉を抜けやや小走りに廊下を進んだ。

　受付カウンターの脇わきに人ひと影かげが見える。宅配屋さんか、声をかけようとした瞬しゆん間かんシルエットが振り返った。

　………。




　誉ほまれだった。




　彼女は横ピース。悪戯いたずらっぽく片目を閉じ。

「来ちゃった（てへぺろ）」
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　………。

　人間あまりに衝しよう撃げきを受けるとまともなリアクションが取れなくなるらしい。辛かろうじて瞬まばたきを二、三回。深々と息を吸いこみ視し線せんを巡らした。

「えーっと……宅配便屋さんは、と」

「ちょっと!?　ちょっとお兄にいちゃん、ガン無視!?　ノーリアクション!?」

「おかしいなぁ、どこにもいないぞ。お、ひょっとしてこの植木鉢の中か？　ほらほら、出てきて下さいよー」

「あーうー！　お願ねがい、いきなり押しかけて悪かったから話だけ聞いてー！」

　取りすがる彼女をうろん極まりない眼まな差ざしで見下ろす。ちっと舌打ちして告げた。

「まぁおまえは今から僕に四、五発殴られた挙げ句、親おや父じに引き渡して夜通し折せつ檻かんされるわけだから話くらい聞いてやるよ。三十秒でいいか？」

「みじかっ！　しかも私、殴られること確かく定てい!?」

「んー、じゃあ出血大サービス、三十一コンマ二秒！」

「変わらない！　変わらないよ！」

　とりあえず暑苦しいので距きよ離りを取らせる。

　二つ結びにされた長い髪、くりくりした大きな目、カモシカのように細く長い足。どこからどう見ても我が妹──誉ほまれだった。彼女はデニムのショートパンツにストッキング、ジャンパーを合わせていた。癪しやくだがスタイルはいい。スポーツ選手並に均きん整せいの取れた体つきだった。

　視し線せんに力をこめ睨にらみつける。

「で？　なんだ、オリヴィエからの荷物っておまえが言ったのか？　僕を呼び出すために」

「うん」

　ゴン。

　とりあえず殴ってみた。

　拳げん骨こつで、頭を。

　彼女は涙目になり唇を尖とがらせた。

「だって、だって『妹ですけどお兄にいちゃんいますかー』なんて言ったら何事かって思われるじゃん。お兄ちゃんのセケンテーってやつを思いはばかったんだよ!?」

「じゃあ携帯で呼び出せよ！　『近くにいるけど出てこれない？』とか一本メールすればいいだろう!?」

　誉ほまれははっと鼻を鳴らした。唇の右端を持ち上げ。

「携帯なんて命いのち綱づな持ってたらサバイバルにならないじゃん？」

「おまえ、もう本当どっかで事件に巻きこまれろよ。一度本気で怖い目見た方がいいと思う」

　心の底からそう思った。

　誉はなぜか胸を張りうなずいてみせた。

「まぁ、まぁ手短に事情を説明するとね、実は昨日きのうテレビで──」

「キーウィ見て頭なでたくなったんだろ。馬ば鹿かだよな」

　誉の大きな目が瞬またたかれる。なんでそれを？　と言わんばかりの顔つきだった。

「母かあさんからさっき電話があったんだよ。ドキドキアニマルランド……だっけか？　あれ見てはしゃいでたからおかしいと思ってたんだとさ」

「なんだぁ」と誉は肩をすくめた。

「じゃあ話は早いや。そう、キーウィが見たくてね、色々調しらべたらなんかすごい珍しい動物みたいで普通は飼育されてないっていうから。だからこれは一発足を延ばさなきゃと思って」

「それでニュージーランドに行こうとしたのか？」

「ほへ？　ニュージーランド？」

　……ん？

「あれ、違うのか？」

「違うも何も……ニュージーランドなんか行けるわけないでしょ。私パスポートも持ってないんだよ？　お兄にいちゃん非ひ常じよう識しきすぎー」

「………」

　非常識の塊みたいな人間に非常識と言われた。……ショックだ。

　誉は大げさに息を吐いた。

「日に本ほんにもいるんだよキーウィ。国内一箇所だけだけど、大おお阪さかの天てん王のう寺じ動どう物ぶつ園えんに」

「はぁ」

　そうなのかと納得しかけて眉まゆをひそめる。

「ちょっと待て、大阪？　じゃあなんでおまえ東とう京きようにいるんだ」

「そこが色々と複雑でねぇ」

　誉ほまれは腕組みした。

「大おお阪さか行くのにね、まぁお金ないからさ、ヒッチハイクしようと思ったんだよ。国道に出て親指立てて……一時間ほど待ってたかなぁ、トラックが一台止まってくれてさ。ロバート・デ・ニーロ似のおっちゃんが窓枠に肘ひじをかけて『乗れよ嬢じようちゃん』って」

「乗ったのか」

「乗ったよー。天てん王のう寺じまで！　って言ったら快くＯＫしてくれてさ。『俺おれも丁ちよう度どそこに行くところだったんだ』って言うから安心してたら……着いた先がなんと天王洲」

「気づけよ、途中で」

「えー？　どうやってー？」

「標ひよう識しき見たら静しず岡おかとか東京って出てるだろ！　二百キロ以上走ってて一回も変だと思わなかったのか!?」

「ずっと寝てたしー」

　………。

　なんともお気楽なサバイバル行である。よく無事にたどりつけたものだ。

「それで？」

　いちいち突っこんでいると話が進まなさそうなので先を促す。誉は首を左右に揺らした。

「で、まぁ着いちゃったものは仕方ないからぶらぶらしてたら駅の路ろ線せん図ずに御お茶ちやノの水みずって地名見つけて。あ、お兄にいちゃんの会社あるところだと思ってさ、じゃあちょっくら挨あい拶さつしてくかーって感じで」

「はぁ」

「受付にガードマンとか係の人とかいたら諦あきらめようと思ったけど電話だけだったし。だったら宅配便屋さんを名乗れば取り次いでもらえるかなぁって。ほら、こないだお兄ちゃん帰省した時にピアノ屋さん──オリヴィエの仕事やってたじゃん？　だからそこから荷物届いたって言えば自然でしょ。ね、私むっちゃ冴さえてない？」

「普通に身元詐さ称しようだけどな」

「照れるなぁ」

「褒ほめてねぇよ」

　かぶりを振り額ひたいを押える。

「ったく……どんだけ行き当たりばったりだよ、もし僕がいなかったらどうするつもりだったんだ？」

　誉は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「その場合は普通に天王寺向かう予定だったけど？　てか挨拶も終わったし、そろそろお暇いとまするつもりだけど」

「……何？」

「キーウィが私を待っている！」

　高らかに宣言された。

　ああ……ああ、こいつ本物の馬ば鹿かだ。

「誉ほまれ」

「ん？　何々？」

　とりあえず肩を抱えこみ手首をつかんだ。片足を誉の内ももにステップイン、身動きできないよう固定して携帯を取り出す。

　ダイヤル。

「……あ、もしもし母かあさん？　うん、誉捕まえたから迎えに来て。……そう、東とう京きよう、会社。……とりあえず逃げられないようにしてるんで、大丈夫」

「!?　売られたッ!?」

「そもそもなんで見逃してもらえると思ったんだ、おまえは。……ああ、うん、一応無事、無傷。……夕方くらいに到着？　了解、目離はなさないようにしておくよ」

　さて、と。

　携帯をしまい冷えた視し線せんで見下ろす。

「とはいえこっちはこっちで仕事あるしなぁ。ずっと一いつ緒しよにいるのも厳きびしいし……どこに置いておこう。……ああそうだ、両手足首縛しばってさるぐつわかませてトイレの個室に転がしとくか」

「お兄にいちゃん!?　ちょっと、ちょっと何真顔で怖いこと言ってるの!?　犯罪だよ!?」

「それか全裸に引ひん剝むいて服預かっとくのもありかなぁ。いくらおまえでも素っ裸で外出で歩あるけないだろうし。……うん、そっちの方が手軽だな。よし脱がそう」

「きゃー!?」

　ジャンパーに手をかけていると背後でどさりと何かの落ちる音がした。怪け訝げんな表情で振り向く。

　双そう眸ぼうを真ん丸に見開いた男性と目が合った。白シャツに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、瘦こけた頰ほおと無精ひげ。部門長の藤ふじ崎さきだった。足下に今落としたと思おぼしき黒の革手帳がある。

「………」

「………」

　しばらく沈ちん黙もくした後、訊たずねる。

「えーと……いつからそこに？」

「全裸に引ん剝いて──のあたりかな」

　なるほどね。

　考えうる限り最悪のタイミングだった。

　案の定藤崎は厳きびしい表情で後じさった。片手をゆっくりと電話機きに伸ばす。

「お、お、落ち着いて、ゆっくり深呼吸して、大丈夫、僕は桜さくら坂ざか君のことを信じてるから。ね、まずはじっくり話し合おう」

「無む茶ちや苦く茶ちや疑ってる目なんですけど!?　てかどこに電話しようとしてるんですか！」

「もしもし？　……お巡りさん？」

「待ったぁあああ！」

　慌てて駆け寄り受話器を取り上げる。スピーカーから『もしもし？　もしもし？』って、おい本当に繫つながってるじゃねぇか！

「すみません！　間違い電話です！」

　叫ぶように言って電話を切った。荒い息をつき藤ふじ崎さきを見据える。

「説明させてください」

「……も、もちろんいいとも。なんだって聞くさ」

「とかいいながら何携帯取り出そうとしてるんですか！　違います、誤解、誤解ですって！」

　返答を待たずに釈明する。誉ほまれの素性、会社にいる経けい緯い、なぜ彼女を引き留めていたのか──を早口でまくしたてていった。

「妹さん？」

　藤崎の目が瞬またたかれる。誉はぴょこりと背筋を伸ばし一礼した。

「桜さくら坂ざか誉です！　兄がいつもお世話になっています！」

　はぁと藤崎が会釈を返す。しばらく押おし黙だまってから小さな息を漏らした。

「え？　じゃあ桜さくら坂ざか君が見知らぬ少女に乱らん暴ぼうしてたんじゃないの？」

「違います！　てかやっぱり全然信用してなかったんじゃないですか!?」

　藤崎は「いやぁ」と頭を搔かいた。

「ごめんごめん、ちょっと突然のことだったんで気が動転して。言われてみれば確たしかに、顔立ちとか雰囲気とか似てるよね」

「似てません」

「えー？　似てるよ？　よく言われるもん」

「おまえは少し黙だまってろ」

　軽く睨にらみつけてから藤崎に向き直る。

「本当に落ち着きのない奴やつなんでつかまえてないとすぐどこかに行っちゃうんですよ。だから無む理り矢や理りにでも押えとかなきゃと思って、それで」

「うん、僕も早とちりしちゃったからゴメンね。で？　どうするつもりだい、ご両親が到着するまでどこか喫茶店で待っていてもらう？」

「いやそれは……鳥かごの鍵かぎを開け放すようなものなんで」

　間違いなく三十分後にはいなくなっている。有り金全部ベットしてもよかった。

　とはいえ本当に緊きん縛ばく・監かん禁きんするわけにもいかないし。……どうすればいいか迷っていると藤崎が言った。

「じゃあオフィスの中で待っててもらったら？」

「え？」

　思わず訊きき返してしまう。予想外の言葉だった。

「い、いいんですか？」

　部外者を社内に入れて問題にならないのか、情報セキュリティとか……機き密みつ保持的にと思ったが。

「まぁそんなしゃちほこ張った会社じゃないしね。ＩＳＭＳ（情報セキュリティマネージメントシステム）認証取っているわけでもないし、ちゃんとゲストカード渡して入にゆう退たい館かん記き録ろく残せば大丈夫だと思うよ。目の届くところにいれば桜さくら坂ざか君も安心でしょ？」

「それは……まぁ」

　ちゃんと喫茶店で待っていてくれるかやきもきしないでいい分、気楽だが。

　考えこんでいると不意にひゅっと息を吸いこむ音がした。誉ほまれが目を輝かがやかせている。

「え？　お兄にいちゃんの働いてるところ見られるの？　会社？　本物？」

　興こう奮ふんした口く調ちようで訊たずねられる。えらくテンションが高い。キーウィについて語っていたのと同じノリのよさだった。

　ううむ、そこはかとなく不安ではあるが、……興きよう味みのある環かん境きようならいきなり逃げ出したりしないか。

「邪じや魔まだけはするなよ」

　きつい眼まな差ざしで念押しする。誉は「分かってるよ」と言って笑った。




　オフィスに戻るとまず室むろ見みにぽかんと口をあけられた。

　両りよう眉まゆを左右非対称に持ち上げ固まっている。白い頰ほおが歪いびつに引きつっていた。瞬まばたきを数回、ややあって「説明しろ」と言わんばかりに睨にらみつけてくる。いやそんな、怒られても。

「お久しぶりです室見さん！　その節は大変失礼しました！　相変わらずお若いですね！」

　誉が元気よく駆け寄り挨あい拶さつする。

　うるさい。

　室見は気け圧おされた様よう子すで「え、ええ、お久しぶり」と答えた。どうもこの手のキャラは苦手らしい。わずかだが後じさり気味になっている。藤ふじ崎さきが不ふ思し議ぎそうに視し線せんを巡らせた。

「あれ？　室見さんと妹さん、知り合いなの？」

「ええ……実は先々月のオリヴィエ案件で──」

「うちに来てくれたんだよね！　お風ふ呂ろ入ってお泊まりして！」

　首を強く横に振る。案の定藤崎が凍りついていた。違う、違います。絶対に想像してるようなことじゃありませんから。

　誤解を解こうと説明しかけた時だった。

「あら？」

　柔らかな声が前方で響ひびいた。顔を上げると室むろ見みの後ろで黒髪のアシスタント──カモメが目を丸くしていた。

「あらあらまぁ」

　細い指が口元を押える。相そう好ごうを緩ゆるめ小走りに歩み寄ってきた。

「かぁわいー、誰だれかのお知り合い？」

「……僕の妹です」

「工こう兵へい君の？」

「はじめまして、桜さくら坂ざか誉ほまれです！」

　誉ちゃん。

　カモメはにっこりと微笑ほほえんだ。

「はじめまして、アシスタントのカモメです」

「カモメ……さん？」

　誉の目がぱちぱちと瞬またたかれる。うかがうように目の前の女性を見上げる。

「えっと……外国の方ですか？」

　カモメはころころと笑った。

「そうなの、実は南なん極きよく生まれ。日に本ほんには去年来たところなの」

「すごい！　カッコイイ！」

　いや信じるなよ。……ああ、でもこの女ひ性となら意外に本当かもしれないが。

　和わ気き藹あい々あいとした空気の中、室見が「それで？」と視し線せんを送ってきた。

「あんたの妹さんがなんでまたうちの会社に？」

「ええと……それはですね」

　先程藤ふじ崎さきにした話を繰くり返す。誉の馬ば鹿かを第三者にさらしても仕方ないのでキーウィ云うん々ぬんは意図的に伏せた。話して差し支えない内容だけを選択して説明していく。

「……なるほど、だいたい事情は分かったけど」

　ややあって室見は腕組みした。

「だからって部外者を社内に入れるとかどうなの？　一応ここには顧こ客きやく情報もあるのよ。『入室したいです』『はいどうぞ』とか簡かん単たんに許可する話じゃないと思うけど」

「それは……まぁ」

　仰おつしやる通りだが。

　藤崎が慌てた様よう子すで口を挟んでくる。

「ああその件は僕がいいって言ったんだよ。ほら、妹さん未成年……学生だし、見知らぬ町に一人ひとりで放り出すのも危ないと思ったから」

「未成年だからなんだっていうんですか？　企業のコンプライアンスに年ねん齢れいも学年も関係ないでしょう。だいたい成人前を理由に特別扱いが許されるっていうならわた……むぐっ!?　むぐー!?」

　カモメの手が室むろ見みの口元をふさいでいる。黒髪のアシスタントは肩をすくめた。

「ごめんなさいね誉ほまれちゃん。別に誉ちゃんが悪いことするとか思ってないのよ？　ただやっぱり仕事の場だから軽い気持ちでは立ち入ってほしくないの。社会科見学みたいな気分ではいてほしくないっていうか。……不必要なところをのぞいたり歩き回ったり、そういうことしないって約束できる？」

「はい！　もちろんちゃんとおとなしく座ってます！」

「だって。立りつ華かちゃんもそれならいいでしょ？」

「………」

　いかにも不承不承といった様よう子すで室見がうなずく。カモメの手を振り払いむくれたようにそっぽを向いた。

（ほっ……）

　よかった。まだ機き嫌げん悪いけどとりあえず納得してもらえたみたいだ。さすがカモメさん。修しゆ羅ら場ばの処理は慣なれている。

　胸をなで下ろしかけふっと気づく。

　……って、ちょっと待った。室見さん今何か言いかけてなかったか？　成人前の人間が特別扱いされるなら、わた──わた、なんだ？　綿帽子？

　首を傾かしげ考えこんでいるとおもむろに藤ふじ崎さきが手を叩たたいた。

「さ、じゃあみんな仕事に戻ろうか。誉ほまれさんはこっちのミーティングスペースに。カモメさん、彼女にゲストカードだけ準備してあげて」

「はぁい」

　三々五々皆が散っていく。カモメは自席に、誉と藤崎は壁かべ際ぎわのテーブルに。妹の動向が気になりついていきかけた瞬しゆん間かん、不意に片耳をつかまれた。

「いてっ、いてて……！　何するんですか室見さん」

「何するんですかじゃないわよ。いつまで遊んでるつもり？　あんたはこっち」

　強い力で自席に引っ張っていかれる。投げ出されるように着席、モニタと向き合わされた。

「……ったく、放っておくとすぐ気を抜くんだから。仕掛かりのタスク！　ちゃきちゃきこなしなさいよ！」

「はい……」

　いたた。

　耳をさすりつつ画面ロック解除する。隣となりのパーティションでどしんと腰かける音がした。うーん、ご機き嫌げん斜めだ。そんなに部外者が入ってくるのが嫌いやなのかしら。

　しばらく作業を続けるもやはり隣が気になる。悩んだ末チャットＩＲＣクライアントを起動した。直Ｔ接Ａ対Ｌ話Ｋモードに切り替え入力。




11:13 (kohei) あの……すみません室むろ見みさん、うちの家族がご迷惑を。




　数秒おいてレスが帰ってきた。




11:14 (rikka) 別に。しょうがないでしょ、藤ふじ崎さきさんの言う通り、地理に不案内な子を放り出すわけにもいかないし。

11:14 (kohei) で、でも……怒ってますよね？　室見さん。

11:14 (rikka) 怒ってない。

11:14 (kohei) なんか機き嫌げん悪そうですけど。

11:15 (rikka) 悪くない。




　………。

　無む茶ちや苦く茶ちやぶっきらぼうなんですが。

　うーん、どうすれば勘弁してもらえるだろう。ちゃんと誉のこと叱しかっておきますから──と言えばいいのか。両親含めて謝しや罪ざいさせますと告げればいいのか。あるいは、あるいは。

　悩んでいるとチャットログが一行追加された。




11:16 (rikka) あんたの妹、十五歳だっけ？

11:16 (kohei) はい？　……ええ、そうですけど。

11:16 (rikka) 前見た時も思ったけど……なんかさ。

11:16 (kohei) ？

11:16 (rikka) 年の割に胸大きくない？




　なんの話だよ一体!?

　え？　ひょっとしてさっきから機嫌悪そうだったのこれが理由？




11:17 (rikka) いいわよねぇ、中学からあれなら……私なんかいつまでたっても６

11:17 (kohei) 室むろ見みさん！　室見さん仕事しましょう！　今日きようのタスクこなしましょう！




　危うく上司の胸囲を知るところだった……。やばすぎる、勘弁してくれ。

　てか普ふ段だんあれだけ羞しゆう恥ち心しんの欠片かけらもない行動しといてバストサイズだけは気になるのか？　よく分からん。セックスアピールというよりスタイル面で重視しているのか。

　女性心理に悩みつつも仕事に戻る。メールチェック、資料更新、手順書作成。しばらく作業した末、成果物の打ち出しに取りかかった。用紙サイズを選択し部数設定、出力モードをカラーで……印刷。

　通知トレイに印刷完了のポップアップが表示される。画面をロック、席から立ち上がり複ふく合ごう機きスペースに向かった。途中ミーティングテーブルに誉ほまれの姿を認める。……よしよし、おとなしくしているな。みだりにきょろきょろしていないし歩き回ってもいない。すぐ退屈して騒さわぎ出すかと思ったらなかなかどうして、ちゃんと席についてる。静かに着席して、掌てのひらを腰の脇わきに突いて、両足を地面と平行に持ち上げ、黙もく々もくとリフトアップ……

　待て。

　つかつかと歩み寄り後頭部をはたく。

　誉は「いてっ」と呻うめき振り返った。

「何？　なんで叩たたかれた？　私」

「意外そうに目を丸くするな。どうしていきなり筋トレ始めてるんだ？　おまえは」

　誉の眉まゆが寄る。

「どうしても何も……なまるじゃん。ただ座ってるだけだと」

「その理屈に従うと通勤電車の長なが椅い子すは大変なことになるぞ。あと立ってる連中はどうするんだ。全員吊つり革かわで懸けん垂すいか」

「うん、吊り革なければ空くう気き椅い子すかな」

　……迷惑極まりねぇ。

　こいつ志望校どこだっけ？　公衆秩序のためにもなるたけチャリ通できる範はん囲いに進学させるべきでは。間違ってもバスや電車通学なんてさせちゃだめだ。

　溜ため息いきを一回、彼女の両手をつかむ。膝ひざ上うえに持っていき背筋を伸ばさせた。

「いいか、おまえさっき自分で『おとなしく座ってる』と言ったよな」

「？　言ったけど」

「いまいち分かってないようだから念押しするとだな。『おとなしく座る』ってのはこの姿勢を維持することだ。筋トレしたりストレッチしたりせず」

「え？　無理だよ」

「無理とか言うな！　何理不尽なこと言われたようにきょとんとしてるんだ。いいからおとなしくしてろ。やたらに動き回るな！」

「桜さくら坂ざか、うるさい」

　………。

　怒られた。

　理不尽だ。納得いかない。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで複ふく合ごう機きに向かう。プリントをチェック……ぐ、一枚表示が切れている。改ページの設定を失敗していたのか、表の一部が別の用紙にまたがり印刷されていた。畜生、ちゃんとプレビューしておけばよかった。まったくうまくいかない時はとことんうまくいかない。

　自席に戻りドキュメントを再表示。よく見ると枠わく線せんもところどころ切れている。網あみ掛かけの色も微妙に異なっているしもう一度見直した方がいいか。嘆息し書式をいじっていると、しばらくして背後に人の気け配はいを感じた。

「お疲れ様ー」

　振り向き様ペットボトルをつきつけられた。誉ほまれが両手に清涼飲料水を握っている。

「差し入れでーす」

「……おとなしく座ってろと言っただろう」

　口く調ちようを厳きびしくすると誉は肩をすくめた。視線だけで背後を示す。

「藤ふじ崎さきさんにお遣つかい頼まれたんだよ。多めにお金預かって、みんなの分も買ってきてって」

「………」

　唸うなりながらペットボトルを受け取る。まったく……藤崎さんてばこいつを甘やかしすぎだ。舌打ちしていると誉が目を輝かがやかせパーティションを覗のぞき込んできた。

「ね、ね、ここがお兄にいちゃんの机？　いつも仕事してるところ？」

「そうだよ、あんま見るな。お客さんの情報扱ってるんだから」

「お客さんの情報……って、え？　外国の会社なの？」

「は？　なんで」

「だって英えい語ごばっかりじゃん、画面の文字」

　モニタを顧かえりみるとターミナルにルータのコンフィグが表示されている。service timestamps debug datetime msec……って、ああ、なるほど。

「これは機き械かいの設定だよ。おまえに分かるように言うなら──そうだな、プログラムみたいなもんだ」

「プログラム？」

「パソコンに打ちこむだろ？　計算したりゲームを作ったりする時に」

　へぇと誉が唇をすぼめる。小さく首を揺らし画面を覗のぞき込んだ。

「お兄にいちゃん、ちゃんと働いてるんだー。意外ー」

「失敬な」

　思わず語気が荒くなる。背筋を伸ばし鼻び腔こうを広げた。

「働いてるどころじゃないぞ。おまえＭスポーツって知ってるだろ？　浜はま松まつにもある量販店。僕は今あそこのネットワークを作ってるんだからな」

「Ｍスポーツの？」

　誉の目が瞬またたかれる。ふふん、驚おどろいてるな。よしよし。

「ああ、かなり大規模なシステムで北ほつ海かい道どうから鹿か児ご島しままで全国六十店てん舗ぽくらいを繫つなげるんだ。今日きようも夕方から青あお森もり拠点の立ち上げで、今いま頃ごろ僕の作った機き械かいがあっちに届いてる頃だと──」

　得意げに話していると不意に誉ほまれがきょろきょろとし始めた。落ち着きなく周囲を見渡し口元を歪ゆがめている。

「おい、おまえ人の話はちゃんと」

「ごめん、ちょっとお兄ちゃん、ごめん」

　遮さえぎるように言い走り去ってしまった。

　……なんだあいつ。落ち着きのない。

　ほどなくして彼女が戻ってきた。片手にクラフト色の紙袋を持っている。

「お兄ちゃんさ、青森のＭスポーツに機械送ったんだよね？」

「そうだけど」

「着予定は昨日きのうの午前中？」

「……ああ」

「品名は？　精密機器？」

　………。

　眉み間けんに皺しわが寄る。なんでそれを……と訊たずねる間もなく誉が紙袋を突き出してきた。

「これ、お兄ちゃんの荷物じゃない？」




　……は？




　紙袋を受け取る。

　青あお色いろの伝票に見み慣なれた筆跡が確かく認にんできた。差出人はスルガシステム桜さくら坂ざか、受取人はＭスポーツ……青森支店・Ｔ橋様。

「……え、えええええ!?」

　ど、どういうことだ!?　なんで青森にあるはずの荷物がこんなところに!?

「てめぇ誉！　どういうつもりだ!?　一体どこからこの荷物搔かっさらってきやがった！」

「どこも何も……受付に置いてあったんだけど」

「……は？」

　誉の唇が心外そうにすぼめられる。

「カウンターの横に置いてあって、ちょっと見たら到着予定日昨日きのうになってたからさ。さっき受付にいた時『あ、出し忘れたのかなぁ』と思ってて。それで回収してきたんだよ。なのに搔っさらったとか、ひどいなぁ」

「だ、出し忘れ？」

　そんな馬ば鹿かな。

　確かく実じつを期すために一昨日おとといの時点でもう梱こん包ぽうしておいたんだぞ。スルガシステムの運送業者──シロクマ運うん輸ゆは一日に二回、集荷で回ってくる。一度や二度のピックアップ漏れならともかく二日間も放置されるはずがない。

「な、なんで……」

　蒼そう白はくになりつぶやくと誉ほまれが首を傾かしげた。

「なんでも何も、ちゃんと連絡しなかったんじゃない？　宅配業者さんに取りにきてくださーいって」

「連絡なんかしなくても……来てくれるはずなんだよシロクマさんは。午前と午後に一回ずつ」

「シロクマさん？」

「シロクマ運輸」

　知ってるだろうと言わんばかりに睨にらみつけるが、誉は一層首を傾けた。

「……んー、でもこの伝票ＫＴ急便じゃない？」

「!?」

　仰ぎよう天てんして紙袋を引き寄せる。え？　え、噓うそだろ。目を皿のようにして見つめるが……青白い伝票の下部にあるのは見間違えようもない、ＫＴ急便のロゴだった。う……あ、うあああああ！　マジだ！

　そりゃ集荷されないだろう。競きよう合ごう相手の伝票が貼はりつけてあったら速攻で黙もく殺さつされたに違いない。

　一体なぜ──立ち尽くすうち一つの記き憶おくが蘇よみがえる。

　一いつ昨さく日じつ、荷物を送ろうとして文房具棚のトレーを探った。シロクマの伝票を入手しようと思ったからだが折おり悪あしく在庫はゼロ、困った挙げ句カモメに声がけした。

『カモメさん、すみません。宅配便の伝票、切れてるみたいなんですけど』

『え？　本当？　ああごめーん、気がつかなかった。じゃあドライバーさんに電話して午後の集荷で持ってきてもらうね』

『午後……ですか』

『あれ？　まずい？　急ぎ？』

『実はなる早で送りたい荷物があって、──僕、昼から外出しちゃうんでそれまでに伝票記入しておきたかったんですよ』

『そっかぁ……じゃこれ使う？　売り掛け精算できないから個別に立て替えてもらう必要があるけど』

『あ、はい！　じゃそれで、ありがとうございます』

　………。

　何も考えず受け取ってしまったが考えてみれば「売り掛け精算できない」──会社支払いできない時点で別業者の伝票と気づくべきだった。当然個別に連絡し集荷依頼する必要があったのだろう。あるいはこちらから営業所に持ちこむか。どちらにしろ受付に置きっぱなしで配達されるはずがなかった。

　荷物を置いた場所もまずかった。受付カウンターの下、通路からは死角になっているところだ。シロクマさんならいつもの集荷場所に近いし察してくれただろうが他社員は気づきさえしなかっただろう。いや……気づいたところでＫＴに集荷連絡済みと思われて放置されたか。伝票の着予定日欄らんなんてそうしげしげと見ないだろうし、不ふ審しんに思ってくれという方が酷だ。

　──やばい。

　顔から血の気が引く。

　作業開始は午後四時半、あと五時間もない。それまでに機き械かいを配達し設置準備を整ととのえる？　青あお森もりまで？　てか青森っていってもこれかなり郊外だよな。新しん幹かん線せんを使えば間に合う？　飛行機なら？　チケットを買って荷物チェックを受けて……だめだ、とても間に合わない。

「桜さくら坂ざか？　どうしたの蒼あおい顔して」

　室むろ見みが不審げに問いかけてくる。

「む、室見さん」

　声を震ふるわせ紙袋を示す。ショックのあまり言葉が続かない。室見は小首を傾かしげた。

「宅配便の袋がどうしたのよ？　何か不審物でも送られてきたの？」

「ち、違います」

　必死で首を振った。深呼吸を一回、絞り出すように続ける。

「Ｍスポーツの青あお森もり拠点ルータ……なんか、発送し忘れてたみたいで」

「は？」

　室見の目が瞬またたく。

「青森拠点って……今日きようの夕方立ち上げるやつ？」

　がくがくとうなずく。そこまで説明してようやくことの重大さに気づいたのだろう、室見は眦まなじりを急角度で吊つり上げた。

「ちょっ、ちょっとどういうことよ!?　今回の拠点、現地の状況が分からないから早めに送付しなさいって言ったでしょ!?　なんで設置当日にまだうちの会社にあるのよ!?」

「………」

　誤ご魔ま化かしても仕方ない。観かん念ねんして事情を説明する。ＫＴの伝票をカモメからもらったこと、集荷されないことに気づかず荷物を放置していたこと、先程誉ほまれが包みを回収してきたこと──。話すにつれ室見の顔色が赤から白、青とドラスティックに変わっていく。黙だまっていても彼女の混乱・怒りが見て取れた。全すべてを聞き終えた瞬しゆん間かん、室見は歯を食いしばった。凶悪極まりない形ぎよう相そうで睨にらみつけてくる。

　ぐっ……！　怒られる。

　思わず首をすくめたが室見は大おお仰ぎように息を吐いた。

「……怒っても仕方ないわね。とにかく……打開策を練りましょう。作業開始まであと何時間？」

「……え？　あ、はい、ええっと」

　時と計けいを確かく認にんする。作業タイムテーブルから逆算して。

「四時間……と二十分。いや設置準備の余裕も考えると……四時間弱ですか」

「微妙な感じね。間に合うとも間に合わないとも言い切れない。とりあえず宅配業者に連絡してみましょう。今から集荷して届けられるかどうか」

「はい」

「私はシロクマに電話してみる。あんたはＫＴに、いい？」

「了解です」

　席に戻り受話器を取り上げる。後ろから心配そうに誉ほまれがのぞきこんできた。こんな大事になると思っていなかったのだろう。不安げに顔を強こわばらせている。

「お兄にいちゃん……大丈夫？　なんかやばい？」

「気にすんな。おまえはおとなしく座ってろ」

　固い口く調ちようで言ってダイヤルする。ウェブページの問い合わせ先を参照し発信、ややあって回かい線せんが繫つながった。

『はい、ＫＴ急便です』

「あ、すみません、ちょっとうかがいたいんですけど。東とう京きようから青森まで、今から荷物集荷して四時までに届けられますか？」

『青あお森もり……ですか？』

「はい」

『青森の……どちらになりますでしょう』

「黒くろ石いしです」

『黒石……』

　がさがさと何かを探る音、ややあって絞り出すような声が響ひびく。

『少し……難むずかしいですね。「即配」というサービスが当日配送のメニューになるんですがこちら午前中集荷が条件なので』

　時計を確かく認にん。時刻は……午後十二時十四分か。くそっ、もうちょっと早く気づいていれば。

　歯がみしつつ受話器を握り直す。

「あの、なんとかならないですか。本当重要な荷物でどうしても時間までに届けないといけないんです。……オプション料金払ったりとか飛ひ行こう機き便びん使うとかで」

『いやぁ』

「別の、そういうことやってくれそうな業者さんを紹介いただく形でも構わないんですけど」

　なりふり構わぬ質問攻勢。相手は『ううん』と唸うなった後『ちょっと……お待ちいただけますか』──困惑気味に言って電話を保留した。

　耳元からオルゴールのメロディが響ひびいてくる。やきもしながら待っていると隣りん席せきで室むろ見みの「あー、もう！」という声がした。

「だめ、全然だめ。最短で明日あしたの午前中着って、そんなの普通に送っても届くっつーの！　なんのために直電したと思ってるのよ。使えないわね」

「シロクマ……だめですか？」

「だめね。念のためＭ通、郵便局にも訊きいてみたけど全部アウト。……あんたのところは？」

「まだ確かく認にん中ちゆうですけど──」

　あまり期待できそうにないと言いかけた時だった。保留音が途と切ぎれ電話口に相手が戻ってきた。

『お待たせしております。ええっと一応調しらべてはみたんですが』

　だめか……。目の前が真っ暗になる。がっくりとうなだれた瞬しゆん間かん。

『時間までに届けようと思ったら……物流センターに直接持ちこんでもらうしかないですね』

　………。

　……え？

　受話器を握りしめる。

「ぶ、物流センター？」

『ええ、まだ即配の午後一便が出てませんからそれに載せてもらえれば羽はね田だ経由で……三時半には青あお森もり空くう港こう到着しますね。あとは通常の陸路で……うーん、ギリギリ四時に着くか着かないかかなぁと』

「それだぁあああ！」

　思わず叫んでしまった。ぎょっとする周囲に構わず送話口にかぶりつく。

「え、物流センターってどこなんですか。いつまでに持ちこめばいいんですか。現地でなんて言えばその午後一便に載せてもらえるんですか？」

『ええっと……はい、その、順にお答えしますね』

　相手はやや怯ひるみながらも冷静に回答した。

『集荷〆しめ切きりは十二時五十五分です。あと四十分弱ですね。窓口で即配午後一便と言ってもらえれば普通に受けつけます。で、物流センターの場所ですが……ええと今インターネット見られますか』

「はい」

『ＫＴ急便……江こう東とう区く、センターで検索してもらえますか』

　言われるままグーグル検索する。表示されたリンクをクリック、ほどなく青を基き調ちようとしたホームページが表示された。

「東とう京きよう物ぶつ流りゆうセンター、江東区新しん砂すな……これですか」

『はいそちらです。受付が倉庫内になりますのでちょっと分かりづらいですが案内表示が出ていますので』

「了解です！　ありがとうございました！」

　礼を言って電話を切る。鼻息荒く顔を上げた。

「室むろ見みさん！　いけそうです、ＫＴさん、物流センターに直接持ちこめば配送してくれるって！」

「え、本当？」

　室見の目が丸くなる。

　がくがくとうなずき画面を指さした。少女はパーティションに入ってくるとモニタを覗のぞき込んだ。

「江こう東とう区く……新しん砂すな？　また中途半端な場所ね、地下鉄駅からも遠いし。……ここに？　何時までに持ちこめばいいの？」

「十二時五十五分です」

「あと三十分ちょっとじゃない」

　室見はぐいと眉まゆをひそめた。舌打ちを一回、背後に向かって叫ぶ。

「藤ふじ崎さきさん、タクシー使います！　Ｍスポーツの機き器き搬送で」

「え？　あ、……えーと」

　混乱気味の藤崎に構わず室見が正面に向き直る。おもむろに身体からだを乗り出すようにして内ない線せん電話をつかんできた。視界がタータンドレスのモスグリーンで満たされる。衣服越しに彼女の体温が漏れ伝わってきた。

「私は電話で配車依頼する。あんたは外に出て流しのタクシー探して、早く見つかった方に乗りこむ感じで」

「は、はい」

「あとの連絡は携帯で取り合いましょ。急いで！」

　慌てて立ち上がり荷物をつかむ。携帯電話を胸ポケットにねじこみパーティションから飛び出した。

　すれ違いざま誉ほまれに「おとなしくしてろよ」と告げる。

　とはいえ自分のミスを発見してもらった手前、あまり説教がましいことも言えない。……畜生、えらく格好悪いところを見られてしまった。あとで口止めしておかなければ。お礼と口封じも兼ねてケーキ──飯くらい奢おごってやるか？　千円、二千円、いやいやここは三千円くらい出して。

　エレベーターを待つ時間も惜しく非常階段を駆け下りた。人ひと気けのないロビーを抜け表通りへ。瞬しゆん間かん、町の喧けん噪そうが左右から押し寄せてきた。ええっとタクシー……タクシーはどこだ。

　見ているうち左手から黄き色いろのクラウンが走ってくる。反射的に手を上げるがダッシュボードの空車表示は賃走、車はスピードを緩ゆるめることなく走り去ってしまう。続けて黒のプリウス、これも賃走。緑のセダン……は回送。だめだ。

　諦あきらめて駅方面に走っていく。必死で周囲を見渡すもこんな時に限りタクシーは見当たらなかった。時と計けいを確認。時刻は……十二時二十六分。うげ、受け付け終了まで三十分を切っている。

　……やばい。

　つぅっと冷や汗が頰ほおを伝った。頭皮が締しめつけられるような感覚。こめかみの血管が音を立てて脈打つ。

　どうする、どうする、どうする。ここで待っていても仕方ないし靖やす国くに通どおりまで行ってタクシーを探すか？　それとももういっそ電車に乗って──

　ぐるぐる考えていると胸ポケットが震ふるえた。慌てて携帯を取り出す。室むろ見みからだった。

「もしもし？　もしもし、桜さくら坂ざかです」

　一拍おきスピーカーから固い声が流れ出してきた。

『もうタクシー乗れた？　空車見つかった？』

「……いえ」

　もう一度周囲を見渡す。視界の範はん囲いにタクシーはいない。

「まだです。……ちょっと、全然走ってなくって」

『そう』

「そちらは？　タクシー手配できそうですか」

　すがるように訊たずねるも室見は『ううん』と否定した。

『配車自体は可能だけど到着まで十分ちょいかかるとか、運悪く全部出払ってるとかそんなのばかり。まだ全部当たったわけじゃないけど、今すぐ確かく保ほってのは厳きびしそうね』

　マジかよ。……全然だめじゃないか。

　てかもうアウトだろう。どうせだめなら早めにお客さんに事情を説明し謝あやまった方がいいのでは……絶望的な気分で口を開きかけた時だった。

『……え？　何？　なんですって？』

　唐突に室見の問いかけが響ひびく。「はい？」と思う間もなく言葉が続けられた。

『……そ、それって──本気？　……ええ、まぁダメ元で試してみるのはありだけど。……いける？　絶対に？　……分かった。……うん、……ええ』

　？

　誰だれと話しているのだろう。耳を澄すましていると室見の声が近くなった。

『桜坂、オフィスの前まで戻ってきて。配送役を交代するわ』

「交代？　誰にですか」

『あんたの妹さん』

「……は？」

　ほ、誉ほまれ？

　意い識しきが空白化する。脳内を無数の疑問符が満たした。

「ど、どういうことですか。なんでいきなり誉ほまれが？　というかタクシーが見つからない以上、誰だれが配送役になっても状況変わらないでしょう。何考えてるんですか、あいつ」

『私もそう思うけど……カモメができるって言ってるのよ。いいからごちゃごちゃ言ってないで戻ってきなさい。オフィス一階ロビー前。いいわね』

　畳みかけるように言って電話を切られた。まじまじと携帯を見つめる。何がなんだかさっぱり分からない。カモメさんと誉が？　一体何を請うけ負ってるって？

　考えているうち液晶の時刻表示が一分進む。……ああ、もう悩んでてもしょうがないか！

　踵きびすを返し来た道を駆け戻っていく。途中点滅中の青信号を突破、交番の警けい官かんに睨にらまれるも黙もく殺さつする。喫茶店の角を曲がりオフィス前に到着した。誉は……まだ来ていないのか。荒い息を整ととのえロビーをのぞきこんでいると不意に軽やかなベルの音が響ひびいた。

「あ、お兄にいちゃん！　いたいた！」

　背後から能天気な声をかけられた。

　振り向くとジャンパー姿の誉が立っていた。背中にはバックパック、両手に厚手の手袋をはめている。二つ結びにされた髪は動きやすさを考えてかまとめて背中に流されていた。寒風に白い頰ほおが林りん檎ごのごとく紅こう潮ちようしている。

　……そこまではまぁいい。

　頭を覆おおう大柄なヘルメット、そのやたらと空力を考えたデザインはなんだ。あと携帯電話の装着されたサスペンダー。保冷ボトル、サングラスも。

　極めつけは傍かたわらにあるやたらと骨張ったシルエットの自転車だった。どう考えても普通のママチャリには見えない。ＭＴＢ……いやクロスバイクってやつか？　まぁ種類はどうでもいいのだが。ひょっとして、まさかとは思うが妹よ。

[image: ]

「おまえ、今から自転車で荷物届けるつもりか？」

「いえっす！」

　元気よく肯定された。

　凍りつくこちらを気にした風もなく、彼女は勝ち誇った表情で自転車を見せつけてきた。

「これ！　カモメさんが貸してくれたんだよ。ジャイアント・エスケープＲ３、かっこいいよねぇ。うちのおんぼろチャリとは大違い」

　いえい！　とハンドルを切ってみせる。

　いや、いやいや。

　真顔で首を振る。

「は？　何言ってるのおまえ。江こう東とう区くまでどのくらい距きよ離りあるか分かってるの？　タクシーだって厳きびしそうなのにチャリとか。しかもお前、道分からないだろう。初めての土地でどうやって迷わずに目的地までたどりつくつもりだ？」

「ちっちっち」

　誉ほまれは指を振った。

「遠えん州しゆう八はち幡まんの冒険野郎マクガイバー、誉さんを舐なめてもらっちゃ困るなぁ。地図なんて一度見ればばっちり覚えられるよ。さっきグーグルマップ？　見て道順は頭に叩たたきこんだから。靖やす国くに通りから大和やまと橋ばし交こう差さ点てんを南東方面に、隅すみ田だ川がわ越えて東とう陽よう町ちよう目指せばいいんでしょ？　完かん璧ぺき！」

「完璧……っておまえ」

　にしたって三十分弱で到着できるか？　直線距離で十キロ近くはあるんだぞ。物理的に無む茶ちやだろう。……ロードレーサーじゃあるまいし。

　心中の懸け念ねんを見透かしたのだろう。誉は不敵に微笑ほほえんでみせた。

「ふっふーん。お兄ちゃん、無理だと思ってるなー、私なんかの足で間に合うわけないって」

「そりゃあ」

　当然だろう。

　口ごもっていると、だが誉は大きく胸を張ってみせた。

「前にさ、私、東とう尋じん坊ぼう行ったってメールしたじゃん？」

「？　ああ」

「怒られるから黙だまってたけど。あれチャリで行ったから。片道三百キロ、走行時間十三時間」

　………。




　は？




「いやぁアレは手て強ごわかったね。朝四時に出て着いたのが夕方……五時？　だっけ。さすがの私も腿ももパンパンだったよ。帰りの健康ランドがまた極上でねぇ」

　意い識しきが空白化する。よく理解できない。えーと、何？　なんて言ったこいつ？　福ふく井いまで……チャリ？

「はぁああああああ!?」

　思わず叫んでしまっていた。

　チャリ、チャリだと!?　片道三百キロを半日で!?　マジかこいつ。しかも琵び琶わ湖こから日に本ほん海かい側がわって結構山道とかあるだろ。大人おとなの足でもかなりきついはずだ。ましてや女子中学生が……家庭用自転車で。

　愕がく然ぜんとしているうち胸元の荷物を奪われた。誉ほまれが悪戯いたずらっぽくウィンクしてみせる。

「そういうわけでまぁ十キロ二十キロは大した話じゃないんで。しかもこれだけちゃんとした自転車でしょ？　余裕？　楽勝ってやつ？」

「………」

「ま、任せてよ。きっちりお兄にいちゃんの仕事成功させたげるから。大船に乗ったつもりで待っててよ。そのかわり……さ」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみに狡こう猾かつな光が宿る。

「うまくいったらお父とうさんとお母かあさんのフォロー頼むからね？　基本体罰はゼロの方向性で」

　答えを待つことなく誉は自転車に乗りこんだ。後足で地面を蹴ける。車道に降り立ちサングラス装着、靴底がペダルを踏みしめる。彼女は親指で鼻の下を拭ぬぐった。

「さぁって……距きよ離り９３００、制限時間２５分、時速換算で２２・３ｋｍ／ｈ──ってとこか。よっしゃ！　相手にとって不足なし！」

　いってきまーす！

　かけ声とともにぐいと加速。そのまま猛烈な勢いで大通りを駆け抜けていく。オレンジ色のバックパックは見る間に小さくなり車の陰かげに消えてしまった。

　あとにはなんとも言えない静寂が残された。砂利じやりを含んだ風が一陣、車道を吹き抜けていった。

　……速い。さすがは東海・近きん畿き・北ほく陸りくを一日で駆け抜けた脚力だ。あれならまぁなんとか間に合うだろう。

　間に合うだろうが。

（……っ）

　下唇を嚙かみしめる。唐突になんとも形容しがたい感覚がわき上がってきた。ぎりっと歯ぎしりして拳こぶしを握りしめる。深呼吸を一回。

「おまえは弱よわ■ペダルかぁああああ！」

　天に向かって叫ぶ。

　──『ミッションこんぷりーと☆』のメールが届いたのはそれからきっかり二十五分後、十二時五十四分のことだった。




　　　　[image: 区切り文字]




　一週間後。

　Ｍスポーツの展開作業も軌道に乗りスルガシステムはつかの間の平へい穏おんを享受していた。社長の新規案件攻勢も一いつ旦たん落ち着いている。年末に向け色々調ちよう整せい事項もあるがまずは無事二〇××年を終えられそうだった。

　週報を書き上げて送信、強こわばった身体からだをほぐしているとふっとラボルーム帰りの室むろ見みと目が合った。

「何不ふ思し議ぎな踊りしてるの？　ＭＰ減りそうだからやめてほしいんだけど」

「………」

　ひどい言い草もあったものだ。不思議な踊りって……パペットマン（＠ドラクエ）かよ。

　唇を歪ゆがめ睨にらみ上げる。

「というか室見さん、いつもデスクワークばっかりなのに身体柔らかそうですよね。なんかマッサージでも受けてるんですか？」

「受けてないわよ」

　室見の眉まゆがひそめられる。彼女は苛いら立だたしげに唸うなった。

「一度受けようとしたら……保ほ護ご者しや同伴で来てくださいとか言われたし」

　げふっ！

　危うくむせそうになる。幸い室見はこちらの様よう子すに気づいた風もなく毒づいた。

「ほんっと不快な店だったわ。『子供のうちは整体やってもくすぐったいだけだからねー』とか『こんなところ来てる暇あったらお父とうさんお母かあさんの肩もんであげたら？』とか……ったく、客を馬ば鹿かにするにもほどがあるわ。失礼きわまりない」

「で、ですよね」

　必死で相づちを打つが、店にしてみれば子供が五千円一万円を持ちマッサージしろと迫ってきたのだ、断るのが当然だろう。てか保護者同伴を求められる社会人とか……いかん、想像するだけで笑えてくる。これ以上今の話題を続けていると確かく実じつに地雷を踏みそうだったので話を切り替えた。

「そういえば室見さん、昨日きのう実家から連絡がありましたよ」

「ご実家から？」

　室むろ見みが顔をしかめる。むくれた表情が一転不安げなものとなる。

「まさかと思うけど……また妹さんがどこかに行ったって話じゃないでしょうね」

　そりゃあの時は助けられたけど──つぶやく彼女に、ゆっくりとかぶりを振ってみせる。

「いや、いやそれがまったく逆でして」

「逆？」

　うなずく。

「あいつ、うちのオフィス見学したのがよっぽど刺し激げきになったみたいで、きちんと勉強して社会人になると息巻いてるみたいですよ。塾じゆくの講こう義ぎも休まず行って、テレビで観かん光こう地ちとかの情報見てもそわそわしなくなったと、うちの親も驚おどろいてました」

「へぇ」

　室見は意外そうに瞬まばたきした。

「あの修しゆ羅ら場ばを経けい験けんしてそれでも社会人に憧あこがれるなんていい根性してるじゃない。ひょっとしたら彼女この業界に向いてるんじゃない？　あんたに続いてＳＥになりたいとか言い出すかもよ」

「いや……いやそれはない。ないです」

　手を振って否定する。

「あいつ、根は気分屋で大ざっぱだから細かい仕事には向いてないんですよ。ほら、僕らの業務って結局どれだけマメにチェックするかじゃないですか？　ソースコードやコンフィグを一行一行確かく認にんしたりとか、重箱の隅をつつくようにテストケース準備したりとか。あいつはそういう地道な作業が壊かい滅めつ的てきに苦手なんです。一時的に盛り上がってコンピュータの勉強始めてもすぐ投げ出すに決まってますよ」

「そうかしら」

「そうです、身内が言うんだから間違いありません」

　室見は「ま、いいけど」と肩をすくめた。特段真ま面じ目めに喋しやべっていたわけでもないらしい。

「じゃこれであんたも一つ心配の種が消えたでしょ。丁ちよう度どいいわ、お客さんから来た問い合わせ回答しといて。Ｕ興こう業ぎようのプロキシの件」

「あ、はい」

　応おう諾だくしてデスクに向き直る。

　Ｕ興業といえばとかく担当者がせっかちな印象だ。早急に回答しないとプッシュされかねない。

　画面ロックを外しメーラーを立ち上げる。送信元アドレスで当とう該がいメッセージを検索していると不意に卓上の個人携帯が震ふるえた。

　何気なく取り上げ確認する。新着メッセージ……ん？　高校の友人から？

　えらく久しぶりだな、どうしたんだろう。同窓会か何かの連絡かと思い本文を表示する。サブジェクトは……『ｗｗｗ』？




『これおまえの妹じゃない？　何やってるのｗ』




　メッセージ下にリンクが貼はりつけられている。……妹？　なんだろう、ひどく悪い予感がして画面をタップする。ブラウザが起動しヴィヴィッドな色彩のホームページが表示された。黒髪の少女がカメラ目め線せんで横ピースを決めている。背景は……浜はま松まつの海かい浜ひん公こう園えんだろうか？　タンポポ色のヘッダにでかでかと煽あおり文句が浮かび上がっていた。

　ピンチアウト。




『桜さくら坂ざかメッセンジャーサービス！　業界最先端、新世代の自転車便！　電話一本で北ほつ海かい道どうから沖おき縄なわまでどこでもお届けします！　最速・最安値保証！』




　業務実じつ績せき欄らんをタップするとどうみてもスルガうちと思おぼしき会社が出てきた。ご丁てい寧ねいにも『お客様からの感かん謝しやの言葉』なるページまで作られ、見覚えのある顔写真が貼りつけられている。




　──【Ｓ社担当・Ｓ坂ざかＫ兵へいさん】いやぁ社長の誉ほまれさんは美人だし気立てはいいし本当桜坂メッセンジャーサービスって最高ですよねぇ。一度使ったらもう他ほかの配送会社は使えなくなっちゃいますよ、僕が保証します！（笑）




　ぶつり。

　ホームボタンを押しこみブラウザを閉じる。

　悲鳴は言葉にならなかった。







　あとがき




　宴会と酒は仕事の潤じゆん滑かつ油ゆと言いますが、油も差しすぎれば機き械かいを故障させるもので、過度のレクリエーションは逆に社員を疲ひ弊へいさせます。

　昔ある放送事業所にいた頃ころ、ほぼ毎週のようにイベントが開催されていました。忘年会、新年会、花見、雪山、何だかよく分からないけどとりあえず打ち上げ、打ち上げ、打ち上げ……

　いえ個人的にお酒は好きですし、週一の飲み会程度なら全然ＯＫなのですが、だからといって毎度徹夜ではたまりません。何せ一次会は居酒屋、二次会はバー、三次会でクラブ、〆でラーメンとかやられるんですから。翌日が仕事だと間違いなく死亡します。しかしそんな無む茶ちや苦く茶ちやも会社的には序の口だったようで、一年上の先せん輩ぱいはおどろおどろしく「本番は社員旅行だぜ」と告げてきました。曰いわく二泊三日の温泉旅行、分刻みで観かん光こうや宴会のスケジュールを入れられ夜はエンドレス。各自隠し芸のネタを準備し、滑ると罰ゲームが待っている……とかなんとか。

　正直たまらんと思いました。普ふ段だんの飲み会ならどれだけ遅くなっても一応家には帰れます。ですが泊まりがけの旅行では終わりが見えません。夜通し騒さわいで朝から観光、昼も宴会……なんてことになったら確かく実じつに死にます、ぶっ倒れます。

　どうしよう。仮病を使うか身内の不幸を装うかそれともいっそ理由をつけ休きゆう職しよくしてしまうか。

　限界寸前まで悩み続けていた僕に、ですが予想外の事態が起こりました。なんと事業買収によりうちのオフィスが移転、そのゴタゴタで社員旅行が中止となったのです。

　新会社の方針、人事制度の変更など色々心配事はありましたが、その話を聞いた僕は素直に喜びました。やった、これで社員旅行に出なくてすむ、不自然な休暇を取らないですむと。

　そんな感極まった様よう子すをどう受け取ったのか、上長は申し訳なさそうに頭を下げてきました。

「すまんなぁ、折角うちに入ったのに、まさか一番盛り上がる行事に参加してもらえないとは」

　いやいや、そんなお気遣いなく。全然気にしてませんから。ええ、もうまったく。

「だからというわけじゃないんだが、部署の解散を記念して大々的にさよなら会を執り行いたいと思う。それはもう大々的に、かつてない規模で！」

「え？」

「かつてない規模で！」

　その夏、僕はかつてない悪夢を見ました。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。


二〇一三年七月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。本作の執筆にあたりメタルフォークのアルバムを再聴。「神田川」と「あの素晴らしい愛をもう一度」のメタルっぷりに戦く日々。
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Ｉｘｙイクシー

最近すぐ眠くなるので血行悪いのかなと…

はぁぁ　温泉つかりたい
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